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			お菓子職人の成り上がり～天才パティシエの領地経営～⑤

			著者／月夜涙

			イラスト／三弥カズトモ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・サトモトアイ＋新垣至（REVOdesign）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ　王都への到着

			第１話　悪夢の果実との出会い

			第２話　ドリアンを使った魔法のお菓子

			第３話　ドリアン・ドーナツと茶会

			第４話　レナリール公爵との魔法の時間

			第５話　ヴォイルシュ侯爵との出会い

			第６話　黄金のジェラート

			第７話　ティナが教えてくれたもの

			第８話　菓子職人は王城に招かれる

			第９話　今の自分にできる最高のケーキ

			第10話　クルト・ペルレ

			第11話　クルトの願い

			第12話　遊び心と贅沢なショコラ・プティングケーキ

			第13話　父と子と

			第14話　思い出とがんばりのバヴァロアーズ ピスターシュ・タルト

			第15話　冬の匂いと大事な人たち

			第16話　秋の恵みとパティシエの休日

			第17話　小さな勇気と優しい祭り

			第18話　梨のタルト・タタンとクルトの決心

			第19話　美しくて儚くて、でも温かい雪

			第20話　世界で一番、甘くて幸せなものは……

			第21話　砂糖の夢と婚約と父と

			エピローグ　お菓子職人の成り上がり

			エピローグ２　クルトとティナの結婚式

		

	
		
			プロローグ　王都への到着

			　

			　半日ほどの空の旅を終えて王都の離れにある村に着陸した。

			　そこからいつものように馬車に乗り換えるので、荷物を移す。

			　荷物の中にはこれから王都で戦うための武器……とっておきの食材が入っているのだ。慎重に荷物を運ぶように指示し、見守る。

			　ここから半時ほど馬車で走れば王都にたどり着く。

			　貧乏貴族とはいえ、一応貴族である俺は王都にあこがれていた。

			　この国は、四方を統括する四大貴族が存在し彼らが貴族たちを管理している。

			　よっぽどのことがない限り王都にまで来ることはない。

			　王都に呼ばれるというのは貴族としての誉(ほま)れだ。

			「クルト様、王都にはお城があるんですよね。お城ってあこがれます」

			　キツネ耳美少女のティナは王城を見るのが楽しみで仕方ないらしい。

			　白銀のもふもふ尻尾を揺らしていた。

			　女の子がお城にあこがれるのはよくわかる。

			「ああ、世界で一番美しいと言われている城だ。今から見るのが楽しみだよ」

			　俺たちの国、フェデラルの城は国力を見せつけるために金に糸目をつけず、当代最高の技師たちをかたっぱしから呼び集めて作られた。

			　その美しさと威容は、辺境であるアルノルトまで響いてきている。

			　菓子職人(パテイシエ)は、芸術的な感性が必要だ。美しいものに触れる機会は非常にありがたい。

			「お城か。それより、美味しいものがいっぱいあるといいな」

			　クロエのほうは俗物的だった。城なんかよりも食べ物のほうに夢中だ。

			　俺もそっちの興味がある。

			「レナリール公爵の領地も、エクラバも、この国から見たら東と一括りにされるからね。でも、王都は中央だ。東西南北、すべてから物を集めているから、いろいろと面白い食材も料理もあるはず。俺も楽しみにしている」

			　噂で聞く限り、王都には素晴らしいものが溢れているらしい。

			　王都に家を構えるのは、商人たちのあこがれだ。地方で大成功した商人たちはこぞって金を積み王都に本店を構えて、地方の店を支店にする。それが一流の証だと信じているからだ。逆に言えば、いくら稼ごうが王都に本店がなければ二流という風潮が存在するので、意地でも本店を王都に置こうとするのだ。

			　そうやって、金がある人間が集まると、金があるところにものが集まるのが道理なので、世界中からいろいろなものが集まり王都には多種多様なものが溢れていた。

			　だが、いいことばかりではない。王都の周辺の土地は農業に適した土地ではないし、四方から大量の客を招くために恵みをもたらす森を切り払って広い道を作ってしまっていた。もとより海も近くにない。つまり鮮度はさしてよくないのだ。いくら様々なものが集まろうが、産地で食べるより味が落ちる。

			　王都で作るのがケーキだけで良かったと思う。もし、ここでコース料理を作れと言われたら鮮度が落ちた食材を使うか、鮮度を必要としない食材を使うかの二択を迫られていただろう。

			　まあ、本気になればレナリール公爵に土下座して竜車を借り、産地から空輸するなんて手段もとれるが、そんな面倒なことはしたくない。

			「じゅるり。クルト、たくさん食べ歩きしようね。研究だよ、研究！」

			「まあな。研究は大事だ。王都に来る機会なんて下手したら二度とないからな。なんとか時間を見つけて王都の美味しいものを食べ歩きたいね」

			　クロエは調子に乗っている。

			　食べ歩きはぜひともしたい。ただ、二点ばかり問題がある。

			　一つ目は金銭の問題だ。王都の物価は冗談のように高い。食料の生産をよそに頼りっきりなので輸送の分高くなっている。そして、アルノルトは貧乏。前回のレナリール公爵の食事会と違って、予算は自腹なのでかつかつだ。王族が予算を与えてくれるとうれしいのだが、期待しないほうがいいだろう。王族の考え方は、貴族は王族に奉仕して当然というもの。……とはいえ、エクラバの店とアルノルトの領地を放り出してまで来ているので、なにかしら褒(ほう)美(び)は引き出したいと考えている。

			　二つ目は時間だ。ここに来たのは男爵の叙勲を受けるためだ。叙勲式のための準備や、王都に住む貴族たちから俺に会いたいという申し出が、フェルナンデ辺境伯とレナリール公爵のもとに来ている。その中から、彼らが俺の将来のためになると選りすぐった貴族たちと会うのだが、搾り込んでもぞっとする数だ。そんな鬼のようなスケジュールの中で、王族に振る舞う菓子の試作。それも、アルノルトに害をなそうとうかがっている刺(し)客(かく)の目を盗んでやらないといけない。

			　ちなみに、ここに来るまでの貴族訪問と体力を使うチョコレートづくりのせいで、すでに疲労はピークだ。

			「ティナ、クロエ、俺が過労死したら遺体はアルノルトのラズベリー畑に埋めてくれないか」

			「ちょっ、クルト様、何を物騒なこと言っているんですか!?」

			「うわあ、クルトの顔。真っ青」

			「冗談だよ」

			　そう言っても、ティナもクロエも心配そうな顔を止めない。

			　きっと、冗談に聞こえないぐらいに疲労が見てとれるのだろう。

			　今日もティナに尻尾枕をしてもらおう。ティナのもふもふ尻尾に顔を埋めると、いつもの十倍ぐらい疲れが取れる。

			「アルノルト次期准男爵、おしゃべりはそれぐらいにしておきなさい。そろそろ出発するわ」

			「申し訳ございませんでした、はしゃいでしまって」

			「むしろ安心したわね。王都の目と鼻の先で、はしゃぐだけの余裕があるなんて。あなた大物になるわよ」

			　レナリール公爵は薄く微笑む。

			　まずいな、俺よりがんばっている彼女の前で弱音を吐くなんてどうかしている。

			　気を引き締めていこう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レナリール公爵の馬車は軽快に走り、思っていたより早く王都に着いた。

			　王都の城壁は、軽く二十メートルを越え厚さも相当なものだ。見ているだけで圧倒される。

			　出入りする者も多い。絶え間なく人と物が行き来している。

			　関税の徴収を待つ行列を後目に、貴族専用の門からすっと王都に入った。さすがは公爵家。

			　中に入るとティナが目を輝かせて窓から顔を出す。

			「うわあああああ、話に聞いていたよりずっとずっと綺麗です」

			　ティナがうっとりとした顔で白亜の城を見つめていた。

			　王城は王都の中心に位置していた。

			　俺の感想は、ディズニーランドのシンデレラ城よりずっとすごいというものだ。

			　系統としてはあれに近いメルヘンチックなものだが、二回りほど豪華かつ巨大だ。

			　いったい、どれだけの労働力と金をかければあんなものができるのか想像もできない。

			「クルト、驚いたよ。あれには素直に感心する。人間ってすごいね」

			　いつもは、人間の作った芸術より、花や木々といった自然の美しさを愛するエルフのクロエもあれには感動している様子だ。

			「いい目の保養になる。それにしてもすごいな」

			　道はすべて、石畳。それもびっしりと敷き詰められ隙間も欠けも見当たらない。

			　高価な街灯が等間隔に並んでいる。一日でどれだけの油を消費しているのだろう。一日に消費する油の代金だけでアルノルトの全領民が養えそうだ。

			　そして、建物も例外なく美しい。使っている石からして質が違う。たしか王都の場合、王都にふさわしくない建築物は一切認めないという法が定められている。

			　……そんなものがなくても、金を積んで王都に住むことがステータスと考えている連中なら見栄を張るために、勝手に競い合って無理をしてでも美しい家を建てるのだろう。

			　見るものすべてに圧倒される。

			「ねえ、アルノルト次期准男爵。この街を見てどう思う？」

			　レナリール公爵が問いかけてくる。

			　その答えは決まっていた。

			「美しいものはたくさんあります。ですが、調和はない。最高級のものをむりやりぎちぎちに詰め込んでいるだけに見受けられます」

			「ふふっ、そうね。私も同意見よ。それが今の王都そのものね。ほしいものをなんでも買い集めて、押し込める。そこに美意識はないわ」

			　どこか陰のある表情でレナリール公爵は笑う。

			　その姿を見て、寂しそうだと思ってしまった。

			　きまずい沈黙があたりを包む。

			　話題を変えよう。

			「これから、どこへ向かうのでしょうか？」

			「私の別宅よ。レナリール家は王都にも屋敷をもっているの。そこなら十分な厨房もあるし……あなたの邪魔をさせないわ」

			　それは安心した。

			　本気で妨害をしてくる相手がいるなら、寝込みを襲われるぐらいは覚悟していた。

			　レナリール公爵の屋敷なら安全が保証できる。

			「助かります」

			「それと、今日はゆっくり休みなさい。今日だけは予定を詰めていないわ」

			　本当にこの人はいろいろと気をまわしてくれる。感謝しても感謝しきれない。

			「そうさせていただきます」

			　とは言ったものの、ただ休むだけだとあれだし、ケーキの試作と市場調査ぐらいはしっかりやっておこう。これは半分俺の趣味だから疲れはたまらないだろう。

			「……予定はないと言ったばかりであれだけど、アルノルト次期准男爵。よければ、二人きりで夕食を取りたいと思うの。王都でしか食べられない料理を出す、お気に入りのレストランに招待するわ」

			　それはぜひ行ってみたい。

			　王都でしか食べられないと聞いた瞬間、とあるものが脳裏に浮かんだ。

			　食料のほとんどを他の都市に頼っている王都で数少ない自力で生産しているもの。門外不出であり他の都市へ一切流通していないアレがある。

			　だけど、問題があった。

			「お気持ちはありがたいんですが、王都の最高のレストランを楽しむだけの手持ちがありません」

			　くどいようだが、アルノルトは貧乏だ。

			　エクラバの店で儲けているとはいえ、あの金はアルノルト領の財布に入れている。

			　一応、エクラバの店で働いている人たちに渡している給金と同じ金額は俺の財布にも入れているが、お菓子の研究のために、材料や本を入手しているので、いつも財布の中身は寂しい。

			「私が招待するのだから、お金は気にしないでいいわ。他に断る理由がないなら、来なさい」

			　正直、相手が超格上とはいえレストランで女性に奢られるのは男としていかがなものかとは思う。

			　しかし、新しい味への興味を抑えきれないし、レナリール公爵と二人きりで食事というのに魅力を感じていた。

			「ではお言葉に甘えます」

			「そうして。今から夕食が楽しみね」

			　レナリール公爵がにっこりと笑う。

			　すごく、可愛らしく魅力的な笑みだった。

			　ふと視線を感じる。

			　クロエがすごく恨めしそうな顔で俺を見ていた。俺だけ最高のレストランで食べるというのが気に食わないみたいだ。ティナが慌ててなだめている。

			「心配しないでもいいわ。あなたたちも連れて行ってあげるから。でも、部屋は別で礼儀作法の先生をつけるわ。男爵の使用人になるのだから、今のうちに礼儀を身につけなさい」

			　彼女がそう言うと、クロエは万歳して喜び、ティナのほうは少し寂しそうな顔をした。きっと、俺と彼女が二人きりになるのが嫌なのだろう。

			　ティナは嫉妬しているのだ。

			　……そんな必要はないのに。

			　おそらく、これは二人きりでしか話せないことを話すための口実だ。

			　レナリール公爵がデートに偽装して二人きりになって話すこと、ある程度の覚悟は必要だろう。

		

	
		
			第１話　悪夢の果実との出会い

			　

			　王都に無事たどり着いた俺たちはレナリール公爵の別宅に来ていた。

			　屋敷に入るなり、使用人たちが一斉に頭を下げる。

			　さすがは、レナリール公爵だ。普段は使わない別宅に二十人以上の使用人たちを常に張り付かせているなんて、並みの金持ちではできない。

			　案内された部屋は、レナリール公爵の本宅とまったく同じだった。部屋の作りも調度品すら。

			　俺の想像になるが、この別宅は本宅とまったく同じ作りだ。少しでも安らぐために違和感をなくしているのだろう。

			「お金持ちは違いますね」

			「少し羨ましいな。二十人もの人手を増やせればアルノルト領でできることをもっと増やせるのに」

			「クルト、そこ!?」

			　なぜかエルフのクロエが驚いた。別におかしなことは言っていない。

			　実はアルノルトにもっとも足りてないのは人手だ。

			　蜂の巣もずいぶん増えてきたし、フェルナンデ辺境伯に褒(ほう)美(び)としてもらった鶏の雛はすくすく成長している。

			　養蜂と養鶏はもっと力を入れてどんどん、規模を増していきたい。

			　さらに、エクラバの菓子店も慢性的な人手不足。

			　新しいことも始めたいし、とにかく人がほしい。

			　フェルナンデ辺境伯に頼んで、孤児たちを拾ったことで中止にしていた移民募集を再開したが、なかなか人が来ない。こんなところで遊んでいる人員がいるなら活用したいというのが本音だ。

			「まあ、ないものねだりしても仕方ないしね。夕食まで時間がある。恒例の市場探索だ」

			「クルト様、休まなくていいんですか？」

			「竜車の中で少し眠ったからね。ティナ、肩を貸してくれてありがとう」

			「そんな、お礼なんてとんでもないです！　むしろ、うれしかったぐらいで」

			　竜車の中で限界が来てティナの肩を借りて眠ってしまった。

			　短い時間だが、ティナの温かみのなかの眠りは疲れをずいぶんと軽減してくれたのだ。

			「相変わらずクルトとティナは人目を気にせずにいちゃつくよね」

			「それだけ仲がいいんだよ。というわけで、市場を見に行こう！　面白い食材があるといいな」

			　面白い食材は絶対にある。

			　なんとかして見つけて行こう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　使用人たちに地図をもらい、外に出た。

			　念のため服の裏地にナイフを仕込んでいた。ケーキナイフではない本物のナイフだ。

			　ここの街はアウェイだと思ったほうがいい。警戒は必要だろう。

			　それにしても驚いた。

			　王都には厳密にいうと市場というものがない。

			　エクラバなどでは、店舗を構えているものより、道に布を広げてそこで物を売る者が多い。

			　エクラバは港街だ。街から街へと移り歩く行商人が非常に多く、自然と店舗は簡易的なものが多くなっている。

			　だが、王都において路上販売は美観を損ねると考えられ禁止されている。

			　きちんとした店でしか物の売り買いはできない。

			　行商人たちは直接客に販売することを禁止され、商店へ仕入れるだけにとどまっていた。

			　果物を扱う商店が目に入ったので、そこに入る。

			　菓子職人(パテイシエ)として外すわけにはいかない場所だ。

			「やっぱり、高いよな」

			　一つの商店に並んでいる果物を見て思わず呟いてしまった。

			　高いのは当然だ。よその街から運んできた作物で、なおかつ行商人が直接売るわけではなく店に売って、その店が俺たちに売る。

			　そうなれば、客に届くまでに利益を得る人が増えるし、なおかつ売り手の数が少なく競争がないので値下げをする必要がない。

			　値段のわりに、あまりいいと思えるものが少ない。

			「ですね。ちょっと、この値段では買えません」

			　今見ているのはエクラバでも買える果物ばかり。

			　エクラバの値段を知っている俺たちからすると、何かの間違いじゃないかと思えてしまう。

			　たぶん、王都に住めるぐらいの金持ちだと気にしないのだろうが、かなり厳しい値段だ。

			　別の棚に目を走らせる。

			「チーゴってこれはまさか!?」

			　赤い果実がそこにあった。

			　チーゴと書かれているが、見覚えがある。

			　これはイチゴだ。

			「クルト様、この赤い実ってそんなにすごい果物なんですか」

			「そうだね。俺はこの果実を使ったレパートリーを百は持っているかな。……だけど高い」

			　これはほしい。久しぶりにイチゴを使うお菓子を作ってみたい。イチゴは菓子職人(パテイシエ)の恋人だ。常にそばにあって、研究しつくされているし、愛着もある。

			　……値段的にはめちゃくちゃ痛いが、それでもイチゴのためなら、今月の食費を切り詰めてでも手に入れよう。

			　そんなことを考えているとティナが悲鳴をあげて、倒れそうになるので慌てて支える。

			「きゃっ、これ、ひどい臭いがします。あたまがっ」

			　彼女は涙目になって鼻を押さえる。

			　なんだ？　疑問に思っていると、その原因がわかった。俺のところにも臭いが届いたのだ。おそらく、狐獣人で鼻がいいものだからティナは早く気付いたのだろう。クロエのほうもすごく嫌そうな顔で鼻をつまんでいる。

			　この臭い、かぎ覚えがある。

			　店の中に、明るい声が響く。

			「親父、面白い果物を仕入れて来たぜ」

			　俺と同じか、少し年上の少年が意気揚々と、籠詰めされた果物をもって現れた。

			　ティナの頭より大きな果実、黄土色でとげとげの殻に包まれた特徴的な見た目。

			　なによりこの強烈な臭い。

			　間違いない、これはあの果物だ。

			「こら馬鹿息子が！　んな臭いもの持ってくるな。客が逃げるだろう」

			　もっともだ。

			　これだと客は逃げ出すし、新たな客は入ってこない。

			「でもよう、臭いけどめちゃくちゃ旨いって行商人は言ってたぜ」

			　どうやらこの商店の息子らしき人物がアレを仕入れたようだ。

			　あの臭いをかいで仕入れるとはなかなかのチャレンジャーなのは間違いない。

			「臭すぎるわ！　いくら旨かろうが、誰も買わんし！　店にもおけん！　捨ててこい。バカが！　仕入れにかかった金は、おまえの給料から引いておくからな」

			「ひでえよ。親父！　俺だって、必死に考えて面白いもん選んだのに。絶対話題になるって」

			「全然面白くない！　いいからさっさと出ていけ。そもそもおまえ、行商人の言葉を信じたようだが、自分で食ったのか」

			「こんなくせえもん食うわけないじゃん」

			「それが答えだバカやろう！　客も同じだろうさ！　本気で売る気があるなら自分の舌で確かめろ！　臭くても売れるだけの魅力があると感じたら、もう一つ仕入れて、一つは試食用に潰すぐらいの覚悟と工夫を見せろ！　てめえで食ったこともないやつのうすっぺらい旨いって言葉だけで、客が買うわけねえだろうが、タコが！」

			　ひどい罵声だが親父さんの気持ちもわかる。

			　百パーセント正論だ。

			　これは臭い、半端なく臭い。肥溜めの近くにいるより臭い。

			　臭いに敏感なティナなどは、失神寸前だ。目がぐるぐるになって全身ふにゃふにゃで見ていて痛々しい。

			　今すぐ、ティナを外に出してやりたいが、残念ながらこの商店にはまだ用事がある。

			　この果実を手に入れたいのだ。

			　肥溜めのような臭いを放ち……それでもなお果物の王様と呼ばれるだけの力がある超高級果実。

			　まさか、この世界にあるとは思っていなかった。

			　その名はドリアン。南国の魅惑の果実。

			　たっぷり怒られた青年が、踵を返して出ていこうとする。このままだと本当に捨てかねない。

			　これはチャンスだな。

			「おじさん、その果実。安くしてくれるなら買うよ。そうだな、仕入れ値の半分なら引き取ろう」

			　知らないやつなら臭いの時点で食べるつもりなんて一切なくなる。

			　だが、俺はドリアンの魅力を知っている。

			　この少年のほうも、売れる気がまったくせず捨てようとしているなら、可哀そうだが買いたたこう。

			「おお、そこのお客さんお目が高い。だが、仕入れ値の半分って言うのはちょっと」

			　さすがは商人の息子だ。少しでも利益を得ようとする。

			　親父さんが大股で歩いてきて、少年の頭をぶつ。

			「ばっきゃろう。こんなもん買う客が他にいるか。気が変わったらどうしてくれる。……返品は許さねえぞ」

			「ええ、そのつもりはありません。これは私の冒険なので」

			　俺がそう言うと、親父さんはやれやれと首を振る。

			「わかった。売ってやる。さっさと持ち帰ってくれよ。他の客が入ってこれねえ」

			「引き取る代わりに、このチーゴを少し安くしてもらえるとうれしいかな」

			「ああいいぜ。この臭い果物に金を払うならそれぐらい負けてやるさ」

			　内心でガッツポーズ、いい果物が安く手に入った。

			　しかもチーゴまで値引きしてもらえた。値引きされてなお高いが。

			　背中に違和感があった。

			　ティナが俺の服の裾をくいくいと引っ張って、涙目で首をぶんぶん振っていた。よほど俺にドリアンを買ってほしくないらしい。

			　本気で臭いに参っているようだ。

			「大丈夫、臭いは封じるよ」

			　懐から袋を取り出す。土属性の魔術を使える俺は少量の土を待ち歩いていた。

			　その土を魔術で操り、ドリアンに密着するように薄い衣をまとわせる。土の魔術で作った一切空気が漏れない皮だ。魔法で作ると一切隙間がない器ができる。

			　空気が漏れなければ臭いは外に出ない。

			　しばらくして、ティナはようやく鼻をつまむ手を放す。

			「ぷはっ、ようやく臭いが収まりました。……それ、本当に食べるんですか」

			「当然だよ。そのために高い金を出したんだから」

			　仕入れ値の半分、ふっかけまくった値段だが、それでも高い。

			「やめときましょう。そんな臭いの誰も食べません」

			「たしかにな。だが、菓子職人(パテイシエ)は魔法使いだ。この臭さを最上の香りに変えられる。楽しみにしてくれ」

			　ドリアンを使った面白いお菓子がある。

			　果物の王様と呼ばれるほど優れた果物、俺が研究していないはずがない。

			　この悪夢のような臭いを南国の豊かな香りにだって変えて見せる。

			　さて、帰ったらさっそく菓子作りをしてみようか。

			　これはさすがに王族に振る舞うケーキには使わないが、連日の挨拶回りの時に自己紹介がわりに手渡すお菓子には使える。

			　最高に面白く美味しいお菓子をティナにも食べさせてあげよう。

		

	
		
			第２話　ドリアンを使った魔法のお菓子

			　

			　買い物が終わった。戦利品はドリアンとイチゴに似た果実以外にもいろいろと存在する。

			　そして、俺たちはレナリール公爵の別宅ではなく、街のはずれにやってきていた。

			　ドリアンを使ったお菓子を作るためだ。

			　厨房を使わないのはドリアンを厨房で調理しようものなら、数日間厨房にドリアンの臭いが染みつくし、そもそも厨房の外に臭いが漏れ出て大惨事となる。

			　さすがによそのお宅でこんなものを調理できない。

			　幸い、俺の土魔法なら石と土を操り即席の調理道具ぐらいは作れるし、今回はそんなに凝ったお菓子は作らない。

			　ポーチに入れている材料と、さきほど買い物で入手した材料で立派なお菓子ができる。

			「さて、腕がなるな」

			　ドリアン、世界で一番臭い果実にして同時に果物の王と呼ばれるほど愛されている果実だ。

			　その臭いの凄まじさと言えば、飛行機や地下鉄に持ち込むことは禁止、それどころか食べて二時間以内はホテルに入ることすら許されないほどだ。

			　それほどの臭みを我慢してでも食べるだけの美味しさも同時に存在する。

			　なら、パティシエの仕事はその臭いを消して最上の味だけを残すことだ。そのための技法も存在している。

			「クルト様、ほんとうに、ほんとうに、こんなものをお菓子にしちゃうんですか？」

			　微妙に俺から距離をとってティナが涙目になりながら、問いかけてくる。

			　キツネ耳は垂れて、尻尾の毛はしぼんでいる。あれはティナが本気で怯えている時の仕草だ。

			「大丈夫。お菓子が完成したら臭いは消えているから」

			　ティナは涙目のままだ。

			　ちょっと可哀そうになってきたが、せっかく高いお金を出して買ったのだしお菓子にしないともったいない。

			「クルト、嘘だったら怒るよ。というか、その凶悪の臭いが残ってたら、わたしもティナも食べないし、誰に渡しても嫌がられるよ」

			「もちろんだ。菓子職人(パテイシエ)の魔法、楽しみにしていてくれ」

			　まずは、俺が魔法で臭いが漏れないように作った土の覆(おお)いを剥がす。

			　臭いが漏れ始めた。ティナがすごい勢いで距離を取る。

			　ははは、気が早いな。これからが本番なのに。

			　俺は、革手袋をはめる。

			　指先の感覚は繊細な作業をする菓子職人(パテイシエ)として大事なもので、その感覚を鈍らせるものをつけるのに抵抗があるが、ドリアンの中身を素手で触れば最後、あの臭いが容赦なく染みつく。それは避けたい。

			「ティナ、クロエ、忠告しておこうか。今からこの実を割るんだけど。この実を割ったら、さっきの十倍臭い」

			　ドリアンは今の状態でも臭い。だが、身を割ってからが本番だ。外皮に守られているうちは臭いが十分の一程度に抑えられているのだ。

			　警告はしたし、さっそく割ろう。

			　土の魔術で作ったまな板に置き、ストンっとナイフで切る。

			　五キロクラスのドリアンをナイフで切れるのは、剣技能があるからこそできる技だ。

			　爆発的に臭みが広がった。

			「きゅううう」

			　ティナが可愛い声をあげて失神した。鼻をつまみながらクロエが抱き留める。

			　臭いに敏感な狐獣人のティナの許容量を軽く超えたようだ。

			　クロエのほうも涙ぐんでいる。

			　実は俺もきつい。すごくきつい。

			　なにせ、ドリアンの香り主成分は三つ。

			　

			　硫化水素……腐った卵の臭いや生ごみの臭いといわれている。

			　メタンチオール……都市ガスの独特の臭い。

			　ジメチルスルフィド……磯臭い臭い。

			　

			　腐った磯臭い生卵が都市ガスで燻製され、その香りを十倍以上強くしたらドリアンの香りになる。

			　これを初めて食べようと思ったやつは絶対頭がおかしい。

			「クロエ、水をこの桶にたっぷり」

			「ん。わかったよ」

			　クロエが鼻をつまんでいるせいで、くぐもった声で返って来る。

			　さて、ここからが本番だ。

			　二つに割ると、なかには種子とそれを被う黄色い果肉の塊が白い枠の中に入っていた。

			　黄色い果肉を取り出し、大き目の種を取り除く。

			　そして、黄色い果肉はボウルの中にいれ、潰してペーストにする。

			　その感触は最上のカスタードクリーム。どんな名パティシエが作ったカスタードクリームもここまで滑らかにならないだろう。ドリアンの果肉は世界最高のクリームだ。

			　今から臭いを消していく。

			　クロエに用意してもらった桶には、とげとげの外皮がつけられている。

			　とげとげの外皮にはドリアンの臭いを消す成分が含まれている。この皮を浸けた水で手を洗うと染みついた臭いがとれる。

			　その水をドリアンのペーストに混ぜ込む。

			　さらに、レモン果汁をたっぷり、そして二種類のスパイスを入れる。スパイスはカルダモンとターメリックに近いものを選んだ。

			　さらに果実酒と生クリームを加えて練り上げる。

			　まだまだ、これぐらいだと臭いは消えない。

			　仕上げだ。酒と果実とスパイスを練り込んだペーストを小判型にする。

			　同時並行で作っておいたパン生地を薄く延ばしたもので小判型のドリアンペーストを包む。

			　これで、仕込みは終了。

			「クロエ、悪いがティナを起こしてくれないか」

			「……起きた瞬間、また気絶すると思うよ」

			「鼻に布を入れて起こそう」

			「クルトってさ、お菓子のためなら鬼になるよね」

			　呆れたように呟いたクロエがバッグの中から布切れを取り出し、裂いてから濡らしてティナの鼻に入れて、ぺちぺちとティナの頬を叩く。

			　ティナは息苦しそうな表情になり、突然起きた。

			「はうっ！　ここはどこですか!?　たしか、悪魔が、悪魔が」

			　どうやら記憶が少し飛んでいるらしい。

			「ティナ、クルトが呼んでるよ。お菓子作りを手伝ってほしいんだって」

			「そうなんですか！　いそがないと。少し息苦しいです。これなんですか!?　私の鼻に変なのが詰まってます。とっちゃいます」

			　ティナが鼻の詰め物に手を伸ばすが、その手をクロエが止める。

			「死にたくなかったらやめたほうがいい。ぐふっ」

			　クロエが崩れ落ちる。ティナを慌ててとめたせいで鼻をつまんでいた手を放してしまって直撃を受けた。

			　クロエは案外いいやつで、ときおり自分の身を顧みないことがある。

			「クロエ！」

			「私のことはいいから、早く。お願い、これだけ我慢して美味しいお菓子にありつけなかったら……クルトのことを……」

			　ついにクロエが失神した。

			　狐獣人ほどでもないが、エルフも人間より五感が鋭い。

			　ティナが優しくクロエを寝かしてやる。

			　そして、ようやく現状を思い出したようだ。

			「……クルト様、なにをすればいいですか」

			「この石鍋を温めてくれないか」

			　悲壮な決意でティナがこちらに来た。

			　濡れた布ガードで、なんとかぎりぎり正気を保っているが、それでもなお臭いのだろう。

			「お鍋の中にはたっぷりの油が張ってますね」

			「ああ、今回のお菓子は揚げ菓子だ」

			　ドリアンを美味しく食べるために、編み出した結論は揚げ菓子だ。

			「クルト様、油がしっかり温まりました」

			「いや、まだだ。もう少し火力を上げてくれ」

			「わかりました。えいっ」

			　まだ足りない。美味しくするために超高温を使い一瞬で火を通す。

			　そのために、餡を包む生地は極薄にしているのだ。

			「よし、今だ。ティナ、見ていてくれ。ここからが魔法だ」

			　パン生地で包んだドリアンペーストを鍋に投入。

			　パン生地が膨らみ、キツネ色になっていく。

			「おかしいです。どんどん嫌な臭いが消えて、むしろ、甘くて温かないい匂いが」

			　ティナがおそるおそる鼻に詰めていた布をとる。

			　そして鼻をくんくんと鳴らす。

			「これが菓子職人(パテイシエ)の魔法だよ」

			「すごいです。なにか、こうお日様に包まれているような気分になります」

			「ティナはこの匂いは初めてだね。そうだね、この匂いを表現すると、南国の香りって言うんだ」
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			　臭いに敏感なティナがいい香りというなら、この料理は成功だ。

			　焼く程度ではどうしようもないが、超高温ならドリアンの香りを変質させられる。

			　ドリアンペーストに混ぜ込んだ材料それぞれに意味がある。スパイス類は香りを中和し、生クリームは脂肪の膜でドリアンの臭み成分を包む、そして抑えに抑えた香りをレモンの果汁で肉付けする。

			　ここまでやってようやくいい香りと言えるようになる。

			　そして、この調理法は臭い消しだけでなくドリアンをもっとも美味しく食べる方法だ。

			　実はドリアンは生で食べてもあまり甘くない。火を通すことで甘みが活性化する。

			　砂糖などを加えると、ドリアン特有の上品な甘さが壊れるので、こうして火を通して甘みを引き出す方法を選んだ。

			　今回のお菓子は香港にある高級ホテルのデザートを参考にして作ってある。

			　俺が生まれ変わるころ、香港は空前のドリアンブームが来ており、無数のドリアン菓子が生まれた。ドリアンパイ、榴蓮酥(リユウリエンスー)などが代表だろう。

			　一度、研究がてら香港のドリアン菓子を食べ歩いたが、一番食べやすかったのが揚げ菓子だった。

			　その揚げ菓子を改良したのが、このお菓子だ。

			　ドリアンの臭いを抑えつつ、ドリアンの特徴である最上のクリームと言われる果肉の食感と上品な甘さを残した自信作だ。

			「このお菓子はなんてお菓子なんですか？」

			「ドリアン・ドーナツ」

			「可愛い名前ですね」

			「ドーナツは美味しい。ティナも気に入ると思うよ。今度、ドリアンを使わないドーナツも作ってあげるよ」

			「楽しみにしています。でも、その前に」

			　揚げ終わり、皿にのせているドリアン・ドーナツを、ちらちらとティナは見ている。

			「試食をしようか。クロエを起こしてね」

			「はい！」

			　さて、臭いは解決したが味のほうはどうだろうか。

			　美味しく仕上がっているはずだ。

			　失敗していたら俺は泣く。ティナもクロエも辛そうだったが、調理をしていた俺も当然辛かった。

			　これだけ苦労したお菓子が失敗作なら笑うしかない。

			　今日使った革手袋は捨てよう。もう使い物にならない。

			　さあ、苦労した分美味しくできたドリアン・ドーナツを食べてみようか。

		

	
		
			第３話　ドリアン・ドーナツと茶会

			　

			　ドリアンのお菓子を作った。

			　その名はドリアン・ドーナツ。

			　ドリアン特有のきめ細かいクリームを活かすことを第一に考え、さらに火を通すことで甘みを活性化させることで砂糖などを加えずにドリアン特有の気品のある甘味のみで勝負するお菓子だ。

			　極薄の生地の中にはたっぷりとドリアンクリームが詰まっている。

			　そして、この生地にも秘密がある。

			　ドーナツは油で揚げるという性質上、どうしても油をたっぷり吸いこんで重くなるし、冷めると油の嫌な風味と味が出てきてしまう。

			　そして、極薄生地でクリームたっぷりのこのお菓子は冷めたほうが美味しいお菓子だ。

			　この矛盾を解消するために、油を必要以上に吸わせないための生地を作った。

			　東京にあるドーナツの名店、レポロでも使われている手法。

			　ドーナッツ生地を二回発酵させ、さらにヨーグルトを一定の割合で混ぜ込み微量のハチミツを加えて保水性を保つ。

			　そうすると、必要以上に油を吸わないから上品なドーナツが出来上がるのだ。

			　こうして、このドリアン・ドーナツは冷やしてこそ真価を発揮するドーナツ。

			「うん、南国の香りだ。これなら屋敷に持ち帰っても文句を言われないかな」

			　食べるのはしっかり冷ましたあとだ。

			　俺は、表面の油をしっかりふき取ったドリアン・ドーナツを紙袋にしまい込み、即席の調理器具たちを魔術で土に帰す。

			　それらが終わったころ、ティナを助けるために気絶したクロエが目を覚ます。

			「ううう、臭いよぅ、生ごみの臭いがするよ、玉ねぎが腐った臭いと、魚臭さも、一緒だよう」

			　さすが、クロエだ。ドリアンのにおい成分を見事に言い当てる。

			「おはよう。クロエ」

			「はっ、クルト、……あれ、いやな臭いがしない。むしろ甘くて、いい匂いがしてる」

			「もう、お菓子作りが終わったんだ。菓子職人(パテイシエ)の魔法を見せてあげられなくてごめんね」

			「ということは、もうお菓子が、いい匂いがするのは……そこだ！」

			　クロエが俺の手にある紙袋にとびかかって来るので軽くかわす。

			「ううう、クルト。せっかく臭いのを我慢して手伝ったのに、食べさせてくれないなんてひどいよぅ」

			　恨めしい目で俺を見てくる。

			　少し可哀そうだが、心を鬼にしよう。冷やして美味しいお菓子を、あったかいうちに食べるのは未完成なものを出すのと一緒だ。

			　菓子職人(パテイシエ)のプライドが許さない。

			「帰ってからのお楽しみ。帰れば紅茶と一緒に楽しめるしね」

			「……本当に帰ったら食べていいんだね」

			「ああ、約束する。それにしても、ティナもクロエも現金だな。あれだけ調理する前は嫌がってたのに」

			　二人は、ちょっとだけバツの悪そうな顔をする。

			「だって、あんな地獄のような臭いが、こんないい香りになるなんて思わないじゃないですか」

			「だね、本当に驚いた。もとがどんな臭いでも、これだけ美味しそうな匂いをさせられたら我慢なんてできないよ」

			　その一言がほしかった。

			　菓子職人(パテイシエ)冥利に尽きる。

			　苦労して、臭いドリアンと格闘した甲斐があった。

			　実は俺もめちゃくちゃ辛かった。

			「さて、レナリール公爵の別宅に戻ろう」

			「はい！　早く、そのお菓子を食べたいです」

			「うんうん、クルト急ごう」

			　二人に手を引かれる。

			　俺は小さく微笑んで、家路についた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レナリール公爵の本宅と可能な限り同じ環境を整えている別宅には、自慢の庭園もある。

			　使用人に話を聞けば、使っていいらしいのでそこで食べることにした。

			　お手製の魔法瓶には、俺が淹れた紅茶が、バスケットにはティナの力で冷やしたドリアン・ドーナツが入っている。

			　庭園には、色とりどりの花が咲き乱れていた。

			　いくら、本宅と似せると言っても、気候が違えば育つ花も違う。そこだけは、本宅とはまったく違う顔を見せていた。

			　だが、それがうれしかった。新しい感動がある。

			　この庭園は茶会に使うことを想定しているので、屋根付きのテーブルと椅子が用意されていて食べる場所には困らない。

			　なるべく、匂いが弱い花に囲まれたところを選んだ。

			　がんばって演出した南国の香りを楽しむのには、香(かぐわ)しい花の香りも邪魔になる。

			「いよいよ、試食タイムですね！」

			「そうだな。ちょうど、おやつの時間だし。この時間なら夜のレストランに影響は出ないだろう」

			　あまり食べすぎると、レナリール公爵おすすめのレストランを楽しめなくなってしまう。

			　食通のレナリール公爵が、べた褒(ぼ)めするお店だ。全力で楽しまないと損だろう。

			「ティナ、皿を並べてくれ。クロエは紅茶の準備を」

			「はい！」

			「任せて」

			　二人が皿を並べて、紅茶を淹れている間にドリアン・ドーナツをカットする。

			　そして、皿に盛りつけた。

			「クルト様、キツネ色の生地と、金色のクリームの組み合わせって素敵です」

			「本当に綺麗なお菓子だね。食べるのがもったいないよ」

			　こうして、金色のクリームを眺めながら食べるほうが美味しく感じるのだ。お菓子というのは見せ方一つで印象が変わり、味も変わるように感じる。盛り付けもパティシエの重要な仕事だ。

			　全員席に着く。

			　そして、食前の祈りをささげようとしていると、来客が現れた。

			「あら、私に内緒で美味しそうなお菓子を食べようとしているなんてずるいわ」

			「レナリール公爵、どうしてここに？」

			「仕事がひと段落して、気分転換をしようと思っていたら、使用人からあなたたちが庭に出ていることを聞いたの。せっかくだからあなたと話そうと思ったのだけど、いいタイミングだったわ」

			　彼女は微笑する。

			　ティナとクロエはさっと自分の皿を手で覆(おお)う。

			　食い意地が張っている二人は、取り分を減らされたらたまらないと自分の分を隠したみたいだ。

			　微笑ましくて笑ってしまう。

			　心配しなくてもいろんな人に配るためにたっぷり作ってるのに。

			「いいタイミングかどうかはお菓子を食べてみるまでわかりませんよ」

			「わかるわ。あなたが作るお菓子がまずいはずないもの」

			　そこまで期待されたら仕方ない。

			　俺は、ドリアン・ドーナツをカットして皿にもる。

			「あら、半分だけなのね」

			「食べすぎると、夜のレストランに差し支えますから」

			「そう言われてみれば、あなたの皿も半分だけ。……でも、あの子たちは一つまるまるよ」

			　彼女の言う通り、俺とレナリール公爵の皿にはハーフサイズのものが、そしてティナとクロエたちの皿にはまるまる一個が乗っていた。

			「あの子たちは育ち盛りで、よく食べますからね。これぐらいどうということはないんです」

			　そのことは俺が一番よく知っている。ティナもクロエも美味しいものはよく食べる。まだまだ彼女たちは成長期だ。

			「ううう、その言い方はひどいです」

			「そうだよ。わたしたちが大食いみたいに言って」

			「なら、おまえたちもハーフカットにするか」

			「「それはいや（です）」」

			　二人は明確に、拒絶する。

			　そんな様子を見て、レナリール公爵は楽しそうに笑う。

			「あなたたち、すごく仲がいいのね」

			「ええ、大事な家族ですから」

			「少し、羨ましいわ。私にはそんなことを言える人がいないもの」

			　強い彼女が滅多に見せない弱さを見せた。

			　父は戦死し、兄は謀殺された彼女は天涯孤独の身だ。

			「そう言われると悲しいですね。友達になってほしいというあなたの言葉、私は真剣に受け入れたつもりでしたが」

			「そうだったわね。……だからかしら？　ここにいると妙に気が休まるわ。アルノルト次期准男爵。あなたぐらいよ。下心を持たずに私と話をしてくれるの。あなたには野心というものがないの？　私を煽(おだ)てれば、出世の道が開けるかもしれないわね」

			　野心か……そんなものあるに決まっている。

			　だが、レナリール公爵の力を借りるつもりはない。

			「野心や下心はもちろんあります。ですが、それは俺の領主としての手腕と、菓子作りの腕で掴むものです。レナリール公爵に施しを受けたいとは思いません。……こんなことを言えば貴族として失格かもしれませんがね。そうじゃないと意味がない」

			「そうね。貴族失格よ。でも、あなたにはそのままでいてほしいわ」

			　権力争いほどつまらないものはないと、俺は常々思っている。

			　毎日お菓子が食べられるほどの豊かさと、争いのない平和な日々。それさえあれば他にはいらない。

			「話が長くなってしまいましたね。さっそく、茶会を始めましょう。ティナとクロエが怒りだす前に」

			　ずっとお預けになっていた。ティナとクロエの落ち着きがどんどんなくなってきていた。

			　爆発する前に茶会を始めよう。

			　全員が手を合わせる。

			「「今日の糧を得られることを、森と精霊に感謝を」」

			　そうして、祈りを終えみんなが手を付け始めた。

			　俺もさっそく食べてみる。

			　よし、狙いはすべて成功している。このお菓子は俺の作品と胸を張って言えるだろう。

			「クルト様、美味しいです。口に入れた瞬間、さっきクルト様が言ってた南国の香りが溢れてきて、うっとりしちゃいます」

			「アルノルト次期准男爵、すごいわね。こんな滑らかなクリーム初めて。まるでシルクのよう。それにこの信じられないほど上品な甘さ、夢のようなお菓子よ」

			「生地も最高だよ。こんなに薄いのにしっとりして、クリームと相性抜群で、いくらでも食べられそう」

			　ドリアン・ドーナツは好評なようだ。

			　どんなパティシエも作れないほど、滑らかで、果物の王様と呼ばれるほどの上品な甘さのクリーム。

			　油を吸わない極薄の生地は、滑らかなドリアンクリームの食感を損なわず、舌に張り付き独特の官能感を演出し、ドリアンクリームを味わわせる余地を作る。

			　ひんやりとしたお菓子だからこそ、これほど美味しく感じるのだ。

			　ドリアンの魅力を極限まで引き出したお菓子だ。

			　このお菓子はドリアンでないと絶対に成立しない、特別なメニューだ。

			「あはっ、感動したわ。こんなお菓子、初めてよ」

			「このお菓子は日持ちがします。挨拶に伺う貴族の方々への手土産にしようと考えてたくさん作りました」

			　美味しいだけでなく、こんなお菓子は誰も食べたことがない。喜ばれる公算が高い。

			「たくさんあるなら、お代わりしたいわね」

			　レナリール公爵の一言を聞いて、ティナとクロエもこくこくと頷いた。

			「それはだめです。これは、上品な甘さでそうは感じませんが、かなり脂肪分が多い。しばらくするとお腹が膨らみます。今日は、これで店じまいです。明日以降食べる分は残しているので、よろしければまた明日」

			「そうさせてもらうわ。残念だわ」

			　何事もほどほどが重要だ。

			　ティナとクロエが恨めしそうに見ているが、さすがに甘い顔ができない。

			　ドリアン・ドーナツが大成功でよかった。これで挨拶用のお菓子には困らない。

			「この材料になっている果物、初めて食べたけど、すごく素敵ね。ぜひ、生でも食べてみたいわ」

			「……それは止めておいたほうがいいと思いますよ」

			「どうしてかしら？」

			　不思議そうにレナリール公爵が首を傾げる。

			「手間暇かけて調理しないと、死ぬほど臭い果実なんで」

			「こんないい香りの果物がそんなわけないじゃない」

			「忠告はしました。使用人の方に、購入した店舗を伝えておきます。私はドリアンと呼んでいますが、どういった名前で流通しているかはわかりません。臭いが強いとげとげの大きな果実と店主に伝えればわかるはずです」

			「ありがとう。さっそく手配をするわね」

			　死ぬほど臭いというのを冗談に受け取っているようだ。

			　まあ、言っても信じてくれないなら体験してもらうしかないだろう。

			　ティナとクロエが、可哀そうな人を見る目でレナリール公爵を見ている。

			　どうなるかは目に見えてる。ドリアンが捨てられそうになったらがんばって回収しよう。定価で買うととんでもない高級デザートだし、入手経路もほとんどない。貴重な材料に触れる機会は少しでも多く持っておきたい。

			「さて、休憩できたし、夜のレストランまでもうひと仕事がんばるわ。いい息抜きができた。ありがとう、アルノルト次期准男爵」

			「こちらこそ、楽しい時間を過ごせました。お仕事がんばってください」

			　俺がそう言うと、レナリール公爵は微笑んで席を立つ。

			　彼女ががんばっているんだ。俺は俺でできることをしよう。

			　受勲式も、王家にお菓子を振る舞う日も、すぐそこまで迫っているのだ。

			　さて、時間があるうちにレシピを煮詰めるとしようか。

		

	
		
			第４話　レナリール公爵との魔法の時間

			　

			　挨拶回りをする貴族相手のお菓子として作ったドリアン・ドーナツは大成功だった。

			　ティナが作った氷を敷き詰めた、特製の冷蔵庫に入れておけばしばらくもつ。

			　渡す際には翌日までに食べてくれと頼めば問題ないだろう。

			　空いた時間はひたすら王族のために作るケーキのレシピを考えていた。

			　王家に出すケーキのベースはすでに決まっている。キノコの王様であるトリュフを、トリュフバターにしてチョコレートムースと混ぜ合わせたケーキを考えている。

			　ただ、今のレシピをそのまま出すのはどうかという葛(かつ)藤(とう)がある。

			　これは、俺が元の世界で作っていたお菓子だけに完成度が高い。改良の余地が見当たらないのもまた事実だ。

			　それでも、クルト・アルノルトとして過ごした時間で俺は成長した。

			　その成長を形にできないのは、プライドが許さない。

			　結局、何も思いつかないまま時間がすぎていった。

			「悪い癖だな」

			　お菓子のレシピを考えていると時間を忘れてしまう。

			　これが功を奏することもあるが、今回は時間を無駄にしただけで終わった。

			　何か、きっかけが必要だ。

			　王都で出会うすべて、それを全部力にしよう。そう決意して俺は厨房を後にした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　約束の時間がきた。

			　ティナとクロエは、だいぶ前にレナリール公爵の使用人たちに連れていかれている。

			　高級店なだけにしかるべき恰好をしないといけない。

			　レナリール公爵の屋敷に招かれた時などは、上等な使用人服をフェルナンデ辺境伯が手配してくれたが、今回はそれを使えない。

			　なので、レナリール公爵がドレスを貸してくれる手はずになっている。

			　厚かましい気もしたが、お言葉に甘えてしまった。

			　サイズ調整などがあるので時間がかかっているようだ。

			　ちなみに、俺も服を手配してもらっていた。不思議とサイズがぴったりで二人と違い時間をとられることがなかった。

			「クルト様、戻りました。この服動きにくいです。いろんなところが、ぎゅうぎゅうで」

			「腰を締め付けられすぎて苦しいよぅ。こんなのじゃたくさん食べられない」

			　背後から声をかけられる。二人が帰って来たようだ、妙に憔悴している。

			　初めてのドレスに悪戦苦闘しているようだ。

			　振り向くと、思わず目を見開く。

			「二人とも、とても綺麗だ。お姫様みたいに見えるよ」

			　その一言で憔悴した二人の顔から疲れがふきとんだみたいだ。

			　嫌がっていたはずのドレスを今は喜んでいる。

			「そんな、お姫様なんて……恥ずかしいです」

			「クルト、わたしの魅力に気付くのが遅いよ。でも、まあ、ありがと」

			　二人とも照れている。

			　今の言葉はお世辞じゃない。

			　ティナは純白のドレスが、銀の髪とキツネ尻尾によく似あっていた。可愛らしいドレスで、ティナの可(か)憐(れん)さがよく出ている。

			　クロエのほうは、薄緑のドレス。全体的にすらっとしたドレスでクロエの爽(さわ)やかさや艶やかさが引き出されていた。

			　ちゃんと着飾った二人は初めて見た。今までは正装が必要な場所でも身にまとっていたのは使用人服でドレスを見るのは初めて。

			　もともと、二人ともとびっきりの美少女なので、着飾ればまるで物語の中のお姫様のように美しい。

			「こんな可愛い二人と外を歩けるんだから俺は幸せ者だな」

			「クルト様も、今日は一段とかっこいいです。その……王子様みたいです！」

			　顔を真っ赤にしながらティナは俺を褒(ほ)めてくれる。

			　そのがんばりが微笑ましい。

			「だね、わたしたちをちゃんとエスコートして、王子様」

			　そう強がるクロエのほうも照れていた。照れるクロエはなかなか見れないので得した気分になる。

			　二人が手を差し出してくるので、その手をとった。

			　今日は二人をちゃんとエスコートしよう。

			　ティナとクロエをエスコートできる幸運な男は世界で俺だけだ。

			「もちろんだとも、俺のお姫様。今日は、精いっぱいエスコートさせていただきます」

			　ちょっとキザすぎた。それがおかしくて三人で笑う。

			　そんなふうにしていると、扉がノックされたので、扉を開ける。

			「クルト様、そしてそのお連れ様。馬車の準備ができました。こちらに来てください」

			　レナリール公爵の使用人が呼びにきた。

			　レナリール公爵本人は、外で別の仕事があるということで直接レストランに向かうと聞いている。

			　俺は二人のお姫様の手を引いて、馬車に乗った。

			　二人はレストランに着くまでずっとそわそわして可愛らしかった。

			　アルノルトに戻ってお金に余裕ができたら、たまにはこうして、お洒落をさせて美味しいお店に連れて行ってあげよう。

			　だって、こんなに可愛らしい姿が今回で終わりなんてもったいない。

			　それに、ちゃんとお洒落する時間は、この子たちにとってもいい息抜きになるだろう。

			　そんなことを俺は考えていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レストランに着くと、二人と別れた。

			　俺はレナリール公爵の待つ個室に向かい、二人はマナーの教師役のいる部屋に行く。

			　一緒に食事ができないのは残念だが、そもそもあの二人も一緒にご馳走してもらえるだけでもありがたい。

			　案内されたのは個室で、そこは一目見て特別な部屋だとわかる。

			　個室なのに広々とした空間が広がっているし、用意された机は一つだけ。調度品もセンスよく配置されていて、最高の食事を最高の部屋で提供する。その熱意が見て取れた。

			「本日はお招きいただき感謝します。レナリール公爵」

			「私こそ、忙しい中時間を作っていただいて感謝するわ。一緒に食事をして楽しめる相手はなかなかいないもの」

			　彼女が微笑みかけてくれ、席に着く。

			　彼女はドレス姿。黒くて品があるスタイリッシュなドレスを纏っている。

			　相変わらずレナリール公爵は綺麗で、かっこいい女性だ。

			　レナリール公爵が小さなベルを振る。

			　すると、ウエイターが部屋に入って来た。

			　ウエイターは常に扉の前に控えて、ベルを鳴らすとすぐに来るようになっている。

			　自分の店を持とうと思っていた俺からすると、こんな広々とした部屋を貸し切りにし、人を常に一人貼り付ける。こんなことを成立させるために、どれだけの金を取ればいいか無意識に計算してしまい青くなる。

			　さすがは公爵家といったところだ。

			「君、そろそろコースを始めて。すべてそちらに任せるので最上のものを」

			「かしこまりました。誠心誠意努めさせていただきます」

			　ウエイターが一礼する。

			　彼が去っていくのと入れ違いにソムリエがやって来た。

			　レナリール公爵は軽めの赤と言うと、ソムリエは頷き、ワインが詰まった箱から、一本のワインを取り出すとコルクを抜く。

			　得も言われぬ香りが周囲に漂う。

			　こなれた香りだ。これは若いワインではけっして出すことはできない。

			「グラン・エシュロウトの三十年ものです」

			　やはり、ヴィンテージワインか。

			　ワインは歳を重ねることで深みを増す。そして、歳を重ねて深みを増すのは最上のワインだけ。生半可なワインでは年月の重みに勝てずに味がぼやけてしまう。

			「アルノルト次期准男爵、乾杯をしましょう。これからのレナリールとアルノルト両家の繁栄と私たちの友情に」

			「ええ、両家の繁栄と友情に」

			　俺たちは笑い合い。グラスを掲げ……。

			「「乾杯」」

			　二人でグラスをぶつけあい、ワインに口をつける。

			　最高の空間で、最高のワイン、目の前には最高の女性。

			　アルコールだけでなく、様々なものに酔っていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　コース料理が次々に運ばれてきて、最後のデザートが出される。

			　デザートはフルーツの盛り合わせだった。

			　それも国中から集めた最上級のものばかり。

			　下手に手の込んだお菓子よりもこっちのほうがうれしい。

			「どう、王都の料理は堪能した？」

			「ええ、素晴らしい料理でした」

			　調理法に未知の技法はなかったが、ひたすら材料がいい。

			　金に糸目をつけないというのはこういうことを言うのだろう。

			　とくにメインディッシュの牛肉を使った料理は素晴らしい。

			　ローストビーフに特製ソースをかけただけだが、それゆえに素材の味をよく引き出していた。

			　手が込んだ交配を管理し育てた高級品だ。

			「ここの料理人はわきまえていて好感が持てます。素材の味を大事にするために手を加えすぎない。それでいて旨味を引き出すために細心の注意を払っている」

			「わかってくれてうれしいわ。この前連れてきた人は、派手さが欠ける。もっと濃い味がいいって、怒ってしまったの」

			「この美味しさがわからないなんて悲しい人だ」

			「ふふ、私もそう思うわ」

			　それはきっと舌が貧しい人だ。

			　見た目だけの豪華さと、すべてを塗りつぶす濃い味付けばかり食べてきたせいで、舌が麻痺している。

			「やはり、メインディッシュの牛はすごかったです。あれと格闘してみたい。それにデザートに出てきた黄色の果実、これを使えば面白いお菓子が作れる」

			　柔らかく、適度にサシの入った肉は非常に美味だった。こっちの世界で初めてうまいと思える牛に出会った。

			　何度か食べたことがあるが、農作業に使っていてだめになった牛ばかりなので、歳をとっているし肉が硬い。

			　今日食べた牛の味は、なつかしくて泣きそうになった。

			　そして、デザートに出されたフルーツの盛り合わせ。その中にマンゴーに似た果実があった。

			　それも、日本でも滅多に食べられない最上級の完熟マンゴーに匹敵する品質。

			　生で食べるだけでも、凄まじい感動を与える食材。これをもっと素敵なお菓子に生まれ変わらせてやりたい。

			　思わず、そんな考えを熱く語ってしまった。

			　レナリール公爵は退屈がらずに、俺の話を面白そうに耳を傾け、ところどころで相槌を打ってくれた。

			「こんなに喜んでくれるなんて、あなたを連れてきて良かったわ。ちゃんと菓子職人(パテイシエ)としても刺激があったみたいね」

			「ええ、いい勉強になりました」

			　食後の紅茶が運ばれてくる。

			　それを口にして、場が一度落ち着く。

			　レナリール公爵が何かを言いかけている。

			　俺はそれを促すために口を開いた。

			　レナリール公爵は、友達と思っている俺と二人で食事をしたいと言ったのは本当だろう。

			　だが、それだけで個室があるこのレストランを選んだわけではない。

			　ここでないと話せないことがある。

			「レナリール公爵、今日、ここで食事をしているのには意味があるのでしょう？」

			「……ええ、誰にも聞かれたくない話をするわ。ここはね、父の代から密会に使っていた部屋。誰にも聞かれたくない話をする時に便利なの」

			　レナリール公爵の目が鋭くなる。

			「今回の王家にお菓子を振る舞う件、調べてみたの。バカ王子の暴走だけど、それを手引きしたのは、四大公爵の一人、ヘルトリング公爵よ。バカ王子にあなたのことを吹き込んで、煽ったみたい」

			　うすうす感づいてはいたが、やはりあの男か。

			　月明りの下、甘いマスクに残酷な笑みを作った奴の顔が脳裏に浮かぶ。

			「なんとなく、そんな気がしていました。だけど理由がわからない」

			「もし、バカ王子を満足させられなければ、あなたは終わりよ。その状況であなたを救えるのはヘルトリング公爵だけね。私でも助けられない……あの男は欲しいと思ったものは意地でも手に入れようとするの。絶対に、あなたを失敗させるための罠を仕込んでいるわ」

			　確信を込めた表情でレナリール公爵は断言した。

			　調理の妨害、毒の混入。材料の奪取。

			　いろいろとやりようはある。

			「ふう、美味しいお菓子を作ることは好きですが、そういう陰謀めいたものにまきこまれるのは……辛いですね。ですが、負けません。幸い、そういったことにも耐性はありますから」

			　逃げられないなら立ち向かうしかない。

			　それに妨害を受けた経験も多数ある。

			　才能があった俺は、嫉妬されコンクールなどで何度も妨害を受けた。

			　とくに海外に渡ってからは、田舎からやってきた猿のくせに生意気だと、より苛(か)烈(れつ)な嫌がらせをされている。

			　それでも勝って認めさせてきたのだ。だいたい、この手のやつらのやり方は想像できてしまう。悲しい特技だ。

			「頼りになるわね。私も陰ながらサポートをするわ」

			「ご迷惑をおかけします」

			「いいのよ。あなたのことは気に入ってるわ。それにあなたにはすでに助けられているもの」

			　二人で見つめ合う。

			　優しい空気が流れた。

			「ふふっ、へんなことを考えちゃった。この部屋から出たくないと思ってしまったの。ずっと二人でお話をしていたいわ」

			「……それは」

			「冗談よ。ただ、いまさらだけど名乗らせてほしいの。テレジア・レナリール。それが私の名前よ。公爵家を継ぐ前、親しい人はテレサと呼んでくれたわ。いつか、あなたにもそう呼んでほしい。レナリール公爵になってから、こんなことを言うのは初めてよ。不思議ね。どうしてもあなたにそう言いたくなったの」

			　テレサ。

			　その名を心に刻む。

			「今はまだ、恐れ多くてその名は呼べません。ですが、その時が来たら信愛を込めてその名を呼ばせていただきます。私も名乗らせていただきましょう。私はクルト・アルノルト。趣味と特技は菓子作り。領地経営などを学んでいます」

			「ふふっ、呼んでくれないなんて意地悪ね。なら、せめて私だけはあなたを名前で呼ぼうかしら？　……クルト。不思議、名前を呼んだだけでどきっとしたわ」

			　ほのかに顔を赤くして、レナリール公爵は指で唇をなぞる。
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			　その仕草が妙に艶めかしく感じる。

			　俺は見(み)惚(と)れて言葉を失った。

			　そんな俺にレナリール公爵は微笑みかける。

			「さて、帰りましょう。そろそろ、あの子たちも待ちくたびれているころかしら？」

			　おそらく、ティナもクロエもとっくに食べ終わっているだろう。

			　あの子たちもきっと今日の夕食を楽しんだはずだ。

			　立ち上がり先を歩く、レナリール公爵は馬車に着くまで一度も、振り返らなかった。あの部屋の中での出来事がまるで幻だったかのように。だが、俺は今日のことを忘れない。

			　いつか、テレサと呼ぶ日、その日が来ることをなんとなく確信していた。

		

	
		
			第５話　ヴォイルシュ侯爵との出会い

			　

			　早朝から厨房でお菓子の試作をしていた。

			　昨日は楽しかった。

			　さすがは王都のレストランだ。メインディッシュで食べた特製の牛料理を思い出すと唾が出る。

			「あのマンゴーに似た果実、取り寄せてもらうか。いや、それよりも先にドリアンと一緒に買ったイチゴだな」

			　せっかく高い金を出して買ったのだ。

			　たとえ、王家に出すデザートにできなくても大事に使いたい。

			　今はティナの作った氷を敷き詰めた保冷庫で冷やしている。

			　いつか、時期が来たらちゃんと使おう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　いくつか試作品を作ったあと部屋に戻り着替えを済ませる。

			　昨日のレストランで刺激を受けたおかげか研究が捗った。

			「さて、これから忙しくなる」

			　男爵に任命されるまで日があるとはいえ、その間お菓子作りだけに集中できるわけではない。

			　有力者たちに会って顔と名前を覚えてもらわないといけない。

			　そのためのセッティングはレナリール公爵がしてくれた。

			　その彼女のメンツを潰すわけにはいかない。

			　贈り物の準備もしてある。

			　冷蔵して保存しておいた、特製ドリアン・ドーナツを箱詰めする。

			　そして、アルノルトの店でも使っている専用のパッケージで包んでリボンを飾り付けた。

			　これで、準備はよし。

			「二人とも、準備はいいか」

			「はい、任せてください」

			「わたしも大丈夫だよ」

			　ティナとクロエは使用人服に着替えている。

			　二人を留守番させることも考えたが、従者が一人もいないのは恰好が悪いらしい。

			　だから、同伴してもらうことになっている。

			　昨日のレストランでみっちりと礼儀作法を教わった成果が出ているか、ちゃんと見させてもらおう。

			「じゃあ、行こうか。もう馬車が来ているみたいだ」

			　今日は三人の貴族たちと会う予定だ。

			　侯爵と伯爵、それに子爵だ。

			　忙しい日程だが最後まで気を抜かずに行こう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　予定されていた伯爵と子爵への挨拶を済ませた。

			　この時点で疲労困憊だ。

			　目上の人と対(たい)峙(じ)するのは疲れる。

			　疲れている原因の一つに、その両家で娘と婚約してはどうかと勧められたのがある。フェルナンデ辺境伯の娘と婚約しているからと丁重に断った。

			　俺は出世して男爵になるとはいえ、俺よりも身分が上の男を捕まえられそうなものだが、きっとレナリール公爵に気に入られていて出世すると踏んでいるのだろう。

			「クルト、ずいぶんと疲れた様子ね」

			　レナリール公爵が微笑みかけてくる。

			　だめだな。疲れを表情に出すのは減点だ。せめてこの人の前では平然としているように見せよう。

			　なにせ、この人は俺よりもずっとがんばっているのだから。

			「少しだけ、疲れました。でも、大丈夫ですよ」

			「そう、なら安心ね。次で最後よ。がんばりましょう」

			　レナリール公爵は窓の外を見ている。

			　少し顔が赤くなっている。

			　おそらく、クルトと俺を呼んだせいだろう。

			　手に痛みが走る。

			　そっちを見ると、むすっとした顔でティナが俺の手を強く握っていた。

			　ティナは無意識に嫉妬したのだろう。

			　まだまだ、恋愛面に疎いとはいえ俺とレナリール公爵の距離が近づいたことに気付いているようだ。

			「ティナ、帰ったら美味しいパイを焼くから楽しみにしておいてくれ」

			　ここで、レナリール公爵とはなんでもないなんて言えば、いろいろと問題がある。

			　だから、とにかくティナが喜びそうなことを言った。

			「クルト様のパイ、楽しみです！」

			「あっ、もちろんわたしも食べるからね！」

			　蚊帳(かや)の外にいたクロエもパイと聞いて飛びついてきた。

			「私も試食させていただくわ。王家の方に出すお菓子の試作よね？　少しでも味見役が多いほうがいいわ」

			「ええ、お願いしますね」

			　レナリール公爵も食べるのなら手も抜けないな。

			　……いや、もとより大好きなティナのためにお菓子を作る時に、手抜きしたことなんて一度もなかった。

			　俺の好きなパイをご馳走するとしよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　今日の最後の訪問先、レームス・ヴォイルシュ侯爵。

			　レナリール公爵の話では王国派の貴族の中でもとくに有力な貴族であり、王国派としてやっていくのなら、絶対に機嫌を損ねてはいけないらしい。

			「今回はあまりサポートできないかも。あの人は苦手なの」

			「驚いた。レナリール公爵に苦手な人がいるなんて」

			「あの人は叔父にあたる方なの。子供のころから私を知っていて、ずいぶんと可愛がってもらったわ。いまだに子供扱いするのよ……。当主になったばかりのころにたくさん力を貸してもらったから頭も上がらなくて。とてもいい人なのは確かだけど、ちょっと調子が狂うわ」

			　おそらく、レナリール公爵を子供扱いできる人物なんて、ヴォイルシュ侯爵だけだろう。

			「今回は私だけでがんばってみますね」

			「そうしてもらえると助かるわ」

			　少し不謹慎だが、取り乱すレナリール公爵も見てみたいと思ってしまった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ヴォイルシュ侯爵の屋敷に着いた俺たちは、屋敷の中に案内されて客間へと通される。

			　俺とレナリール公爵は席に着き、使用人であるティナとクロエは背後に立ってひかえている。

			　ちょっと申し訳ないが、だいぶこういうことに二人とも慣れてきていた。

			　ヴォイルシュ侯爵の使用人たちが紅茶とクッキーを持ってきた。

			　あれ、このクッキーは……。

			　それから、五分ほど待っただろうか？

			　白髪交じりの気の良さそうな五十近い太り気味の男がやって来た。

			「おおう、久しいなテレジア。よく来てくれた」

			「ヴォイルシュ侯爵、もうテレジアと呼ぶのはやめてください」

			「ははは、私にとってはテレジアがいくつになろうと、どれだけ出世しようと、可愛いテレジアだ。……もっとも、レナリール公爵として命令するのであれば侯爵としては従わねばならんがね」

			　おどけた仕草で笑う。

			　それを見て、レナリール公爵は苦笑した。

			「もう、レームス叔父様はひどい。お世話になったレームス叔父様にそんな命令、できるわけがないわ」

			「ははは、うれしいよ、テレジア。そして、君が噂のクルトくんというわけか。初めまして、私はレームス・ヴォイルシュ。ヴォイルシュ侯爵家の当主をしている」

			　微笑みかけて、手を差し出してくる。

			　俺は慌ててたちあがり、その手を取る。

			「はじめまして。私はアルノルト准男爵家の長男、クルト・アルノルトと申します。このたび男爵となるために、王都にやって来ました」

			　そう言った俺の目をヴォイルシュ侯爵はじっと見る。

			　数秒そうしてから彼は手を離した。

			「いい目だ。アルノルト……英雄の血は今も君の中に生きているというわけだな。君には礼を言いたかった。テレジアを助けてくれてありがとう。君の菓子職人(パテイシエ)としての腕でテレジアの面目は保たれた。そして君はテレジアの命を救ってくれたと聞いている。叔父として本当に感謝している」

			「いえ、レナリール公爵は私にとって大事な友人です。手助けするのも命を助けたのも当然です」

			「ふむ、そういうことか」

			　ヴォイルシュ侯爵は俺とレナリール公爵を交互に見た後、何かを考える仕草をして、背後の使用人に向かって口を開く。

			「エミーリアとの婚約を持ちかけるのは中止だ。そんなことをすれば、私はテレジアに嫌われてしまう」

			「レームス叔父様!?」

			　レナリール公爵が真っ赤な顔で声をあげた。

			「落ち着け、テレジア。クルトくんの前だ。何はともあれ、ゆっくりと話そう。才能ある若者との会話が好きなのだ。心が躍り、若返る気がする。さあ、クルトくん。君のことを聞かせてくれ」

			　そう言うと、席に着き、俺たちにも着席するように勧めた。

			　席に座ると、いろいろと彼は質問を繰り返した。

			　世間話のような、些(さ)細(さい)な質問ばかりだ。

			　俺の話を心底楽しそうに聞き、相槌を打つ。

			　これほどまでに聞き上手な人は初めて見た。

			　……ただ、同時に油断できない人だ。

			　笑顔ではあるが、その目は俺を真っ直ぐに捉えている。すべてを見透かすように。

			　おそらく、これは彼流の人間観察なのだろう。

			　王国派に引き入れていいものか、あるいは娘のように可愛がっているレナリール公爵のそばに置いていいものかを彼は見抜こうとしている。

			　だからこそ、取り繕(つくろ)うのを止めた。

			　この人相手に嘘は通じない。薄っぺらい言葉を重ねるほど評価は下がっていく。だから、ありのままを見せることにした。

			　それで、受け入れられないなら、この人とは合わなかった。ただ、それだけのことと覚悟を決め、俺は俺らしい回答を繰り返した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　三十分ほど語っただろう。

			　緊張のせいか喉がからからになり、一度紅茶をお代わりした。

			　そして、ようやく彼の品定めが終わったようだ。

			「クルトくん。君はいい男だな。実に真っ直ぐだ。ははは、気に入ってしまったよ。これからもテレジアを頼む。……うむ、やはりエミーリアとの婚約を。おっと冗談だよ。テレジア、そうにらまないでくれ」

			　そう言って彼は楽しそうに笑った。

			　レナリール公爵が、ティナがたまにするように頬を膨らます。それを見て笑いそうになった。彼女もこんな顔をするんだ。

			「夕食には早いが少し小腹が減ってしまったね。クッキーでも摘まもう。実は私は君のエクラバの店、Arnold(アルノルト)のファンなんだ」

			「ええ、気付いていました。今日、お茶請けに出していただいたクッキーは私の店で出しているものです」

			　自分が作ったものだ。一目見ただけでわかる。

			　それに気付いた時、少しうれしかった。

			「週に一度、使用人たちに買いに行かせているよ。週替わりの限定品があるせいで毎週行かなければならない。ひどいじゃないか。おかげで財政に大ダメージだ」

			「はは。店の主人としては、毎度お買い上げありがとうございます、としか言えませんね」

			　今の言葉はお世辞じゃないだろう。

			　ここまでの熱狂的なファンは菓子職人(パテイシエ)として非常にうれしい。

			「今回は、店でも出していない特別なお菓子を持ってきました」

			「それはありがたい。ふふふ、Arnold(アルノルト)の超限定スイーツを手に入れたとなれば、妻や娘たちに大きな顔ができるし、私のためだけのお菓子だと思うと喜びもいっそう大きい」

			　俺が合図すると、ティナが綺麗に包装されたドリアン・ドーナツを取り出して手渡す。

			「残念ながら、こうして会っていただいた貴族の方々に渡しているので、ヴォイルシュ侯爵のためだけのお菓子ではありません」

			「それは悔しいな……それでも特別なお菓子が食べられるのはうれしい。だが、やはり私だけのお菓子がほしい。そうだ。いいことを考えた！」

			　そう言って、ポンッと手を叩く。

			　俺は逆に嫌な予感しかしない。

			「そろそろ夕食時だ。夕食に君たちを招待しよう。その代わり、クルトくんがデザートを作ってくれないか？　クルトくんともっと話をしたいし、テレジアとも話をしたいと思っていたんだ」

			　子供のようにきらきらとした目で、そんなことを言われるとひどく断りにくい。

			　侯爵という身分であり、王国派の中心だ。何より、俺のお菓子を好きと言ってくれた人だ。無下にはしたくない。

			「レームス叔父様、私はかまいません。アルノルト次期准男爵はどうかしら？」

			　さすがに他人がいる場では、クルトとは呼ばないようだ。

			　そのあたりはちゃんとわきまえている。

			　夕食に招かれるか否かの決定権は俺にあるわけだが……。

			「かまいません。親交を深めるためにArnold(アルノルト)のお菓子を作りましょう」

			「おおう、それはうれしいよ。このお礼はしっかりさせてもらう」

			　こうして、ヴォイルシュ侯爵家でのデザート作りが決まった。

			　この展開は予想していないので、材料などは持ち込めていない。

			　身に付けているポーチには最低限の調味料はあるが、基本はこの家にある材料を使うしかないだろう。

			　何を作るべきかすら決まっていない、即興のお菓子作り。

			　少し、難しそうだが面白そうだと思っていた。

			　さて、全力を尽くして最高のありあわせのお菓子を作ろうか。これもいい修行になるだろう。

		

	
		
			第６話　黄金のジェラート

			　

			　レナリール公爵とともにヴォイルシュ侯爵に挨拶に来た俺は、話の流れでデザートを振る舞うことになった。

			　今は、ヴォイルシュ侯爵の使用人に厨房へと案内してもらっている。

			　こういう突発的な調理にはいくつかの制限がある。

			　一つ目、調理場にある食材しか使えないという食材の制限。

			　二つ目、時間の制限。もうすぐ夕食時だ。俺が席に着かないと夕食が始まらない。そうなると夕食が始まるまでの一時間程度しか時間がとれない。

			「生地を発酵させるお菓子は全滅かな」

			　生地をふっくらとさせるために、一時間ほど生地を寝かせるのだが、そんな時間はなさそうだ。

			　なかなか制限がきつい。

			　頭を全力で回転させながら、厨房の中を調べていく。

			　材料に何があるかを調べつつ、料理の完成形をイメージする。

			　よし、あれができる。

			「ティナ、クロエ、さっそく取り掛かろうか」

			「はい、クルト様」

			「任せて、クルト！」

			　ティナはキツネ耳をピンと立てて、クロエはぐっと握り拳を作って応えてくれた。

			　二人の力を借りてお菓子作りに取り掛かろう。

			　ただ、美味しいだけのお菓子ではだめだ。

			　ヴォイルシュ侯爵を驚かすお菓子でないといけない。

			　俺の得意とするお菓子の中で、この国で一度も見たことがないお菓子がある。

			　それを作るのだ。

			「まさか、マンゴーがあるとはな。ちょうど研究したいと思っていた食材だ。さっそく使わせてもらう」

			　レストランで食べて感動したマンゴーが用意されていた。

			　今日はこれを主役にしたお菓子を作るのだ。

			「クロエ、水を注いで、それと塩を持ってきて。それからティナは氷をたっぷり作ってくれ」

			「クルト、水はこれくらいでいい」

			「クルト様、氷ができました！」

			　俺が作ろうとしているのはジェラート。

			　イタリア生まれのアイスだ。アイスクリームと比べて水分量が少なく、密度が高い分コクがあるのが特徴だ。

			　この国では氷を手に入れることが難しく、氷菓を見たことがない。

			　ましてや、極上のジェラートなんて誰も想像すらしたことがないだろう。

			　だからこそ、作る。

			　マンゴーの皮をむいて、サイコロ上にカットしていく。

			　一つ摘まんで口にする。

			「これだけ良質なマンゴーなら手を加えないほうがいいな」

			　貧弱なマンゴーなら手を尽くして味を補強する必要があるが、このマンゴーならそれは悪手だ。素材の味を活かすことに注力しよう。

			　上等な酒を使わせてもらい煮詰めて水分を飛ばすと共に甘みを増す。そこに、ポシェットに入れていた白砂糖を少量いれる。

			　白砂糖も重要な武器だ。氷菓などの果物の繊細な風味を味わうためには黒砂糖は使わないほうがいい。

			　酒に砂糖を加えて煮詰めたシロップをティナに冷ましてもらい、ボウルに入れたマンゴーを潰す。

			　果肉の食感を残すためにあえて、潰すのは粗めにしておく。

			　そして、さきほどのシロップを加えてかき混ぜた。

			「なじませている間に、生クリームを泡立てておかないと」

			　ティナにもらった氷でミルクを冷やして攪(かく)拌(はん)して、生クリームを分離させる。フルーツ系の場合、卵白を使い、生クリームを使わないことが多いが、マンゴーと生クリームの相性は抜群なので、今回は生クリームを使う。

			　出来立ての生クリームをさきほどのボウルに入れてかき混ぜた。

			　ここから先は、体力勝負。

			　大き目のボウルを用意して、そこにたっぷりの塩と氷をぶち込んで、ジェラートの材料が入ったボウルを冷やしていく。

			　塩によって、氷水が氷点下に冷やされ、ジェラートの材料が固まっていく。

			　ある程度固まれば、かき混ぜて空気を含ませる。

			　こうすることによって、ジェラート独特の食感が生まれるのだ。

			　ジェラートは材料も作り方も極めて単純。

			　果実、酒、砂糖、生クリーム。それらを混ぜ合わせて凍らせるだけ。

			　だが、かき混ぜるタイミングを誤ればそれだけで、食感が台無しになる。果実を潰しすぎるとせっかくの果実の魅力が消える。シンプルだが気を遣うお菓子だ。

			　何度か同じように固まりかけたところでかき混ぜ、ようやく完成した。

			「出来上がったよ。マンゴーのジェラート……黄金のジェラートとでも名付けようか」

			「うわああ、美味しそうです」

			「ひんやりして、甘くていい匂いがするよ」

			　ティナはキツネ尻尾を振り、クロエがよだれを垂らしている。

			　そんな二人のおかげで黄金色の甘酸っぱい香りがするジェラートが完成した。

			　これなら、ヴォイルシュ侯爵も満足してくれるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ティナに溶けないぎりぎりの温度で冷やしてもらうように頼みつつ、部屋に戻る。強く冷やしすぎるとジェラートが固くなり台無しになるので、ティナには悪いがずっとそばにいてもらう。

			　ティナとクロエは夕食には同席できないので厨房でジェラートを見張りつつ休息してもらっていた。

			　そして、夕食が始まる。

			　さすがは侯爵家の晩(ばん)餐(さん)というだけあって、素晴らしい料理の数々だ。

			　席にはヴォイルシュ侯爵の妻と娘も同席している。

			　美人とは言えないが、よく笑う性格が良さそうな子だ。

			　雑談を交えながら、夕食は進んでいく。ちょうど、最後のメニューが出たところだ。

			　レナリール公爵を娘のように思っているのは嘘ではないようだ。たしかな親愛の情が俺にも見て取れた。

			「どうだったかね？　我が家の晩餐は」

			「素晴らしい料理でした。料理人のこだわりを感じます」

			「そうだろう。真の貴族たるもの常に最高のものに触れていないといけない。日々の食事こそもっとも力を入れる必要がある」

			「さすがは、ヴォイルシュ侯爵です。私も見習わないと」

			　最高の素材を揃えて、下ごしらえも完璧。お世辞なんて必要ないほど素晴らしい料理だった。

			　だめだな、最近贅沢をしすぎている。舌が肥えてしまった。アルノルトに戻ってから苦労しそうだ。

			「さて、次はいよいよ君のデザートの出番だ。妻も娘も、あのArnold(アルノルト)のオーナーパティシエの特別料理と聞いて、とても期待しているんだ」

			「ああ、プリン！　あなたのお店で一度買ってから、あのお菓子に夢中なの！　限定品と言わずに常に置いてくれないかしら！」

			「私はやっぱり、ドライフルーツケーキが好きよ。あのシンプルだけど奥が深いケーキ！　あの素朴さこそが、Arnold(アルノルト)の神髄よ」

			　彼の妻と娘がArnold(アルノルト)のお菓子で何が一番美味しいのかを言い合っている。

			　Arnold(アルノルト)のお菓子が好きというのは本当だったんだ。

			　少しうれしくなった。

			「では、私のデザートを披露させていただきます」

			　すでに使用人たちにティナとクロエを呼ぶように指示を出していた。

			「今宵のデザートは、黄金のジェラート。冷たく儚(はかな)いお菓子ゆえ、作り置きができません。ゆえに店に置くことができない、今日この場だけの幻のお菓子です」

			　俺がそう言うと、ヴォイルシュ侯爵家の方々は身を乗り出した。

			　とくに彼の妻と娘の反応が大きい。

			　いつの時代も女性は限定という言葉に弱い。

			　使用人たちに案内されて、ティナとクロエがやってきた。

			　その両手には皿があり、蓋でおおわれている。

			　二人が配膳を終わらせる。

			　ごくりっ、誰かが生唾を飲む音が聞こえた。

			「では、ごゆっくりとお楽しみください」

			　その言葉で、蓋が開かれる。

			　そこには盛り付けられた黄金色のジェラートがあった。

			　マンゴーのソースで彩られ、付け合わせにはホイップクリームとハーブ。

			　ヴォイルシュ侯爵が期待に目を輝かせながら、真っ先に手をつけ口に運んだ。

			「これは、冷たい！　氷のように冷たい。それなのに、なんと滑らかで柔らかな食感。仄かにさっくりとして舌のうえでとけていく、ああ、それになんと豊かな果実の風味だ。こんなお菓子は初めてだ」

			「柔らかい氷！　まるで魔法みたいですわね！」

			「本当に幻のお菓子。こんなの、どこに行っても食べられないよ」

			　俺はひそかに胸を撫でおろす。

			　ヴォイルシュ侯爵一家は夢中になって黄金のジェラートを食べてくれている。

			　どうやら、マンゴーのジェラートは大成功だったらしい。

			　今回は制限が多くて苦労したが、気に入ってもらえてよかった。

			「アルノルト次期准男爵」

			　ヴォイルシュ侯爵の眼光が俺を貫く。

			　少し身構えてしまう。

			「なんでしょうか？」

			　また、面倒なことを言われたらどうしようか。

			「ありがとう、最高のデザートだ。困ったことがあれば私を頼ってくれたまえ。君の菓子作りの腕はこの国の宝だ」

			　彼は立ち上がり握手を求めてきた。

			「ええ、もしもの時はお願いします」

			　俺はその手をとり、微笑み返す。

			　何はともあれこれで一件落着だ。

			　ようやく、これで今日の挨拶回りは終わりだ。

			　少なくとも王国派とはうまくやっていける基盤が整った。

			　王都ではまだまだやることがある。これからも気を引き締めていこう。

			　それから……。

			『あとで、ティナとクロエにもご馳走してあげないとな。ジェラートは多めに作ってあるし、がんばってくれたからおまけをしよう。アイスクレープにしてやると喜びそうだ』

			　そんなことを俺は考えていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　このあと、厨房に行ったのだが、どうせ余った分は捨てるんだからいいじゃんとクロエにそそのかされ、ティナとクロエが余った分を全部食べてしまっていた。二人ともすごく幸せそうな顔で膨らんだお腹を撫でていた。

			　そんな二人に向かって、アイスクレープにするつもりで、そうしたほうがもっと美味しいお菓子が食べられたのにと言った瞬間、二人がこの世の終わりのような顔をしたのが面白くて、俺は思わず笑ってしまった。

			　まあ、ただの意地悪だ。また別の機会にちゃんとアイスクレープは作ってあげよう。

		

	
		
			第７話　ティナが教えてくれたもの

			　

			　無事、ヴォイルシュ侯爵への挨拶を終えて帰路についていた。

			「ううう、アイスクレープ。食べたかったです」

			「惜しいことをしたね。クレープは、一度だけクルトに食べさせてもらったことがあるけど、もちもちした皮が舌にくっついて、美味しくて気持ちよかったな。ジェラートとの相性も絶対最高だったよ」

			「クロエが、余ったジェラートを食べちゃおうなんて言うから」

			「あっ、ティナ。人のせいにして。ティナだってノリノリだったじゃん」

			　キツネ耳美少女のティナとエルフ美少女のクロエが睨(にら)み合っている。

			　ことの発端は、ヴォイルシュ侯爵のためにマンゴーのジェラートを作り、その余りを使って、アイスクレープを作ると俺が言いだしたこと。

			　クロエが、俺たちはもうマンゴージェラートを食べているし、余っているのは自分たちで食べていいだろうと言い出し、俺が二人を迎えに行ったころには空っぽだった。

			　さすがに材料がないとアイスクレープを作ることはできない。

			「ううう、それはそうですけど」

			　ティナがキツネ耳をぺたんと倒して、涙目になっていた。

			　ティナには失礼だが可愛いと思ってしまった。

			「ティナ、クロエ。今日は無理だけど、いつかクレープを作ってあげるから。そうだ、マンゴーのジェラートだけじゃ寂しいから、いろいろと用意して、色とりどりのクレープパーティにしようか」

			「クルト、クレープってそんなに種類があるの？」

			　クロエが身を乗り出して聞いてくる。

			「そうだね、アイスクレープのほかにも、生クリームと果実がたっぷりのクレープを作ったり、口直しに熱々のフランクフルトとチーズを包んだものもいいし、チョコレートで大人の味を演出するのもありだ」

			　クレープの組み合わせは無限だ。

			　様々な具材を楽しめるクレープパーティは、作るほうも食べるほうも楽しい。

			「クルト様、ぜったいやりましょう！　うわぁ、楽しみです」

			　ティナは立ち上がり、自慢のキツネ尻尾を振り始めた。

			　ティナが、こんなに期待してくれているんだ。

			　がんばらないと嘘だろう。

			「約束するよ。必ずクレープパーティを開催しよう。レパートリィをたくさん考えて、山ほどクレープを作るから期待していてくれ」

			「はい、楽しみにしています！」

			「クルト、パプルとピナルのクレープも絶対に作ってよ！　精霊の里で作ってくれたやつ！　あれまた食べたい」

			　俺は頷く。

			　ティナとクロエは、さっきまで落ち込んでいたのがうそのように楽しそうにおしゃべりをしていた。

			　ふと、視線を感じてそちらを向くとレナリール公爵がこちらを見ていた。

			「楽しそうね。そのクレープ？　というお菓子。聞いたことがないけど、二人の喜びっぷりを見るだけで、美味しいとわかるわ」

			「ええ、美味しいお菓子です。私も好きですね。食べるのも作るのも」

			「そう、ならクレープパーティにはぜひご招待してほしいわ。ただ、招いてもらうのは悪いわね。パーティに必要な食材を私が負担しようかしら。あなたに調理してほしい大好物をたくさん集めるわ」

			「いいですね。豪勢なクレープパーティができそうです」

			　話の流れでクレープパーティの開始が決まった。

			　クレープは俺にとって特別なお菓子だ。

			　製菓学校に通っていたころ、親に金銭面で頼れなかったので製菓学校のＯＢから、キッチンカーを安く貸してもらってクレープを売っていた。

			　クレープは、利益率が高いし、中の具の組み合わせも無限、さらに菓子職人(パテイシエ)の腕がきっちり味に反映されるので、当時の俺にとって最適なお菓子だった。クレープ販売のおかげで学費を稼ぎつつ、修業ができたのだ。

			　……お菓子の修業というのはとにかく金がかかる。材料だってただじゃない。クレープ屋を自分で営業していると、パティシエのきまぐれメニューと言って、研究のために買い込んだ材料を処分できたのも助かった。

			　研究なので、たまにまずいクレープもできてしまうが、そういうギャンブル性も常連客は逆に楽しんでくれたし、いろいろと意見を聞けた。

			　クレープの移動販売は好調で、学生のうちに客の顔を見て商売するという当たり前のことを身に付けられたし、学費だけでなく留学するための費用まで稼げた。

			　ある意味、俺にとってクレープというお菓子は原点のお菓子だ。

			「クルト、いきなりぼうっとしてどうしたの？」

			　テレサ……レナリール公爵が人目のないところでクルトと呼ぶのは継続中らしい。

			　慣れていないようで、どきりとしてしまう。

			「いえ、どんなクレープを作るか考えているうちにいろいろと昔のことを思い出しました」

			「そう、クルトが思い入れのあるお菓子。ますます楽しみになったわ」

			　レナリール公爵はそう言って微笑む。

			　相変わらず綺麗な人だ。

			　ふとティナと目があった。ティナが不思議そうに首を傾げている。ああ、そうか。俺がクレープを思い入れのあるお菓子だと言ったからだ。

			　ティナとはずっと一緒にいたが、クレープを作ったのは精霊の里で一度きり、疑問に思っても仕方ないだろう。

			　こういうミスはたまにしてしまう。

			　そして、こうも思うのだ。いつかティナだけにはすべて話そう。

			　ティナはきっと受け入れてくれるから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから数日が過ぎた。王都の貴族への挨拶回りは続いた。

			　こういうことはいくら繰り返しても慣れない。

			　疲れた体を引きずり、夜になれば王家の方々に振る舞う誰も食べたことがない至高のケーキの研究を続ける。

			　今もそうしている。とっくに深夜と呼ばれる時間帯だ。

			　もう、残り日数が少ないと言うのに研究はうまくいっていない。

			　王都中を駆け回って、ありとあらゆる食材を試し続けた。

			　それでも、転生する前に俺が造り上げた、トリュフのチョコムースケーキ以上のものができない。

			　生クリームなど、動物性のものを必要以上に加えればチョコの風味が弱くなる。

			　果実などと組み合わせると、絶妙なチョコとトリュフが折り重なって生まれる高貴な香りが台無しになる。

			　食感を変えようにも、チョコムースケーキの武器は滑らかで官能的な舌触り、それを奪うだけだ。

			　手詰まりだ。

			　……心のどこかで、あきらめが頭をもたげる。

			　もう、今のままでいいのではないだろうか？

			　トリュフのチョコレートケーキ自体、転生前の俺が丹誠込めて作り上げ、改良に改良を重ねて、これ以上ないと思っていたものだ。

			　もう、すでに完成しているのだ。

			　今更、慌てて手を加えようとするほうがおかしいんじゃないか？

			「あれ、揺れてる？」

			　視界が霞む。

			　世界が、ぐるぐる回っている。なんだこれ、ろうそくはまだ燃えているのに、なぜ真っ暗なんだ？

			　ああ、わかった。おかしくなったのは世界じゃなくて、俺なんだ。

			　そうして世界が闇に覆(おお)われた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　温かくて柔らかい感触に頭が包まれている。

			　目を開けると、俺の顔を覗き込むティナと目があった。

			「ティナ、ここは」

			「厨房です。クルト様は気を失っていました」

			　そうか。

			　昨日、心も体も疲れた状態で、研究を続け、進まないお菓子の開発でさらに追い詰められて、とうとう倒れてしまったのか。

			　この暖かさはティナのふとももだ。

			「ティナはずっとこうしてくれていたのか」

			「はい、人を呼ぶことも考えましたが、怪我もしていませんし、起こすと、またすぐにお菓子作り始めちゃうので。少しでも眠ってもらうために、毛布を急いで持ってきて、ずっと、こうしていました」

			　体には毛布が巻かれている。

			　なるほど、そこまで俺はティナに気を遣わせてしまったのか。

			　自分が情けない。

			「すまない。ティナ、情けないところを見せたね」

			「ぜんぜん情けなくなんてありません！　クルト様はアルノルトのため、そしてそこに住んでいる私たちのために、倒れるぐらいがんばってくれたんです！　むしろかっこいいです」

			　ティナは鼻息を荒くして、そんなことを言う。

			　疲れ切った心が、ちょっと眠っただけじゃぜんぜん回復しなかった心が、ティナの励ましでほぐれていく。

			　なんだか泣きそうだ。

			　そうか、本当に俺は追い詰められていたんだ。

			「きゃっ、クルト様っ、いきなりっ」

			　気が付いたら、俺はティナを抱きしめていた。

			　ティナはよっぽど驚いたのか、キツネ耳をぴんっとして、それから優しく抱擁し返してくれた。

			　いつもこうだ。

			　本当に俺がだめになりそうな時、心が折れてしまいそうな時、ティナはそばにいて、勇気をくれた。

			　ティナがいるからここまでこれた。

			　そして、ティナがいるからまだまだ先にいける。

			　何が、『もう完成でいい』。

			　生まれ変わって、ティナと一緒にすごしたクルト・アルノルトとしての人生、その中で成長していないわけがない。

			「ちょっと、充電させてくれ。ティナを感じたいんだ」

			　この腕の中のぬくもりがある限り、まだがんばれる。

			　勇気がわいてくる。

			「はっ、はい！　いくらでもどうぞ！　クルト様のためなら、一晩中でも大丈夫です！」

			　ティナの一生懸命だけど、ちょっぴりずれた回答に笑ってしまいそうになる。

			　さて、十分休んだ。立ち上がろう。

			　また、一晩明けてしまった。

			　王族のケーキを振る舞うのは二日後だ。時間がない。そして、これからの二日間はあいさつ回りがなく菓子作りにだけ集中できる。

			　とはいえ今日中に、レシピを決めて材料集めと仕込みを終わらせないとだめという絶望的な状況。

			　それなのに、不安も焦りも消えていた。

			「ティナ、いつかなんでもお願いを聞いてやると言ったのを覚えているか」

			「はい、覚えています」

			　かつて、絶対に叶えると誓った約束。

			　そして、まだ果たしていない約束。

			「ティナは俺に言った。ティナのためだけの、世界で一つきりのお菓子を作ってほしい」

			「……うれしいです。ちゃんと覚えていてくれたんですね」

			　ティナのお願いのなかで一番、達成が困難なもの。

			　ティナだけに捧げるお菓子。

			「俺は、ティナに時間がほしいと言った。ティナのためのお菓子は、俺が本当に心の底から最高だと思ったものにしたい。それも、ティナを表現したお菓子でないとならない。それは俺の腕じゃ叶えられない……だから、ずっと考え続けたんだ。ずっとずっと」

			　そのお菓子はまだ完成していない。

			　だけど、やっと完成形が見えてきた。

			　ティナと一緒に過ごした時間のなかで、少しずつパーツが揃ってきた。

			「ティナのためのお菓子はまだ完成していないけど、考え続けた試作品の中で、今回のケーキに使えそうなものがある。そのことを思い出したんだ。やっぱり、俺にとってティナは幸運の女神だ。ティナがティナのためだけのお菓子を作ってほしいと言ってくれたから、解決策が見えた」

			　その言葉が俺を大きく成長してくれた。

			　菓子職人(パテイシエ)として探求し続けるための強い動機になったのだ。

			「幸運の女神なんて、そっ、そんな照れてしまいます」

			「心の底からそう思ってる。ティナのためのお菓子を作ろうとしなければ、こんなこと思いつかなかった。ティナのおかげだよ。早速材料を仕込みにいく。もう、朝市はやっているだろう。ティナ、買い物に付き合ってもらってかまわないか？」

			　頭の中の靄(もや)がはれる。

			　不思議だ。昨日までどれだけ考えても、どれだけ手を動かしても思いつかなかった答えが頭に浮かぶ。

			　そして、作らなくてもそれが正解だとわかる。これからやるのは試作だが、試すのではない、正解かを確認する作業だ。

			「もちろんです！　クルト様とならどこへだって行きます！」

			「ありがとう。一緒に行こう」

			　心の中でずっとと付け足した。

			　さあ、外に行こう。

			　必ず、あれはあるはずだ。

			　ティナと過ごした時間で見つけたアレを使い、俺は転生前の俺が造り上げた最高のお菓子を凌駕する。

			　さあ、転生前の知識があるから作れるお菓子じゃない。

			　クルト・アルノルトだから作れるお菓子を作るとするか、ティナと一緒に！

		

	
		
			第８話　菓子職人は王城に招かれる

			　

			　ティナのおかげで、行き詰まっていたケーキ作りのアイディアが浮かんだ。

			　早速、材料を市場に探しに行き、必要なものを手に入れることができ、厨房に戻ったところだ。

			　今から試作が楽しみだ。

			　本当にいつもティナには助けられている。

			　気になっていた妨害は今のところは起きていない。

			「いや、念には念を入れておこうか」

			　今から作るのは本番のケーキの試作品になる。

			　王族たちのご注文は、今まで誰も食べたことがないケーキ。隠し見られて、先に振る舞われるわけにはいかない。

			　徹底的に情報を隠しながら施策を行う必要がある。

			　ティナとクロエ以外には厨房から出て行ってもらった。

			　さらには、レナリール公爵じきじきに厨房に誰も近づかないように通達してもらった。

			　そして、ティナには自慢のキツネ耳で扉付近に近づく者がいないかを警戒してもらう。

			　そんな状況で、試作品は完成する。

			　その結果は、俺が想定していた以上のものだ。

			　ようやく、胸を張ってクルト・アルノルトになる前の俺を超えられたと言い切れるだろう。

			「クルト様、すごいケーキです！」

			「もっと食べたい！　お代わりしていいでしょう！」

			　舌が肥えた二人も大絶賛。これなら安心できる。

			　実物を見たのも食べたのも彼女たちだけだ。

			　情報は洩れようがないはず。

			　俺が市場で何を買ったかは、ばれていると考えるべきだが、それは大して痛くはない。

			　王国で買ったものはどれもケーキの主役ではないのだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そして、いよいよ王城に向かう日が来た。

			　今は馬車に乗り王城に向かっている。

			　いろいろと、紆余曲折があったが最終的に、今日の晩餐のデザートとしてケーキを振る舞い、王城で一泊して、明日、俺は男爵に任命される日程になった。

			　王城で一晩を過ごせるというのはとんでもなく名誉なことらしい。

			　興奮した様子で、レナリール公爵に紹介してもらった貴族の一人が言っていた。

			　逆に言えば……余計に他の貴族たちからの嫉妬を受ける立場となるわけだ。

			　今日の晩餐会にはレナリール公爵も同席する。

			　レナリール公爵は東の貴族の代表であり、俺の寄親だ。同席する権利がある。そう、強くレナリール公爵が主張したことで同席が可能になったらしい。

			　ありがたいことだ。少しでも味方がいると安心できる。

			「ねえ、クルト。助手はほしくないかしら？」

			　王城が見えてきたタイミングでレナリール公爵が問いかけてきた。

			「このタイミングで助手ですか？　必要ありませんね。邪魔にしかならない。むしろ敵側の息がかかった者ではないかと疑ってしまいます」

			「ふふ、そういうと思ったわ。でも、相手によるでしょう。クルト、あなたの可愛い婚約者から贈り物よ」

			　可愛い婚約者？　……ファルノが何か手を回してくれたのか？

			　ファルノが助手として、人を派遣するとすれば一人しかいない。

			　一人の人物を頭に思い浮かべると、その返事とばかりに馬をひく御者が口を開いた。その声はよく知るものだ。

			「はい、私が助手です。お菓子作りは手伝えませんが、それ以外はお任せください。クルト様の邪魔は絶対にさせませんよ」

			「ヴォルグか!?」

			　今日の御者は帽子を深くかぶっており顔を隠していて不審に思っていたが、そういうことか。

			　声の主はヴォルグ。ファルノの執事にして、武術における俺の師匠。

			　俺が知る限り世界最強の男だ。

			「クルト、あらかじめ三人の助手がいると申請しているわ。一人はティナ、一人はクロエ、そして、最後の一人はヴォルグよ」

			「ヴォルグがいれば心強い」

			　なにせ、最大限警戒しないといけないのは実力行使での調理の妨害だ。

			　俺の腕を折りにくる、材料を盗む、その他もろもろと妨害が予想できる。

			　だが、ヴォルグがいれば好き勝手はさせない。頼もしい存在だ。

			　ただ、気になることがある。

			「ヴォルグ、おまえがファルノの傍を離れるとは思わなかった」

			　ヴォルグはよほどのことがない限り、主であるファルノの傍を離れない。

			　彼には執事であることのプライドがある。

			「……私は何度も断ったのですが、ついにはファルノ様に泣かれてしまったのです。主に泣いてお願いされれば、どうしようもありません。昔の伝(つ)手(て)を使って竜を借りて飛んできたしだいです」

			「自分の伝(つ)手(て)で竜を借りるっておまえは何者なんだ……」

			　竜は言うまでもなく貴重な存在だ。おいそれと借りることなんてできない。

			　昔、レナリール公爵の屋敷で、彼女はヴォルグを英雄と呼び、なぜ、ヴォルグほどの男が執事などをやっているのかと聞いたことを思い出した。

			　ヘルトリング公爵ですら、彼のことを特別視していた。

			　彼は、俺が思っているよりずっと雲の上の人物かもしれない。

			「ただの執事ですよ。未来の旦那様。いずれ、酒の席でゆっくりと話しましょう。……それよりも、私を助手にする話はどうなさいますか？」

			「もちろん、お願いしたい」

			「かしこまりました。ただ、一つだけ条件がございます。褒(ほう)美(び)がほしいのです」

			　褒(ほう)美(び)？

			　こういうことを、この男が言うとは思わなかった。

			「内容次第だ。アルノルト家に払えるものであれば、たいがいのものは払うぞ」

			「ええ、あなた様には問題なく払えますとも。私が望むのは、ファルノ様が喜んでくれる、クルト様の愛情がたっぷり詰まったお菓子です。ぜひ、最高のお土産を持って帰りたいと思っておりまして」

			　一瞬、呆気にとられて、それから笑ってしまった。

			　実にヴォルグらしい。こいつは執事の鑑(かがみ)だ。

			「おやすい御用だ。ファルノを笑顔にするお菓子を作るよ。約束する」

			「では、契約成立です。すべての脅威からあなたを守りましょう。未来の旦那様」

			　頼もしい味方が増えた。

			　心強い。

			　ヴォルグは馬に鞭を入れた。

			「それから、テレジアお嬢様……しつれい、これは昔の呼び名でしたね。レナリール公爵。あなたに言いたいことがあるのです」

			「なにかしら、ヴォルグ」

			「あまり、ファルノ様の婚約者を誘惑しないでいただきたい。あの方の涙を見たくないのです」

			「なら、早く婚約者ではなく、きっちりと結ばれることね。私は不倫が不誠実で、忌むべきことだと思っているのだけど、貴族の婚約を真に受けるほど愚(おろ)かでないわ」

			　無茶苦茶を言っているようで、ある意味正論だ。

			　貴族の婚約は政略の道具で、一人の女性が五人の男性と婚約していたなんてことすら話に聞く。

			「……ふう、変なところがあの方に似てきましたね。お強くなられた。いいでしょう。あなたに釘を刺すのではなく、ファルノ様の尻を叩くとしましょう。というわけで、クルト様。いつまでも逃げてないで答えを決めてくださいね」

			「考えておくよ」

			　昔、ファルノ、そしてフェルナンデ辺境伯とした約束を思い出す。

			　ファルノと婚約してから一年、その間に俺がファルノに惚れたら結婚する。

			　もし、ファルノが俺を惚れさせることができなければ、あるいはファルノが俺を見限れば婚約はなかったことになる。

			　そろそろ本格的に向き合わないといけないだろう。

			　いつまでも、このぬるま湯に浸かってはいられないのだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　王城についた。

			　王城に入れるのは、俺とあらかじめ話を通しておいた三人の助手、それにレナリール公爵。

			　荷物を運び込むための使用人の立ち入りすら許されずに、王家側が手配した者たちが荷物を運んでいく。

			　お菓子の材料に手を加えられることが怖いので、俺とヴォルグは運搬に立ち会う。

			　エクラバで買い込んだ食材、アルノルト領から持ち込んだ食材は一度失うとリカバリーが不可能だ。

			　……一応、最後の最後の保険はある。

			　ティナの鞄の中には今日の早朝に完成させた本番と同じレシピのものを冷凍して保存してある。

			　万が一、材料がだめにされた場合、それを解凍して出す。味は劣化するが、なにも出せないよりはいい。こんなものを使いたくないが、万が一はありえる。

			　考え事をしているうちに次々に材料が城の厨房に運ばれて行く。

			　上級の料理人になると専用の調理室が与えられるようで、そのうちの一つを借りる形だ。

			　荷物の運び込みが終わると鍵を与えられ、城の使用人たちが一人を残して去っていく。

			　あらかじめ持ち込んでいた工具を使い、新たに鍵を一つ追加して、そちらの鍵も閉める。

			「さすがクルト様。ずいぶんな用心ぶりだ」

			「アルノルト家の命運がかかっているんだ。これぐらいはね」

			　他人の家で鍵を借りても安心なんてできるわけがない。

			　王族側に悪意があれば、鍵なんてあってないようなものだ。

			　最低限の用心が終わったので、一人残った使用人と、今日と明日過ごす部屋へと向かう。

			　……そして会いたくない顔と出会ってしまった。

			　ヘルトリング公爵。

			　西を司る公爵にして、貴族派の筆頭。どこか狂気を孕んだ、冷たい笑顔を持つ美青年。

			　彼の隣には、俺より頭一つ低い肥満体の少年がいた。おそらく、ヘルトリング公爵が取り入っているバカ王子……第三王子グランタだ。

			　俺とヴォルグは壁際に移動し、頭を下げてすれ違うのを待つ。

			　この国では王族に対してはこうするのがルールだ。

			「おや、クルトくん。こんなところで会うなんて奇遇だね」

			　心底楽しそうにヘルトリング公爵が声をかけてくる。

			　それを聞いて、隣にいるグランタ王子が口を開く。

			「こいつが、クルト・アルノルトか、なんだ。まだまだガキではないか。こんなのが、四大公爵全員を納得させる料理とケーキを作ったのか？」

			「はい、若いですがその腕は私が知る限り、この国一です」

			「まあ、そうか。おい！　わざわざ余が呼んでやったんだ！　今日のケーキは最高のものを作れよ！　もし、最高のケーキじゃなかったら、男爵にするどころか、爵位を剥奪して、召使いにしてやる」
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			　……殴りかかりそうになるのを堪える。

			　ここに来てようやく、グランタ王子の考えていることがわかった。

			　こいつは、俺をここの料理人にしたい。だから、爵位を剥奪して召使いにするなんて言い出したのだ。

			　となると、たとえ最高のケーキを作ったとしても、なんくせをつけられる可能性がある。

			「グランタ、相変わらずおまえは品がない。軽々しく爵位を剥奪するなんて口にするな。王族がそれを口にしたら最後、すべての貴族たちからの信用を無くすことになる」

			「そうですわよ。もう少し人の上に立つ者の自覚を持ちなさい」

			　背後から、取り巻きを連れた男女が現れる。

			　一人は、背が高い二十代半ばの理知的な青年、もう一人は二十に届くかどうかの美しい金髪の女性だ。

			「兄さま、姉さま、これは、その、違う。余はただ、発破をかけただけで」

			「だとしても、そういうことを言うべきじゃない。アルノルト次期准男爵。弟が失礼なことを言って申し訳ない。兄として謝罪をさせてくれ」

			　そう言って、男は頭を下げる。

			　兄と言ったからには、第一王子か、第二王子。理知的な風貌であることを考えると、武で名を馳せる第二王子ではなく第一王子だろう。

			「いえ、そんな謝罪していただく必要はございません」

			「いや、これはケジメの問題だ。きちんと謝らせてくれ……それから、今日の晩餐会のデザートを期待しているよ。最高のケーキを食べさせてくれ」

			「もちろんです」

			　良かった、まともそうな人がいて。

			　いくら、グランタ王子がまずいと言い張っても、ちゃんと美味しいケーキを作れば、この人は止めてくれるだろう。

			「脅すわけではないが、君が男爵になるのは、レナリール公爵を救った功績と、レナリール公爵及び、オルトレップ公爵の推薦。ヘルトリング公爵とアイヒホルン公爵がそれを承認したからこその特例だ。彼らが君を推薦したのは、君がこの国の食文化を発展しうるだけの料理を作ったという実績だ。つまりは、その料理の腕が大きい。……下手なものを出すのは、君を推薦してくれた彼らの顔に泥を塗ることになる。そのことを理解した上で料理を作ってくれ」

			　そう言うと、王子は立ち去っていく。王女も一礼をして後に続く。

			「兄様はいつもおせっかいだ」

			　とり残されたグランタ王子は、肩をいからせて不機嫌そうに早足ですれ違っていく。

			　なるほど、第三王子以外はまともというのは本当のようだ。

			　不安は一つ消えた。あの王子と王女がいるなら、最高のケーキを作れば、ひどいことにはならない。

			　それに、力が湧いてくる。

			　王子の口から男爵への昇格の理由が聞かされた。

			　推薦してくれた、レナリール公爵たちに報いなければならない。俺を推薦したことが間違いだったなんて言わせてたまるか。

			　全身全霊の力をこめて、誰も食べたことがない、それでいて最高のケーキを作り上げよう。

		

	
		
			第９話　今の自分にできる最高のケーキ

			　

			　婚約者であるファルノから最高の援軍が送られてきた。

			　俺の師匠であり、ファルノの執事であるヴォルグだ。

			　彼がいる限り、下手な妨害はすべて防げるだろう。

			　一度、部屋に戻り着替える。

			　王城に来ることもあって正装に着替えているが、これではお菓子作りなんてできはしない。

			　ここからは菓子職人(パテイシエ)としての正装になるのだ。

			「クルト様、やはり私は厨房に待機することにします。クルト様が鍵を用意したとはいえ、念には念を入れておきますよ」

			「ああ、頼むよ。ヴォルグ」

			　やはり、ヴォルグは頼りになる。

			　急いで準備を済ませよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　使用人に案内されて、今日と明日、俺たちが過ごす部屋にたどり着いた。

			　ティナとクロエには、荷物を持って先に部屋に行くように指示している。

			　部屋に入ると、二人が駆け寄ってきた。

			「クルト様、お疲れ様です」

			「クルト、さすがにお城はすごいね。窓から街が見渡せるよ。ほら、こっち来て」

			　クロエに手を引かれて、窓際に連れていかれる。

			　窓を開けると、気持ちいい風が流れ込んできた。

			　三人で、窓の外の風景を楽しむ。

			「絶景だな」

			　王城は、王都の中心に位置している上に、この街で唯一、三階建て以上の高さが許されている。

			　貸してもらっている部屋は上層階に位置しており、王都の美しい風景が楽しめる。

			　王城以外では三階以上許されていないのは建築技術が未熟で、よっぽど腕利きの職人といい材料を集めないと危険であること、そして、高いところに住まうのは王家の特権という二つの意味合いがある。

			　だから、王都以外でもフェデラル帝国に属する街では三階建て以上の建物は自粛されている。

			「ティナ、クロエ、しっかりと見ておけよ。たぶん、二度とここには来られないだろうから」

			　本気で出世を目指して、貴族たちとの交流を深めていこうとすれば、また王都に来る機会があるかもしれない。だけど、俺は男爵以上の地位をほしいとも思わない。

			　男爵になってしまえば、できるだけ貴族がらみのごたごたから距離をとり、お菓子作りに専念するつもりなのだ。

			　王都に来る機会なんて、無くなるだろう。

			「もう見れないなら、今のうちにしっかり見ておきます」

			「だね。クルトがしんどそうだもん。王都にまた来たいなんて、そんなわがまま言わないよ」

			　苦笑してしまう。

			　そうか、クロエから見ても俺はしんどそうだったのか。

			「泣いても笑っても、あと二日だ。もうひと踏ん張りしようか。ティナ、クロエ、力を貸してくれ。今からケーキを作り始めるぞ」

			「任せてください、クルト様。クルト様のパートナーとして精いっぱいがんばります」

			「わたしだってがんばるよ！　好きなだけ頼ってくれていいんだからね！」

			　まったく、頼もしい子たちだ。

			　手早く着替えて、ティナとクロエの二人を連れて厨房に戻る。

			　さあ、俺にしかできないお菓子作りをしようか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　お菓子作りにおいて、もっとも大事なのは温度だ。

			　それは火加減だけじゃない、部屋の室温すらも大きく影響する。

			　厨房の室温が変わると、焼き時間、冷やす時間、レシピの分量、かき混ぜる量、そのすべてが変わる。

			　だから、転生する前は、厨房では必ず空調設備で一定の温度を保っていた。

			　こっちに来てからは勘で調整してきた。

			　だが、それはやめようと思う。

			「ティナ、周囲の温度を下げてくれ」

			「はい、任せてください」

			　ティナは火の魔術を使える。ただ火を生み出すだけじゃなく熱量操作だ。当然温度を下げることもできる。

			　ティナの力で室温を一定に保つ。今まで、やれるとわかっていてやらなかった。

			　それはきっと、魔法に頼りすぎないようにするという安いプライドだ。そんなものは捨ててしまう。

			「うん、これでいい。この温度を保ってくれ」

			「がんばります！」

			　ティナが頷く。

			「クロエ、水の準備はいいか」

			「うん、たっぷりとエルフの祝福を受けた水を用意したよ」

			　クロエの魔法で生み出された水は、最高の軟水だ。

			　硬水を用いるお菓子には向かないが、軟水が必要な時には、非常にありがたい。

			　その水をたっぷり使ってお菓子を作る。

			　それとは別に、清らかな硬水の湧水を用意してある。軟水と硬水を使い分けることも菓子作りでは重要だ。

			「さて、始めようか。王家の方々が望む、誰も食べたことがないまったく新しく、それでいて最高のお菓子作りを」

			　事前準備はできた。

			　あとはお菓子を作っていくだけ。

			　最初に手を付けるのは生クリームだ。

			　これは、レナリール公爵が招待してくれたレストランに頼み、牛の仕入れ先を紹介してもらい、そこの牧場で手に入れた生クリームだ。

			　それも、王城に来る直前に搾り、生クリームにしたもの。

			　清潔な環境で、きめ細やかで行き届いた世話をされ、栄養価の高い食事を与えられ続けてきた牛の乳は最上級。

			　なにより、鮮度がいい。

			　その最高の生クリームを瓶詰めにして激しくシェイクする。

			「ティナ、室温を保ちながら、こっちも手伝えるか」

			「任せてください」

			　滑らかなバターを作るには生クリームの温度が重要だ。ティナの力を借りて、最高のバターを作る。

			　生クリームが滑らかなバターに生まれ変わっていく。

			　生クリームからバターを作る手法には優れた点が二つある。

			　一つ目は、新鮮な生クリームを使った新鮮なバターを作れること。

			　二つ目は、硬さを調整できること、今回は生クリームとバターの中間に留めた。特別なバターが必要だ。

			「ありがとう。ティナ、おかげでいいバターができたよ。さあ、主役の登場だ」

			　俺は瓶詰めにしていた、黒い宝石を取り出す。

			　それは、世界三大珍味の一つ、トリュフ。

			　品質を落とさないために、ぬるま湯に浸けてから洗い、乾かしてから塩を加えたラードに漬けていた。

			　こうするとトリュフの香りが落ちないどころか、より深まるし、トリュフの味にコクができる。

			「クルト様、うっとりする香りがします」

			「こんなにいい香りがするキノコだったんだ。生の時よりずっと匂いが強い」

			「まだまだ、これからだよ」

			　ここから下処理だ。

			　水で良く洗ってラードを落とし、ナイフで皮をむく。すると白っぽい部分が見える。

			　ここで大事なのは若干皮を残すこと。そっちのほうが風味が残る。皮を残しすぎると雑味が強すぎる。この見極めが大事だ。

			　広い口のガラス瓶にトリュフを入れて、塩とマデラ酒……蒸留することで酒精を強化したワインを入れて、湯煎して加熱する。

			　さらに香りが強くなる。

			　この香りだけでくらくらとしそうだ。

			　さきほど作った手作りバターの上で、粗いおろし金でトリュフを擦っていく。たっぷりとトリュフが振りかけられたバターを軽くかき混ぜると、トリュフバターの完成だ。

			「クルト様、このバターをたっぷりトーストに塗って食べるだけでも、すっごく幸せになりそうです」

			「だね、絶対美味しいよ」

			「だめだよ、ちゃんとケーキにして行くんだから」

			　このトリュフバターは万能の旨すぎる調味料だ。

			　たとえば、ステーキの上に乗せて溶かすだけでもごちそうになるし、パンに塗るのもいい。

			　だが、それ以上にチョコレートと合わせると化学反応が起こる。

			「さあ、どんどん行くよ」

			　俺は、続いてチョコレートムースケーキ作りを始める。

			　自慢の手作りチョコレートを取り出した。カカオから丹精込めた最高のチョコレートだ。

			　エッジを利かせて、カカオの風味を強調している。これでないとトリュフバターに対抗できない。

			　手早く、チョコレートをたっぷりと混ぜ込んだスポンジケーキの生地を作り、焼成作業をティナに任せる。甘み付けには白砂糖を加えている。

			　その間にムースを作る。

			　鍋に自家製チョコレートを入れて加熱し、生クリームを加えた。さらに、別皿でラム酒を煮詰めてアルコールを飛ばすと同時に風味を強くしたものを入れた。

			　そこに、精霊の里で得た本葛を加えてとろみをつけ、クロエの水を加える。水の量でムースケーキの食感が決まる。神経を研ぎ澄ませてケーキの全体像をイメージして最高の食感を実現する。

			　何度か実験して、シカの骨で作ったゼラチンよりも滑らかで、ほかの素材の邪魔をしないことがわかっていた。なによりも味が良くなる。さすがは、精霊の里でとれた本葛だ。

			　十分にとろみがついたところで火を止める。

			「クルト様、スポンジケーキが焼けました！」

			「ありがとう、ティナ」

			　ティナの手によって、チョコレートが混ぜ込まれたスポンジケーキが焼きあがった。

			「ティナ、こっちに手を貸してくれ。俺の言うように冷ましてくれ」

			「はい、こうですか」

			　俺はティナの後ろに立ち、背後からティナの手をにぎりながら、チョコレートムースを見つめる。

			　チョコレートムースは冷まし方で出来が決まる。ティナの力を借りて、細心の注意を払って余熱をとっていく。焦るな、でももたもたしてはだめだ。……よし、ここまでくればあとは放っておいても大丈夫。

			　次の作業だ。

			　ティナが焼いてくれたスポンジケーキを薄くカットし、金属の筒で円形にくりぬいていく。

			　今回はホールケーキではない。一人ひとりに個別に提供する。

			　金属の筒の底に薄いスポンジケーキを置いて、その上に円柱状にしてトリュフバターをたっぷり置く。

			　そのトリュフバターの円柱を包むようにして、常温にまで冷やしたチョコレートムースを注ぐ。そして、最後に蓋をする。この蓋をするとてっぺんが丸くなって、見た目が良くなる。

			「ティナ、この金属の筒を冷やしてくれ。ここからは強めでいいよ」

			「はい、クルト様！」

			　ティナの手によって、チョコスポンジを底にし、トリュフバターを包んだチョコレートムースが完全に固まっていく。

			「ありがとう、もういいよ」

			　金属筒が取れると、光沢を放つチョコレートムースが美しい、小さな山のような可愛らしいケーキができた。

			　だけど、まだ完成じゃない。

			　別の鍋を取り出し、チョコレートを加熱する。

			　そこには、トリュフを湯煎した時にガラス瓶に残ったトリュフのエキスを加える。これによりトリュフバターとの一体感が増す。

			　生クリームはここでは使わない。ビターなチョコレートがほしい。甘み付けには、ティナと一緒に育てあげたハチミツ。その中でも今までずっととっておいた最高の出来のものを加えた。

			　そうしてできたチョコレートソースを、仕上げにケーキの周りに薄く塗る。乾いた時にさっくりとしたチョコレートのヴェールになるのだ。

			　チョコレートムースに甘み付けをしなかったのは、全体の甘さのバランスを考えてだ。外側も内側も甘ければくどくなる。

			　チョコレートの衣とチョコレートムースを一緒に食べると、最高のバランスになるように仕上げた。

			　ティナに冷やしてもらい、しっかりとチョコレートの衣が固まったのを確認したあと、事前に作っておいた特別なソースをたっぷりかけた。

			　これで……。

			「完成だよ。これが、今の俺に作れる最高のケーキ。誰も食べたことがないチョコレートとトリュフのケーキ」

			　ようやくできた。

			　トリュフのチョコレートムースケーキ。

			　トリュフの高貴な香りとチョコレートの魅惑の香りの競演。

			　香りだけでなく、その味もどこまでも優雅で品がある。

			　王家の方々に振る舞うにはこれ以上のものはないだろう。

			　そして、このケーキは今までの俺では作れなかったものだ。

			　今までは、仕方なく魔法を利用することがあっても、積極的に魔法を使って美味しくしようなんて考えていなかった。

			　今回のケーキを作るにあたり、いくつも魔法を使っている。

			　ティナに頼んで、転生する前にも不可能だった調理中の温度調整を行っている。

			　それだけじゃない、各素材を俺の【回復】により熟成期間を最適なものにしていた。

			　極めつけは、水はあらかじめ用意した硬水と、クロエの魔法で生み出した軟水を使い分けている。

			　調理法自体は、転生する前と比べてわずかなアレンジしかない。

			　だが、調理と素材の下ごしらえに魔法をフルに利用した。この世界でしか作れないケーキなのだ。

			「すっごくきれいだね」

			「はい、食べるのがもったいないです！」

			　ティナとクロエは、くんくんと匂いを嗅ぎながら恍惚とした表情を浮かべる。

			「そういえば、クルト様。このケーキはなんて名前なんですか？」

			「あっ、それ私も気になる」

			　転生前に作ったケーキが元になっている。レストランで出していた名前はある。

			　だが、その名前を使いたくなかった。

			　これはもう、別物だ。

			　クルト・アルノルトのケーキ、ティナとクロエの力を借りて作ったケーキだ。

			　だから、それにふさわしい名前のケーキを考えた。

			「このケーキの名前は……」

			　今までの自分の歩んできた道を振り返り、ティナとクロエを始めとし、俺を支えてきたくれた人たちに感謝を込め、俺はこのケーキの名前を口にした。

		

	
		
			第10話　クルト・ペルレ

			　

			　今の俺にできる。

			　いや、クルト・アルノルトとなった俺にだけ作れるお菓子が完成した。

			　これなら、王家の人たちにも納得してもらえるだろう。

			「やりましたね、クルト様！」

			「見てるだけで、ぜったい美味しいってわかるよ。それにすごくいい匂い」

			　トリュフとチョコレートの香りが厨房中に広がっている。

			　いい香りだ。

			　俺はこの香りがたまらなく好きだ。

			「クルト様、絶対大丈夫ですよね」

			「そうだな」

			　これでだめなら、あきらめがつく。それほどまでに、このケーキにすべてを注ぎ込んだ。

			　もし、だめになるとすれば、このケーキを提供できない場合だ。

			　まだ気を抜けない。

			　最大の懸念は晩餐会のデザートとして提供するまでに、このケーキを奪われること。

			　それまでは厨房から離れる気にはなれない。

			「ティナ、クロエ。時間がくるまでおしゃべりしようか」

			　できたケーキを保存用の容器に移す。それから、二人に話しかける。

			「はい、クルト様とゆっくり話すのなんて久しぶりです」

			「そうだな。ずっと忙しかったからな」

			　アルノルトの継承者になってからというもの、ずっと何かに追われていた。

			　レナリール公爵の晩餐会、エクラバの店舗の開店、叙爵式の準備、王家に贈るケーキの考案。

			　ティナと話す時にすら、それらのことが頭によぎっていた。

			　だけど、今はそういったごちゃごちゃしたことを少しだけ忘れていられる。やるべきことはすべてやったからこその余裕。

			　勝負の直前というのに不思議だ。

			　だから、ゆっくりと会話を楽しもう。

			　雑談をしていると、ティナの雰囲気が変わった。言い出しにくいことを話す時の仕草だ。

			「クルト様、村に戻ったらお祝いをしませんか？」

			「お祝い？」

			「はい！　男爵になるんですから、お祝いしないと。あと、お祝いの準備は私たちに任せて、クルト様はゆっくり休んでいてくださいね」

			「お祝いをすること自体はいいが、なんで俺が手伝っちゃだめなんだ？」

			　首を傾げる。

			　むしろ、俺の菓子作りの腕が必要とされる場なのに。

			「だって、クルト様は、ずっと、ずっとがんばりっぱなしじゃないですか！　クルト様をねぎらうためのお祝いなのに、クルト様を疲れさせたら意味がないです。だから、お祝いは私たちががんばります」

			　ティナがキツネ尻尾をピンと伸ばして気合を入れている。

			　うれしい心遣いだ。甘えさせてもらおう。

			　俺は頷くと、ティナがうれしそうに目を輝かす。

			「おっ、いいね。わたしも手伝うよ。クルトとティナに料理とかお菓子作りとか、任せっぱなしだけど、こう見えて、料理には自信があるんだ。精霊の里の伝統料理、たっぷり披露するからね」

			「それは楽しみだ。あそこの料理は美味しかった」

			　精霊の里の素朴で、でも温かい料理は印象に残っている。また、食べたいと思っていたところだ。

			「むう、私はクルト様の大好物をたくさん作ります。誰よりもクルト様の好みをわかっているのは私ですから！」

			　クロエと張り合うティナが可愛らしい。

			　そんなティナを見ていると、くすくすと笑ってしまう。

			「クルト様、どうしたんですか？」

			「なんでもないよ。ただ、ティナは可愛いなって」

			　そう言うと、ティナが真っ赤になってキツネ耳がぴくぴくとなる。

			　俺はごほんっと咳ばらいをした。

			　そして、ティナの眼を真っ直ぐに見つめる。

			「ティナ、俺が男爵になったら、ご褒(ほう)美(び)をもらえないか？」

			「はっ、はい。喜んで！　私にできることならなんでもやります！」

			　ティナが距離を詰めてくる。

			　今までにない勢いだ。

			　きっと、俺がティナに何かをしたいと思っているように、彼女も俺のために何かをしたいと思っていてくれているのだ。

			　そのことがうれしい。

			　だから……。

			「キスをしてくれ。ティナのことが好きなんだ」

			　俺の望みを言う。

			　ずっと、態度で示しても口にはしなかった想い。

			「なっ、なっ、なっ、クルト様、いったい、なんで」

			「気付いてくれていると思っていたんだけどね。改めて言うよ。俺はティナのことが好きなんだ。だから、ご褒(ほう)美(び)にキスをしてほしい。だめかな？」

			　俺がそういうと、可哀そうなぐらいに顔を真っ赤にして、それからうるんだ目で俺の顔を見てくる。

			「はい……喜んで。その、本当にそれでいいんですか？　クルト様へのご褒(ほう)美(び)なのに、私のほうが絶対喜んじゃう。これじゃ私へのご褒(ほう)美(び)になっちゃいます」

			「いいよ。約束だ」

			　ティナの頭を撫でる。

			　やっと言えた。

			　ティナが大人になるまで、恋を知るまで、好きと言わないと決めていた。

			　だけど、不思議と今ならいいとそう思えたんだ。

			　ティナは成長した。もう子供扱いはやめよう。

			「ティナ、おめでと」

			　クロエがティナに祝福の言葉を贈る。

			「それから、クルトもおめでとう。振られずに済んでよかったね」

			　にひひと、いたずらっぽい顔だ。

			　そんなクロエに、おずおずとティナが口を開く。

			「クロエ、クロエだって」

			「いいの。入り込む隙間がないことは、ずっと前からわかってたし。だいたい、こんなことで傷つくぐらいなら、とっくに逃げ出してるよ」

			　クロエはそう言って微笑む。

			　強がっている様子はない。ただ、俺とティナの友人として心の底から祝ってくれている。

			「それから、クルト。前から聞きたいことがあったんだけどいいかな？」

			「なんだ？」

			「クルトの領地って一夫多妻はおっけーだっけ？」

			　彼女がそう言った瞬間、クロエ！　とティナが尻尾の毛を逆立てながら怒り、クロエが笑う。

			　そんな二人を見て俺も笑った。

			　ふう、緊張なんてどこかに吹き飛んでしまった。

			　これで、最高のコンディションで勝負に挑める。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そして、約束の時間がきた。

			　使用人が呼びに来た。

			　ケーキともう一つ保険を持ち、外に出る。

			　幸い、襲撃者は現れなかった。

			　そんなことを考えていると、いつの間にかヴォルグが隣にいた。

			　完璧に気配を消していたようで、この距離になるまで気付けなかった。

			「クルト様は大人気ですね。正面から二人の曲(くせ)者(もの)。あの厨房には通路が仕掛けられており、そこから二人、この短時間で四人の曲者が現れましたよ」

			　雑談のような気軽さでヴォルグはとんでもないことを言う。

			　やっぱり、第三王子は俺の作ったケーキを奪うか細工するように、仕組んでいたようだ。

			　しかし、その企みは水泡に帰す。

			　襲撃者の撃退を、俺が気付かないほど迅速かつ静寂にヴォルグが行ってくれた。

			　ファルノは心強い援軍を送ってくれたものだ。

			「助かったよ。そいつらは？」

			「捕らえられた瞬間に自害しました。いやはや、驚きですね。並みの使い手であれば、自害する暇など与えないのですが。相当の使い手です」

			　苦笑してしまう。

			　ヴォルグじゃなければ、冗談にしか聞こえない。だが、まったくの事実だから困る。

			「ありがとう。ヴォルグのおかげで俺の戦場に無傷でたどり着けた。万全の状態で勝負に挑める。……ここからは俺の戦いだ」

			　ここまで、様々な人の助けを受けてきた。

			　お菓子の材料となるハチミツはティナがいなければ作れなかっただろう。

			　クロエとの出会いがなければ、葛という食材を見つけることはできなかった。

			　ファルノがいなければ、最高のトリュフを手に入れることは不可能だった。

			　レナリール公爵が手を回してくれなければ、最高級の生クリームは手に入らなかった。

			　ヴォルグがいなければ、お菓子を無事届けることもできなかった。

			　最高の材料と最高の環境をもらった。だから、ここからは俺の戦い。

			　世界一の菓子職人(パテイシエ)の名にかけて、絶対に旨いと言わせてみせるのだ。

			「アルノルト次期准男爵、こちらになります」

			　そして、ようやく戦場へとたどり着いた。

			　この扉の先で、王族たちと、ヘルトリング公爵、レナリール公爵が食事をしている。

			　使用人によって扉が開けられ、俺は中へと踏み出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　王族の食卓だけあって、食器の一つ、花瓶の一つ、照明の一つに至って、最高のものがそろえられている。

			　香りを確認する。

			　……まずいな。保険を用意しておいてよかった。

			「おそいぞ、いつまで余を待たせるつもりだ！」

			　今回の元凶である第三王子グランタが大きな声を上げる。

			「申し訳ございません。ですが、待った甲斐のあるお菓子を作り上げました」

			　指を鳴らす。

			　ティナとクロエが配膳を始めた。

			　大きな白い皿に銀色の蓋が伏せられている。

			　王族と二人の公爵の前に皿が並べられた。

			「クルト・アルノルト次期准男爵。君のケーキに期待してる」

			　こちらを見て、第一王子カルトマンが口を開く。

			　カリスマに溢れた青年だ。国民の人気が高いのも頷ける。

			「ええ、わたくしも期待していますわ。わたくしは、あなたのお菓子を食べたことがありまして、今日も晩餐会がずっと楽しみでしたの」

			　こちらは第二王女エミリアだ。可(か)憐(れん)という言葉がぴったりだ。それは見た目だけでなく、伝わってくる人柄まで。

			　それにしても、Arnold(アルノルト)のお菓子を王女まで食べてくれているのは意外だった。

			「エミリア、いつの間に食べたんだ」

			「カルトマン兄様は、政治に夢中になるあまり、市(し)井(せい)のことに疎いのでは？　エクラバのArnold(アルノルト)は有名ですわ。Arnold(アルノルト)のお菓子は今や貴族たちの中で、最高の贈り物として頻繁に使われているのですよ。だから、わたくしは確信していますの。今日は最高のお菓子を食べられるって」

			　ハードルを上げられた。

			　だが、ハードルを上げられても問題ない。

			　それほどのお菓子を作り上げた自負がある。

			「安心してください。今まで食べたことがない最高のケーキを用意しました」

			　自信満々に告げる。

			　第一王子カルトマンがほうっと感心したように息をもらし、第二王女エミリアは微笑む。そして第三王子グランタはふんっと鼻を鳴らした。

			　早速、食卓についた全員が、銀の蓋に手を伸ばそうとする。

			「お待ちください。このケーキの蓋を開ける前に、美味しくするための一工夫を」

			　指を鳴らす。

			　念のために、準備をしておいてよかった。

			　城の使用人たちが、花瓶を持ってやってくる。そして、食卓に飾られていた花瓶と交換する。

			「お待たせしました。では、お楽しみください」

			　そう言って俺は一礼する。

			　王子たちは、花瓶を替えたことをいぶかしんでいるが、誰もその理由を問い詰めようとしない。

			　これには大きな意味がある。

			　このトリュフとチョコレートのケーキは高貴な香りが最大の武器となる。

			　そして、もともと食卓に飾られていた花はユリ科の花で匂いが強く、しかもトリュフの香りと喧(けん)嘩(か)する。

			　料理において、香りは重要だ。

			　食卓の花の香りとの相性を考えないとすべてがぶち壊しになる。

			　だから、念のためにトリュフの香りと相性のいい花を用意しておき、それが役に立ってくれた。

			「では、御開帳と行こうか」

			「ええ、もう待ちきれないですわ」

			「もったいぶりやがって」

			　そして、銀の蓋が開かれた。

			　紫色の特製ソースがかかったチョコレートムースケーキが顔を出す。

			「ほう、なんと素晴らしい香りだ」

			「しっとりとして、贅沢な香りです。それに、ああ、久しぶりのチョコレートの香り！」

			「香りがいいのは認めてやる。問題は味だ」

			　トリュフの香りは王族たちに受け入れられたようだ。

			　それぞれがナイフでチョコレートケーキを割る。

			　すると、閉じ込められたトリュフバターの香りが一気に広がる。

			　トリュフバターを中に仕込んだのは、これを狙ったのもある。今までは漏れ出たわずかな香りを楽しんでいただけだ。これこそが、俺のトリュフのチョコレートケーキの本領。

			　誰もが恍惚とした表情になり、言葉をなくした。

			　そして、王子たちがチョコレートムースとスポンジとトリュフバター、ケーキ全体を包むチョコレート、それらをひとまとめにして口に含んだ。

			　誰もが、黙々と食べ進め、かちゃかちゃと食器の音が鳴り続ける。

			　そして皿が空っぽになってから、夢から覚めたように大きく息を吐く。

			　呼吸すら忘れていたようだ。

			「いやはや、すごい、すごいとしか言いようがない。チョコレートといったか、それに加えてなにか、凄まじい、旨味の塊が一つになって、混然と一体で」

			「とてつもない経験をしましたわ。それに、それだけの強烈な美味しさがあるのに、後味がすごくすっきりして、どうしてかしら？」

			　さすがは王族だけあって、味覚が鋭い。

			　チョコレートとトリュフは両方とも強い食材だ。

			　強い食材を使いつつも神経を張り詰めて、調和させたのがこのケーキ。

			　だが、そうなると旨味が強すぎていやみになる。

			　それを解決するために作ったのが……。

			「特製のソースのおかげです。ブルーベリーの花弁を煮出して作った花のソースです」

			　ブリーベリーをそのまま使ったのでは強すぎて、ケーキと喧(けん)嘩(か)をしてしまう。

			　だから、花を煮出してかすかな酸味と香りを引き出した。それが強すぎるケーキのバランスをとる。

			　ティナと一緒に育てたブリーベリーの花、その果実だけではなく花を使うという発想は、一度目の人生では思い浮かばなかった。クルト・アルノルトだけの発想だ。

			「花のソース。なんて、素敵なのでしょう！」

			「ああ、素晴らしい菓子を食べさせてもらった……グランタ合格でいいな」

			　カルトマン王子が、グランタ王子のほうを見る。

			　彼の手は震えていた。

			　まずいと言って、自分の料理人に引き入れたいのだろう。

			　だが、その肥えた舌が嘘をつくことを許さない。その葛(かつ)藤(とう)に震えている。

			「……ふん、まあ、合格だ。認めてやる。だから、たまには城に来い！　余の晩餐会に使ってやる！」

			　そしてそっぽを向いた。

			「機会があれば」

			　もう、こりごりだが、波風を立てないように無難な返事をした。

			　レナリール公爵が胸を押さえて、安堵の息を漏らしている。

			　そして、ヘルトリング公爵は、にやにやと笑っていた。

			　不気味ではある。今回はたくらみをすべて潜り抜けて、俺の腕が認められたというのに。

			「そういえば、クルト・アルノルト次期准男爵。このケーキの名前は」

			　カルトマン王子が思い出したように問いかけてくる。

			　だから、用意しておいた名を告げる。

			「クルト・ペルレと申します」

			　俺しか作れない、自信をもって届けられるケーキ。

			　だから、俺の名前を冠した。

			　そして、ペルレは真珠を意味する。このケーキを直訳すると、クルトが作った真珠となる。

			　これ以上に、このケーキにふさわしいケーキはないだろう。

			「いい名だ。このクルト・ペルレ。このケーキを食べにいつか君の店に行こう」

			「喜んで」

			　終わった。

			　俺のケーキは無事認められたのだ。これで最大の危機は過ぎ去った。

			　あとは、明日男爵となる。

			　そして、王都を去って懐かしいアルノルトの領地に戻ろう。

			　そして、村に帰れば約束通り、ご褒(ほう)美(び)にティナとキスをするのだ。

		

	
		
			第11話　クルトの願い

			　

			　俺のケーキが王家に認められた。

			　世界中で俺しか作れない自慢のケーキ……クルト・ペルレ。

			　その名には、クルトの作った黒真珠という意味を込めた。

			　トリュフとチョコレートをたっぷりと使った贅沢なケーキだ。

			　デザートを振舞った後は、特別に王族と歓談する機会が与えられた。

			　加えて、第一王子カルトマンと第二王女エミリアから、最高のケーキを食べさせてくれたお礼と、弟が迷惑をかけたお詫びに、望むものを与えると言われている。

			「俺の願い事か」

			　明日、望みを伝えないといけない。

			　これがなかなかに悩ましい。

			　どこまでの願いが許容されるか？

			　あまりに無茶なことを言っても恥をかくだけだし、控えめすぎるとそれはそれで王家を侮(あなど)ることになってしまう。

			　褒(ほう)美(び)ではあるが、同時に俺のことを試しているのだ。

			　そもそも、俺は何がほしいのだろうか。

			　実際のところ、俺は満ち足りてしまっているのだ。

			　男爵以上に出世すると、身動きが取れないほどの職務に押しつぶされるので、出世には興味がない。

			　金銭も、あればあるほどうれしいが、エクラバでオープンした菓子店Arnold(アルノルト)のおかげで困っていない。

			　しいて言うなら足りていないのは人材だろうか？

			　アルノルト領は慢性的な人材不足だ。

			　だが、それを王家に頼むのも筋違いだし、そもそも、フェルナンデ辺境伯に許可をとってエクラバで移民募集中だ。

			　そんなこんなで、ずっと褒(ほう)美(び)に何を求めるか頭を悩ませていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　王家の人々から解放されたあとは、レナリール公爵、ヴォルグ、ティナ、クロエと身内だけで手料理と、改めてクルト・ペルレを振る舞っての祝勝会を開いた。

			　みんなに祝ってもらいながら、祝勝会の間もずっと悩んでいたが答えは出なかった。

			　そして、次の日になっても考え続けていた。

			　もう、時間はない。

			　二時間後には男爵に任命される。

			　聞いている段取りだと、病に伏せている国王ではなく、昨日ケーキを振る舞ったカルトマン王子が俺を男爵に任命する。

			　おそらく、そこで望みを聞かれるだろう。

			「弱ったな。自分では欲深い男だと思っていたのに。こうも頼みたいことがないとは」

			　世界一の菓子職人(パテイシエ)になりたいという夢はある。

			　だけど、そのために王子の力を借りるのは違う。

			　椅子に深く腰掛けた。

			　今いるのは、誓いの間と呼ばれる特別な一室に併設された待合室だ。誓いの間で男爵へと任命される。

			　そこで、すでに専用の衣装に着替えていた。

			「クルト様、ずっと悩まれているようですね」

			「クルトって変わってるよね。男爵になる期待よりも、ご褒(ほう)美(び)に何がいいかの悩みが大きいなんて」

			　ティナとクロエが、悩んでいる俺に声をかけてくれた。

			　彼女たちには、待合室で付き添ってもらっていた。

			　式には参加できないが、ここにいてくれるだけで心の支えになる。

			「自分でも驚いてるよ。……ティナなら、望みが叶うなら何を願う？」

			　そういうとティナは顔を赤くしてそらした。

			　答えが思い浮かばなかったわけではない、恥ずかしくて言えない。そんな反応だった。

			「あっ、クルトひどいな。ティナにそんなこと聞いたら、こたえられるわけないのに」

			　クロエが、いじわるな笑みを浮かべる。

			　クロエにはティナの望みがわかるらしい。

			「どういう意味だ？」

			「だって、ティナの願いなんてクルトとけっこ……むぐ」

			　途中まで言いかけたところでクロエがティナに口をふさがれた。

			　ティナは真っ赤な顔でキツネ尻尾の毛を逆立てている。

			「クロエ、なんてことを言うんですか！」

			「むぐ、むがっ」

			　口を塞がれたクロエが暴れている。

			　途中で遮られたものの、ティナの願いはわかった。

			　俺との結婚を許してほしいというものだ。

			　ティナの願いはある意味正しい。貴族と平民が結ばれる、それは一般的には不可能だ。ましてやティナは亜人だ。

			　だが、その願いは誰かに望む必要はない。俺が叶えてやりたいと思う。

			　平民で亜人のティナとアルノルトの当主となる俺が結ばれることには様々な問題があるだろう。周囲の反対もある。……しかし、俺にはそのすべてを乗り越える覚悟がある。

			「ティナ、クロエを離してやってくれ。クロエもあまりティナが恥ずかしがることはやめてやれ」

			　諭すようにティナに言うと、彼女はおずおずと手を離した。

			「ぷはっ、死ぬかと思ったよ。もう、ティナは冗談が通じないんだから」

			「全然冗談じゃなかったです！」

			　もっともだ。

			　俺がティナと同じ立場なら怒るだろう。

			「クロエなら、何を願う」

			「ううん、そうだね。亜人と人間が普通に暮らせる街がほしいかな。いろいろとファルノとかに話を聞いて勉強したんだけどね。今、この国って亜人を守る法っていうのがないじゃん。それだと、エルフの身としては怖いよ。クルトのいるアルノルトだから安心して暮らせているけどね。他の街に一人で行くのはやだな」

			「いい願いだな。参考になるよ」

			　亜人はこの国では人間扱いされていない。

			　法的には犬や猫と一緒なのだ。殺したり、強姦したり、奴隷にしても罪に問われない。

			　クロエのようなエルフの美少女は、一人で街を歩くだけでも命がけだ。

			　だから、亜人たちは人の街に近づかない。

			　これでは、いつまでたっても亜人と人間の交流なんてできるはずもない。

			「クロエがそんなことを願っているとは思わなかったな」

			「クルトのおかげだよ。クルトを見てて人間に興味が湧いたの。精霊の里より、面白いことがたくさんあるのも大きいね。里のみんなにも知ってほしいって思ってるんだ。でも、怖いこともたくさん知った。素晴らしいところも面白いことも、たくさんあるのに、精霊の里のみんなに、今のままじゃ紹介できない。だから、こんなお願いになるんだよ」

			　そうか、それなら……。

			「この国全部は無理でも、アルノルト領では、明文化するよ。亜人も法とルールで守るようにしてみせる。人間と一緒だ」

			　それぐらいならできる。

			　精霊の里には、素晴らしい果実とクロエを含めた素晴らしい人たちを預けてもらった。

			　これからも、良好な関係を築いていきたい。そのためには、当然の配慮だ。

			「ありがと。うれしいよ。でも、クルト。わたしの願いを叶えている場合じゃないよ。クルトの願いを考えないと」

			　たしかにクロエの言う通りだ。

			　だけど、二人との会話は無駄じゃなかった。二人のおかげで頭の中の靄が晴れた。

			　やっと答えが出たのだ。

			「ティナとクロエの願いを聞いて、俺の願いがわかったよ。クルト・アルノルトの願いは一つしかなかった。胸を張って、お願いしてみるよ」

			　大事なことを思い出した。

			　気が付けば簡単なことだった。いつも俺はこうだ。ティナとクロエには感謝してもしきれない。

			　……もしかしたら呆れられるかもしれないし、断られるかもしれない。それでも言うべきだと決めた。

			「クルト様のお願い事、教えてください。私、気になります」

			「それは秘密だ。だめになったら、がっかりさせるからね」

			　ティナとクロエが残念そうな顔をする。

			　あとでちゃんと話そう。

			　そう考えていると、扉を叩く音が聞こえた。

			「入ってくれ」

			「様子を見に来たわ。クルト」

			　入ってきたのはレナリール公爵だ。

			　初めて見る黒のドレス。

			　相変わらず、彼女に黒はよく似合う。見惚れるほど綺麗だった。

			　そして、俺のことをクルトと呼んだ。東の貴族を束ねる者としてではなく、友達として来たという意思表示だ。

			「ありがとうございます。レナリール公爵。あなたが来てくれて心強い」

			　俺がそういうと、レナリール公爵は悲しそうな顔をする。

			　そして、俺の目を真っ直ぐに見て口を開いた。

			「結局、あなたは最後までテレサと呼んでくれなかったわね。今日でお別れなのに」

			　テレサ。

			　親しい者だけが呼ぶ彼女の名。

			　彼女に、テレサと呼んでくれと言われたにもかかわらず、俺は一度もテレサと呼ぶことはなかった。

			「今聞くのは、あなたに悪いと思っているわ。でも、今じゃないとだめなの。私をテレサと呼ばない理由を聞いてもいいかしら？」

			　俺が頑なにレナリール公爵をテレサと呼ばなかった理由はある。

			　彼女には恩も感じている。立場を超えた友情もある。

			　それでも呼ばなかったのは……。

			「思い上がりなら、殴ってください。俺があなたをテレサと呼ばないのは、あなたが友達の先を望んでいるように見えるからです。そして、俺はあなたの想いに応えられない。だから、テレサとは呼べない」

			　レナリール公爵の想いに応える覚悟なしに、テレサとは呼ばないと決めていた。

			「ずいぶんと自分に自信があるのね。女性に向かって自分に惚れているかを聞くなんて」

			「自分でもどうかしていると思います。ですが、ここで嘘をつくような人間にはなりたくない」

			　レナリール公爵と見つめ合う。

			　しばらくして、レナリール公爵が小さく笑った。

			「そうね、いつからかしら？　気づいたらあなたのことが好きになっていたわ。不思議ね。レナリールを継いでから、ずっとそんな感情を忘れていたのに」

			　レナリール公爵は自嘲する。

			「きっとまぶしかったのね。レナリールの名を汚さない。それ以外を捨てた私と違って、自分の夢を真っ直ぐに目指しながら、アルノルトとしても正しくあろうとしたあなたが綺麗に見えた」

			　レナリール公爵は、俺から目を逸らして、ゆっくりと歩きながら言葉を続ける。

			「他にもあるわね。初めて頼れる同世代の男の子が現れて救われた気がした。私を利用しようとしないあなたに好意を持った。あなたのお菓子で胃袋を掴まれた。さりげない優しさが嬉しかった。……きっと全部ね。ねえ、クルト。私を振った理由を教えてもらっていいかしら？　やっぱり私に魅力がないせい？」

			　悲しそうに、それでいて凛(りん)とした強さを失わないままレナリール公爵は問いかけてくる。

			「魅力はあります。たぶん、今まで会ったどんな女性より」

			　レナリール公爵は魅力的だ。

			　同世代で心から尊敬できる人は初めてだった。

			　気が合って話していて楽しい。

			　気高さと美しさを兼ね備えた人。俺が彼女に好意を持っているのは間違いない。

			「うれしいわね。なら、どうして断るの？　公爵である私は重いのかしら？」

			「違います。本気で好きになったのなら、公爵の重さごとあなたを背負うことを迷わず選びました」

			　レナリール公爵の眼が語っている。

			　ではなぜと？

			　その答えは……。

			「俺には好きな女性がいます。何よりも大事にしたい。その人と一緒に世界一の菓子職人(パテイシエ)になりたい。だから、あなたのそばにはいられない。それが理由です」

			　レナリール公爵は長く、長く息を吐いた。

			　そして、にっこり笑って。急接近し、口づけをしてきた。

			「正直に話してくれてありがとう。ふっきれたわ」

			「……いきなり、何をするんですか」

			「私のことを魅力的に感じているならうれしいでしょう？　だから文句は言わないで。私なりのけじめで、初恋を忘れるための儀式。……初めて知ったわ。失恋って痛いのね」

			　レナリール公爵が目に涙をためる。

			　弱さをさらけ出すレナリール公爵を初めて見た。

			「あなたのことを諦めるわ。だから、その人のことを大事にしなさいね」

			　彼女はティナのほうを見て、そう言った。

			　お見通しのようだ。

			「ええ、必ず」

			「それから、他の貴族がいない時はテレサと呼びなさい。もう、友達から先は望まないわ。恋人になれないなら、せめて友人ぐらいにはなりなさい」

			　めちゃくちゃを言ってくる。

			　だけど、理には適(かな)っている。

			　友達としてなら、末永く付き合える。

			　だから……。

			「これからもよろしく、テレサ」

			「こちらこそ、クルト」

			　ぎゅっと握手をした。

			　レナリール公爵と恋人にはなれなかった。

			　だけど、これからは友人としていい付き合いができるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　誓いの間で、叙爵式が始まる。

			　ここで俺は男爵に任命される。参列者の顔ぶれは名だたる貴族ばかり。

			　その中には、フェルナンデ辺境伯やレナリール公爵も含まれる。フェルナンデ辺境伯は、俺を応援するためにわざわざ来てくれたようだ。

			　やっとここまで来れた。

			　今まで支えてくれた人のためにも失敗はできない。

			　予定通り、次々にプログラムが消化されていく。

			　そして、いよいよ国王の代役である王子から、男爵の位が与えられる時が来た。

			　正しくは、俺個人ではなくアルノルト家に与えられる。ただ、今回の件は俺の功績であり、現当主である父を呼んでも、かっこうがつかないので、変則的な式となっている。

			　呼ばれて壇上にあがり、カルトマン王子と向かい合う。

			「クルト・アルノルト。これより、貴殿を男爵として任命する。貴殿にはこの国の剣となり戦う勇気、そして民の模範となり導いていく貴族としての務めを果たす才覚と覚悟があるか？」

			「はっ、私には戦う勇気。民を導く才覚と覚悟がございます」

			「では、貴殿に男爵位を与えよう」

			　その場にひざまずき、王子が首飾りを俺の頭に通す。

			　そして立ち上がり、両手を前で合わせて頭を下げる。この国独特の敬礼をする。

			　王子が頷き、俺は男爵として認められた。

			「クルト・アルノルト男爵。男爵になった貴殿に問おう。先の働きに対する褒(ほう)美(び)を与える。貴殿の働きにふさわしい望みを言うがいい」

			　やはり、来たか。

			　悩みに悩みぬいて、結論は出た。俺の望みは……。

			　言葉を口にした瞬間、カルトマン王子が目を丸くし、小さく笑い。それから許すと言った。

			　叙爵式に参加していた貴族の面々もざわついている。よほど俺の願いが意外だったみたいだ。

			　それで叙爵式は終わりだ。

			　ティナとクロエに伝えよう。俺の望みが叶ったことを。

			　きっと彼女たちも喜ぶから。

		

	
		
			第12話　遊び心と贅沢なショコラ・プティングケーキ

			　

			　無事、男爵となり城を後にし、レナリール公爵が主催する立食パーティに参加していた。

			　さすがに王城でパーティが開かれることはない。

			　しかし、有力貴族たちが王都に集まっており、多くの貴族たちが顔を売る機会を無駄にしたくないと考えていた。

			　その意を汲んでレナリール公爵が東の貴族たちを集めたパーティを自らの屋敷で開いている。

			　俺は招待客の一人としてパーティに参加しているのだが、さきほどからひっきりなしに様々な貴族が挨拶にくる。

			　たかだか男爵のもとに人が集まってくるのは、若年ながら男爵に任命されていること、レナリール公爵……テレサに気に入られていること。それだけでなく、カルトマン王子をお菓子でうならせ、彼にまた王都に来るようにとまで言わせたことが、すでに広まっているせいだ。

			　貴族たちは耳が早い。

			　すでに、俺が次期国王の御用達の菓子職人(パテイシエ)になったということが共通認識になりつつある。

			　……かなり、やりにくい。

			　相変わらず、こういう政略の世界は苦手だ。

			　早くアルノルト領に戻って、領地の発展とお菓子作りに精を出したいものだ。

			　ティナとクロエを探す。

			　二人とも、レナリール家の使用人に交じって働いている。

			　パーティに参加することはできないが、こうして使用人としてなら一緒にいられる。

			　ティナが俺のそばにいるためにと提案し、クロエも参加してくれた。

			　二人が近くにいてくれるだけでがんばれる気がする。

			　それにしても、今日は会話が切り上げにくい。しつこく食らいつかれる。

			　レナリール公爵家のパーティの時も、かなり拘束されたが、今回は異常だ。

			　それだけ、王家の方々に気に入られたことが大きいのだろう。

			　俺が解放されるのは、話している貴族よりも上位の貴族が来て、しぶしぶ話していた貴族が去っていくパターンぐらいだ。

			　そして、今も。

			「クルトくん、お疲れ様。よくがんばったな」

			「フェルナンデ辺境伯！」

			　彼が来たことで、侯爵と伯爵が去っていく。

			　しつこく、なおかつ苦手なタイプの貴族だったので助かった。

			「ははは、成長したと思ったのだが、まだまだ未熟だね。そんな露骨に安堵した様子を見せてはだめだよ。貴族たるもの、常に弱みを見せてはいけない」

			　そう言われて、わが身を恥じる。

			　貴族としての在り方はこの人から多く学ばせてもらった。

			「お恥ずかしい限りです。私はまだまだ貴族として未熟のようです」

			「精進したまえ、……それにしても王家の方々にあんな褒(ほう)美(び)を要求するとはね。見ていて肝を冷やしたよ。でも、実に君らしい願いだ」

			「望みと言われて、浮かんだのがアレしかなかったんです。秋の終わりにアルノルト領に来てください。新たなアルノルトの魅力を披露させていただきます」

			「うむ、楽しみにしているよ。それからクルトくん。君も察していると思うが、ここに来ているのは私だけではない」

			　うすうすと気付いていた。この人がいるということは……。

			「クルト様、お父様から聞きました。すごくかっこよかったと。私もクルト様が男爵になる瞬間をこの目で見たかったですわ」

			　ファルノも来ていた。

			　さくら色の髪を揺らしながら、フェルナンデ辺境伯の後ろから出てくる。

			　おろしたてのドレスで気合が入っているようだ。

			「ファルノもわざわざ来てくれてありがとう。最強の援軍を送ってくれて助かったよ」

			　ファルノがヴォルグを送ってくれたおかげで、余計な邪魔が入らずお菓子作りに専念できた。

			　彼がいなければ、間違いなく苦戦をしただろう。

			「クルトくん、ファルノ、踊ってきなさい。クルトくんは疲れているようだ。私たちと話すより頭を空っぽにして踊るほうが、ずっと気が休まるだろう」

			　俺にとってもありがたい提案だ。

			　こうして、フェルナンデ辺境伯とファルノが来てくれたとはいえ、遠巻きに眺める貴族たちの視線がわずらわしい。

			　踊っていれば、気にしないで済む。

			「クルト様、踊っていただけますか」

			「喜んで」

			　俺はファルノの手をとって踊り始めた。

			　その様子を、ドリンクを運んでいるティナとクロエがうらやましそうに見ている。パーティが終わったあとでティナやクロエとも踊ろう。

			　あの子たちは、踊りが好きなのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　曲に合わせて踊る。

			　ちょっと前までダンスなんてまったくできなかったが、こうして何度か社交界に出ているうちに様になってきた。

			「クルト様、すごいですわ。ちょっと見ないうちにすごくお上手になっています」

			「踊ってくれる人に恥をかかせるわけにはいかないからね」

			　上達が早かったのは槍の鍛錬のおかげもあるだろう。

			　すぐれた体幹と重心移動の感覚はダンスと共通したものがある。

			　曲が終わった。

			　お互いに上気した顔で見つめ合う。

			　そうしていると、罪悪感がわいてくる。

			　ファルノは俺を慕ってくれている。だけど、俺は……。

			　今はまだ、それを言う場ではない。

			　いつかはきっちりと言葉にしよう。それが俺にできる唯一の誠意だ。

			　次の曲が始まるのを待つ。

			　しかし、なかなか次の曲が始まらない。

			　周囲の貴族たちの視線が一点に集まっていく。そこは壇上だった。

			　テレサが現れた。

			　その服装に違和感を覚える。

			　いつも彼女はすらっとしたスタイリッシュなドレスを好んで着る。だが、今の姿はドレスではなくスーツだ。

			　完璧に着こなしているが、女性がスーツを着るのはひどく珍しい。

			　……うぬぼれかもしれないが、俺と待合室で交わした会話が影響しているのだろう。

			「親愛なる東の貴族たち。今回は集まっていただき感謝するわ。知っての通り、東に新たな男爵が生まれたの。改めて、彼を紹介するわね。四大公爵たちの晩餐会で全員を唸らせ、今度は王家の方々をも虜にした、東の至宝たる菓子職人(パテイシエ)……クルト・アルノルト。さあ、アルノルト男爵。壇上にあがりなさい」

			　周囲の視線が、テレサから俺に集まる。

			　壇上までの進路にいた貴族たちが道を開けてくれた。

			　その道を真っ直ぐに進み壇上にあがる。

			　そして、テレサが俺を見た。挨拶をしろということだろう。

			　ちょうどいい、そろそろ俺が作った菓子を運び込む頃合いだ。

			　深呼吸する。

			　男爵としての初めての挨拶だ。

			　男爵として恥ずかしくない。そして俺らしい挨拶をしないといけない。

			「皆様、私がクルト・アルノルト……男爵です。レナリール公爵、フェルナンデ辺境伯、父や弟のヨルグ。アルノルト領の民、精霊の里の友人、たくさんの良き隣人たちのおかげで、若輩の身ながら男爵になることができました。ありがとうございます」

			　一人ひとりの顔が脳裏に浮かぶ。

			　みんなが支えてくれたからここまでこれた。俺一人ではどこかで破滅していただろう。

			「せっかくなので、私がどんな人間かを説明させていただきます。我がアルノルトは、未開の土地で開拓を行う田舎の貧乏貴族です。貧しく辛い暮らしをしてきました。その貧しい生活の中でも、幸せになるための何かを探しました。それが私にとってのお菓子です」

			　甘いものを食べると幸せになれる。

			　辛い生活の中でも、たったの一つの幸せ、甘いお菓子があれば耐えられる。

			「その甘いお菓子は、アルノルトの民を幸せにし、それだけでなくエクラバで売り出すことでアルノルトを潤し、エクラバから国中に広まりたくさんの人々を幸せにしました。そして、私が男爵になれたのもお菓子の力です。私はお菓子の力を信じています。自分も、周囲の人間も、みんなを幸せにするお菓子を愛している。……だからこそ、世界一の菓子職人(パテイシエ)を目指しております」

			　指を鳴らす。

			　こうして挨拶をすることは聞いていなかったが、合図をするとお菓子が運ばれるように事前に打ち合わせはしていた。

			　扉が開き、今日のために用意していたお菓子が運ばれて来る。

			「このままでは、ただの自慢で終わってしまうので、私が作るお菓子で、幸せをお裾分けします。お菓子の力を感じてください。これより振る舞うは、ショコラ・プティングケーキ」

			　ティナとクロエを含む使用人たちが貴族たちにショコラ・プティングケーキを配っていく。

			　その名の通り、チョコレートソースがたっぷり入った黒いプリンがスポンジの上に乗っており上質で軽やかな生クリームでデコレーションされている。

			　ただ、スポンジケーキの上にプリンを乗せただけじゃない。

			　温度差と材料比率の魔法だ。

			　火を通していくと先に固まったスポンジの欠片が自然に浮いていき、上のほうでスポンジが固まり、次に下のプリンの層が固まり継ぎ目がないプリンケーキが生まれる。

			　それを冷やしてひっくり返し、デコレーションして生まれたのがショコラ・プティングケーキだ。

			「エクラバで開かせてもらった菓子店Arnold(アルノルト)、その看板メニューのプティングにチョコレートを使い、さらにはケーキも一緒に楽しもうという贅沢なお菓子です。美味しいだけじゃない、驚きと遊び心も忘れない。それがArnold(アルノルト)のお菓子です。これが私の自己紹介。ぜひ、Arnold(アルノルト)をお楽しみください」

			　一礼する。

			　そうした途端、貴族たちが待ちわびたとばかりに、ショコラ・プティングケーキに手を付け始める。

			　運ばれてきてから、みんなそわそわしていた。

			　チョコレートという、未知だが公爵たちや王家の方々を満足させたと噂になっており食べることがステータスとなっている未知の食材。

			　プティングも、エクラバの菓子店Arnold(アルノルト)でのみ提供される幻のお菓子として評判が高い。それに加えて、ケーキまで一緒に味わえる夢のお菓子がショコラ・プティングケーキだ。

			　夢中になるのも無理はない。

			　貴族たちが一斉に食べ始めて、絶賛の声を上げる。

			「この高貴な苦さと甘さの融合、これが夢にまで見たチョコレートか」

			「ああ、プティング。この独特のなまめかしい食感、何度食べても飽きませんわ」

			「ケーキと一緒に食べるとまた違った食感と味が楽しめて素晴らしい」

			「生クリームがかかったところと、かかっていないところ、食べ比べてみると面白いよ」

			　ショコラ・プティングケーキは大絶賛だ。

			　見た目のわりに手間はかからないし、テレサが販路を整えてくれたのでカカオが安く手に入るようになった。

			　エクラバの菓子店Arnold(アルノルト)の限定メニューに出すのもいいだろう。

			　そうして、自己紹介は終わり、パーティに戻ったあとは再び貴族たちに囲まれたが、俺を利用しようとしている人たちだけでなく、俺個人やお菓子に興味を持ってくれた人たちが増えてやりやすくなった。

			　パーティに招待するから、そこで菓子を振舞ってくれという貴族も多かったが、エクラバの店で購入してくれとお茶を濁した。

			　あの店はそういう意味でも便利だ。

			　そうして、王都での最後の仕事が終わった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日の朝、竜車の着陸場に来ていた。

			　今は、竜車の到着を待っている。

			　いよいよ、アルノルトに帰る。

			　同じ馬車には見送りに来たテレサも乗っている。

			　彼女も自身の領地に戻るが、アルノルト行きとは別の竜車なので、ここでお別れだ。

			「クルト、お疲れ様。あなたはよくやったわ」

			「テレサが力を貸してくれたからだ。ありがとう」

			　友達として付き合っていく。

			　そう決めたので、テレサと呼ぶことにも敬語で呼ばないことにも抵抗はなくなった。

			　テレサがぼうっとしている。

			「どうかしたのか？」

			「いえ、テレサとあなたが呼ぶものだから、どきっとしちゃったの。ずっといい友達でいると決めたのに不思議ね」

			　テレサは微笑む。

			　きれいで透き通った笑みで、どきりとしてしまう。

			「クルト、お願いがあるの。私を振ったお詫びに聞いてくれないかしら？」

			「俺にできることなら」

			「私はレナリール公爵家の血を絶やすわけにはいかないわ。レナリール公爵家の血を引いているのは私だけだから、私がなんとかしないといけないの。でも、本当の恋を知った以上、政略結婚は嫌なの。養子をとるという手もあるけど、あまり気が乗らないわね」

			「その問題は理解できる。だけど、俺に協力はできる気がしないよ」

			　そういうと、にやりとテレサが笑う。

			「協力できるわ。別に恋人になる必要はないけど、私にあなたの子を産ませてくれないかしら？　あなたの子なら産みたいし、愛して育てる自信があるの。あなたに迷惑はかけないわ。逆に、あなた以外と体を重ねるのは嫌だから、協力してくれると助かるのだけど」

			　俺は言葉を失った。

			　ティナとクロエも顔を真っ赤にしている。

			　なんとか、落ち着こう。

			「……すまない。俺には協力ができないことだ」

			「そう、残念ね。気が変わったら言って。私のほうはいつでもいいから」

			「冗談じゃないんだな」

			「こういうことを冗談で言えるような女はこの世にいないと思うわ」

			　テレサの顔は真顔だった。

			　完璧に本気だ。

			　だからこそ、友達としてアドバイスをしよう。

			「きっと、いつかテレサの前にはいい男が現れるさ。それこそ、俺よりずっといい男がな」

			「期待せずに待っているわ。それと、今の言葉は減点よ。とくにあなたが好きな女の子の前ではね。あなたを好きになった子に失礼よ。ふふ、お菓子作りほど、女の子の扱いはうまくないのね」

			　一本取られた。

			　たしかに、俺より魅力的な男がいるというのは、俺を好きになってくれたティナの前で言うのは最低だ。

			　ティナを最高の女性と思っているなら、俺も最高の男性でないといけないのに。

			「本当に何から何まで世話になったな」

			「惚れた弱みね。だから、あなたに甘くなることは諦めているわ。あら、もうアルノルトに向かう竜車が着いているわね」

			　彼女の言う通り、竜車が着陸しており荷物を使用人たちが積み込んでいた。

			　しばらくして、こちらを呼ぶ声が聞こえてくる。

			　いよいよテレサとも王都ともお別れだ。

			「テレサ、改めてありがとう。そしてお別れだ。……さすがに後継者問題で協力はできないが、他のことなら協力するつもりだ。困ったことがあったら連絡してくれ」

			「そうさせてもらうわ。クルトのことはこき使うから覚悟をしておきなさい」

			　二人で笑いあう。

			　名(な)残(ごり)おしいが、これで会話は終わりだ。

			　背を向けて竜車に向かう。

			「クルト」

			　そんな俺の背中にテレサが声をかける。

			「私を振ったのだから、ちゃんと好きな人を幸せにしなさい。それから、あなたは誰より幸せになりなさい。命令よ」

			　返事はしない。

			　彼女もそれを望んでいない。

			　ティナとクロエと共に竜車に乗り込んだ。

			　竜車が天を舞う。

			　ティナが口を開いた。

			「レナリール公爵、かっこいい女性でしたね。私もああなりたいです」

			「そうだな。彼女はかっこいい。でも、ティナにはティナの魅力があるよ。テレサみたいになる必要はないさ」

			　ティナを好きになったのはそこじゃない。

			　王都がどんどん小さくなっていく。そして、完全に見えなくなった。

			　今日中にアルノルトに着くだろう。

			　アルノルトに着けば、いろいろとやりたいことがある。長い間留守にしたが、その分たくさんのものを得た。

			　その力でアルノルトを豊かにしていくのだ。

		

	
		
			第13話　父と子と

			　

			　竜車でアルノルトを目指していた。

			　アルノルトのような弱小貴族では一生に一度乗るかどうかという竜車に、最近ずっと乗っている気がする。

			　もふもふのキツネ尻尾を振りながらティナが窓から身を乗り出す。窓を開けたことで風が吹き込み、クロエの金色の髪が乱れる。

			「やっと帰ってこれました。クルト様、私たちのアルノルトです！」

			　明るい声だ。

			　アルノルトに戻って来れたことが、よほどうれしいようだ。

			　俺も離れていた期間は一月にも満たないのに故郷を懐かしく思っている。

			　竜車の中にはお土産がたっぷり詰まっている。早く村のみんなが喜ぶ顔を見たい。

			「ヨハンたちはちゃんと蜂と鶏の世話できているでしょうか？」

			「ティナは心配性だよね。ヨハンはああ見えてしっかりしてるから大丈夫だよ」

			　ティナが村の子供たちのことを心配し、クロエが諭す。

			　あの子たちは頼りになる。きっと大丈夫だろう。

			　とはいえ……。

			「気持ちはわかるよ。俺もミルのことが心配だしね。あの子なら無事にやっているとは思うけど、限定メニューが成功しているといいが」

			　エクラバの孤児だったヨハン率いる子供たちの中で、ひときわ菓子作りの才能があった少女ミル。

			　彼女は育てれば戦力になると思い、つきっきりで菓子作りを教えていた。

			　エクラバの菓子店Arnold(アルノルト)の定番メニューにおいては、一定の品質を保てるようになったこともあり、そちらは心配していない。

			　だが、新しいメニューを作らせたのは初めてで心配なのだ。

			　俺が作ったババロアをアレンジするだけとはいえ、教えたことを真似るのではなく、自分で新しい道を見つけ、俺のお菓子ではなく、ミルのお菓子を出すのはハードルが高い。

			　だが、不安だけでなく、楽しみとも思っていた。

			　ミルの作る、彼女のセンスが輝く新作ババロアを食べてみたい。開拓村に戻ったら、ミルに作らせてみよう。

			　竜車の高度が下がり始めた。

			　しばらくして、村はずれに着陸する。

			　いよいよ、アルノルト領に到着だ。

			「ティナ、クロエ、お疲れ様。無事、帰って来れたようだ。今日の仕事は最低限にして、家に戻ったら、ゆっくりと休んでくれ」

			「はい、お言葉に甘えます」

			「だね。ごちそうとかはいいから、ぐっすり寝たいよ」

			　王都にいる間はずっと気が休まらなかった。アルノルトについて、ようやく緊張の糸が緩んだ気がする。

			　俺もクロエと同じように、ごちそうではしゃぐより、体を休めてぐっすり寝たい。

			「クルト様はどうなされるのですか？」

			「俺は本村のほうに行くよ。男爵になったことを、真っ先に伝えないといけない人がいる」

			　おそらく、明日でもいいのだろう。だけど、彼は一秒でも早く連絡をほしいと思っているだろう。

			　だから、無理をしてでも今日行くのだ。

			　……父さんのもとへ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　村まで歩いていき、村人たちに竜車に積んであるお土産を倉庫に運ぶように指示をだした。

			　そして、村長代理のソルトに無事男爵になったことを伝え、馬で本村に向かった。

			　ティナやクロエには、不在時の村の様子を確認してもらう。

			　いつのまにか、夏は過ぎ去り秋も終わりが見えてきた。

			　春にアルノルトの後継者と認められてからの日々は流れるように過ぎていく。本当に忙しい日々だ。

			　ありとあらゆる状況が目まぐるしく変わっていた。

			「次期当主になって、菓子店を開いて、男爵になって、今でも信じられないな。……だが、まだまだこれからだ」

			　アルノルトをこれからもっと豊かにしていく。

			　そして、俺の世界一の菓子職人(パテイシエ)になるという夢もこれからなのだ。

			　俺はそんなことを考えながら、馬を走らせた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　本村の屋敷に戻ると、使用人たちが快く出迎えてくれる。

			　かつてとはえらい違いだ。ヨルグが後継者になると思われていた時は、彼らはかなり適当な対応だった。

			　父の執務室に通された。

			　相変わらず、整理されているが効率一辺倒で色気のない部屋だ。

			　そこが父らしくて好きだった。

			　部屋の中央まで歩くと、椅子に座っていた父が立ち上がり、口を開く。

			「クルト、よくやってくれたな。……まさか、アルノルトの悲願がこんな形で達成されるとは思ってもいなかった」

			　准男爵というのはなんちゃって貴族にすぎない。

			　男爵となり、正式な貴族となるのはアルノルトの悲願だった。

			「父さん、まだ男爵になれたとは報告していないよ」

			「おまえの表情を見ればわかる。それに、おまえなら失敗などしないだろう」

			　こんな時でも父は笑わない。

			　だけど、俺にはわかる。

			　平坦で硬い声にどこか柔らかさがある。口元がほんのわずかだが緩んでいる。父にとって最大の喜びの表現だ。

			「父さんに厳しく育てられたおかげです」

			「……少し反省しているのだ。クルトには厳しく接しすぎた。おまえはどれだけ厳しくしても、私の教えを学んでくれた。手間がかからず素直でいい子だったからこそ、辛くあたった」

			「父さん、どうしてそんなことを急に」

			　父が背中を向ける。

			　その背中が急に小さくなったように思える。

			「謝りたかった。私はおまえに甘えていた。ヨルグと違って、一人で生きていける、アルノルトの外でも才能を活かせるはずだと、私の気持ちを押し付け、夢を奪おうとした。悪かった。……クルト、これからは自由にしていい。アルノルトはおまえのものだ。私は引退する。今からおまえはアルノルトの次期当主ではなく、アルノルトの当主だ」

			　父が振り向いた。憑(つ)き物が落ちたような顔で俺を見つめる。

			　それを少し寂しく思った。
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			「まだ、早いですよ。今、父さんに隠居をされたらアルノルトは回らない。父さんがアルノルトを守ってくれるから、俺はアルノルトを豊かにするために動ける」

			　自然とそんなことを口走っていた。

			　間違ったことは言っていない。だが、これは建前だ。本当は父にまだ、前にいてほしいというわがままだ。

			「クルト、安心しなさい。当主を譲っても私は今まで通りアルノルトを取りまとめていく。肩書きが変わるだけだ。当主を譲るのは、おまえが当主の肩書を得ることに意味があるからだ……それにな、ヨルグが帰ってくると言っている。ヨルグがいれば、いずれ私の力は不要になる」

			「ヨルグが!?」

			　ヨルグはアルノルトを出て奉公に出ていた。

			　ヨルグの活躍は聞いている。勤勉に働き、人当たりもよく、信用を勝ち取っている。

			　てっきり、アルノルトに戻ってくることはないと思っていた。

			「ずいぶんと先方に引き留められたようだが、決意は固いようだ。『兄への償いがしたい、何より兄と一緒にアルノルトの未来を見たい』と手紙にはある」

			「あいつが……」

			　少し驚いた。

			　だが、ヨルグが帰ってくるのはうれしい。

			　内政面の人材が足りなかったし、兄としてあいつと語り合いたかったのだ。

			「それからな……戻ってくる時に一人の女性を連れてくる。先方があいつを引き留めるために、娘との婚姻を提案したのだが……それでもヨルグの決意は固く戻ってくることになった。するとな、先方の娘は本気でヨルグに惚れていたようで、ヨルグについてくると言って聞かなかったらしい。……悪いことをした。何かしらの形で先方には償いをしたい」

			　それは、すごい。

			　本気でヨルグを好きになってくれる人が現れたのか。

			　傍にそんな人がいれば、ヨルグはアルノルトでもがんばっていけるだろう。

			「償いにアルノルトの養蜂技術の提供を持ち掛けてみます。さすがにヨルグを育てていただいただけでなく、大事な娘までいただいたのですから相応のものを渡さないと。……それから、あいつの結婚式、ウエディングケーキは任せてください。とびっきりのケーキを作ります」

			　近代養蜂の技術は金脈になりえる。ヨルグが世話になった上に娘までもらってしまったのだ。近代養蜂の技術を差し出すことに抵抗はない。

			　そして、ヨルグの結婚は全力で祝福しよう。

			　菓子職人(パテイシエ)なりのやり方でだ。これが俺が弟のためにできる最大の祝福だ。

			　父が苦笑する。

			「きっと、ヨルグも喜ぶだろう。……クルト、今日は時間があるのだろう？　夕食を一緒にどうだ？　とっておきの酒もある」

			　父が棚からワインを取り出す。

			　ずいぶんと年代物だ。アルノルトの財力ではとても買えないような高級ワイン。

			「それは？」

			「これは、おまえが生まれた年に買ったワインだ。いずれ、おまえが当主を継ぐか、アルノルトから巣立つ時、ともに飲もうと決めて取っておいた」

			「……それは楽しみです。父さん、今日は徹底的に飲みましょう」

			　父が頷く。

			　夕食に提供された料理は懐かしい味がした。母は死んでいるが、その味は使用人たちに受け継がれている。

			　母は自分で厨房に立つ人で、アルノルトで一番の料理上手だった。

			　彼女は領民たちに慕われ、請(こ)われれば料理を教え、教わった人たちが子へと受け継いでいる。

			　もっと贅沢な材料や、多種多様な調味料を使った料理もずいぶんと食べてきた。

			　それでも、この味を食べるとほっとする。俺にとって故郷の味だ。

			　父に、ワインを注いでもらう。父にワインを注がれるのは生まれて初めての経験だ。グラスをぶつけ合い飲み干す。

			　幸せの味がした。

			「クルト、もうすぐ冬だな」

			「はい、そろそろ冬越えのための準備が必要です。今年は、豊作で、事業が成功したおかげで金にも余裕がある。全員で冬を越せるでしょう」

			「そうだな。毎年この時期には頭が痛くなるが、クルトのおかげでゆとりがあるよ」

			　アルノルトの領地では、どうしても毎年冬には食糧不足で餓死者や、燃料不足で凍死者が現れていた。今年からは、そんなことは起こさせない。

			「クルト、次は何をするつもりだ？　おまえのことだ。また突拍子のないことをするのだろう」

			「いえ、当面は養蜂とエクラバの菓子店に注力します。春になれば、新しい事業を始めますが、秋と冬は守りに入ります。……個人的になら、やり遂げないといけないことがありますが」

			　何をするにも冬の間は動かないほうがいい。

			　アルノルトの冬は過酷だ。

			　領民たちの冬越えもそうだが、せっかく増やした蜂や鶏たちのこともある。

			　冬は菓子店Arnold(アルノルト)の運営の仕方も工夫が必要になるし、他の街からの客足も目に見えて低下する。

			　今の状況で、新規事業は始められない。なので、そういったものは春からだ。

			　だからこそ、空いた時間で俺個人として必要なことをする。

			「クルト、個人的にやり遂げないといけないこと、それを聞いてもいいか？」

			「一番大事な人に、最高のお菓子を届けることです」

			　かつての約束を思い出す。

			　俺は、ティナに望みを聞いた。すると、彼女は世界で一つだけの自分だけのお菓子を作ってと言ったのだ。

			　そのアイディアがようやく浮かんだ。

			　だから、ティナのために、ティナをイメージした最高のお菓子を作り、俺とティナが満足できるものができれば……プロポーズをすると決めたのだ。

			　銀色で柔らかくて、暖かい。ティナの名前を冠したお菓子のイメージはすでに出来上がっている。

			「おまえらしいな。応援している」

			「はい、一世一代の大勝負です。必ず成功させます」

			　そうして、親子二人でとりとめのない話をつづけた。

			　父とここまで腹を割って話したのは初めてだ。親子のわだかまりが解けていく。

			　ヨルグとも、こうして話したいものだ。

			　そうして、夜は更けていった。

			　自分の部屋で眠りにつく。部屋はあのころのままだ。

			　今日は優しい夢を見れる気がした。

		

	
		
			第14話　思い出とがんばりのバヴァロアーズ ピスターシュ・タルト

			　

			　翌日の朝に実家を後にした。

			「それにしてもヨルグが戻って来て、しかも結婚するとはな」

			　父の話ではヨルグが戻ってくるのは春か夏の予定らしい。

			　それまでに、向こうでの仕事を終わらせ、継続的なものを引継ぎするそうだ。

			　ちなみに、先方はまだヨルグをあきらめていないらしく、冬の間に説得する気満々らしい。

			　春に会うのが楽しみだ。一年でヨルグがどれだけ変わっているかを知りたい。

			　俺は馬を駆り、村へ急ぐ。

			　村に戻れば愛弟子のミルに任せていたArnold(アルノルト)の限定メニューを食べさせてもらう。それが楽しみで仕方なかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　とばして走ったおかげで、予定よりも早く開拓村に着いた。

			　男たちはもう外に出て働き始めている。アルノルトの本分である土地の開拓だ。

			　木を切り倒すために斧を叩きつける音が響いており、この音を聞くと帰ってきた気がする。

			　さらに、村の中心に向かうと大厨房の屋根から黙々と煙が出ていて甘い匂いがした。

			　今日出荷する分のお菓子を焼いているのだろう。

			　匂いだけでわかる。いい出来だ。ちゃんとArnold(アルノルト)のお菓子になっている。

			　お菓子作りに一番大事なのは勘だ。

			　日ごとの気温、湿度、天候、材料の質のばらつき。

			　それらで微妙に材料の配分や水の量、焼成時間を変えないといけない。

			　生まれ変わる前なら、温度も湿度も空調設備で調整でき、いつも一定の環境で作業ができた。

			　だが、この世界ではそれは叶わない。どうしても菓子職人(パテイシエ)の勘が必要になる。

			　店を構えた場合、一定の水準を維持するというのは意外と難しい。俺がいなくてもそれができるのはミルという天才がいたからだ。

			「……作業中に顔を出しても邪魔になるか。ここはもう少し後にしよう」

			　一刻も早くミルに会いたいが我慢して、先に蜂の世話をしているヨハンたちのところに向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺が不在時にも大きな問題はなかったようだ。

			　開拓中の怪我人もなく、蜂や鶏も元気にしている。

			　一通り見て回ったころ、竜車がエクラバ方面に飛んでいった。

			　積み荷はお菓子で、菓子店Arnold(アルノルト)へ向かっているのだろう。

			　ミルたちの菓子作りがひと段落したようだ。

			「そろそろ、行くか」

			　今なら邪魔にならないだろう。期待を胸に大厨房に向かう。

			　厨房に近づくと、菓子作りを任せている女性たちが出てきた。

			　一人ひとりに挨拶をしつつ、先に進んで大厨房の中に入る。

			　ミルが一人居残って、今日作ったお菓子を作りながら難しい顔をしている。

			　お菓子の研究をしているのだろう。

			「精が出るな」

			「クルト兄様！　お帰りなさい！」

			　俺に気付いたミルが目を輝かせて駆け寄ってくる。

			「俺がいない間、店を支えてくれてありがとう。ミルがいなければ店を閉めていた。俺の味を出せるのはミルだけだよ」

			　開店したばかりで長期間店を閉めるのは店にとってとんでもないマイナスだ。

			　それでも、Arnold(アルノルト)にふさわしくないお菓子を出すぐらいなら店を開けないという選択をしていただろう。

			「……いえ、そんな、まだまだです。作りなれたドライフルーツケーキとクッキーぐらいしか、クルト様の味が出せないし、それだって、クルト兄様に近いだけで、クルト兄様にはかなわない。だけど、クルト兄様にそう言ってもらえるのはうれしいです」

			　ミルが顔を赤くする。

			　この子は、褒(ほ)められることになれていない。

			　それに孤児だったことがあり、父や兄というものにあこがれをいだいている。

			　俺は菓子作りの師匠であると同時に、この子にとっていい兄でありたい。そんなことを思うようになった。

			　ミルが急にまじめな表情になり口を開く。

			「あの、クルト兄様。お願いがあります！」

			「なんだい？」

			「わたしのお菓子を食べてください！　クルト様の不在時に作った限定メニューです！　誰よりもクルト様に食べてほしいんです！」

			「驚いたな。俺のほうから食べさせてくれって頼むつもりだったんだ。さっそく、ミルが作った菓子を食べさせてくれ」

			「はい！　すぐに持ってきます。ちょうど焼き立てのがありますから！」

			　焼き立てという言葉に首を傾げる。

			　ミルが駆け足で厨房の奥に消えていく、しばらくすると皿に限定メニューを載せてやってきた。

			　そのお菓子を見て驚く。

			　ミルには、一からレシピを考えるのは難しいと思い、俺が作ったババロアをアレンジするように言っていた。

			　だが、出てきたのはタルトだ。

			　それもホールで作ってカットするものではなく、小さく可愛らしい物。

			　キツネ色のタルトに緑色のペーストを注ぎ、さいごに生クリームを乗せてある。

			　女性に喜ばれそうな綺麗なお菓子だ。
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			「ほう、てっきり俺が作ったババロアのレシピを元に、使う果物を変えたものをイメージしていたが、まったく新しいお菓子を作るなんて、冒険したね」

			　ミルは俺の想像を超えてくれた。

			　より、食べる楽しみが増えた。

			「とんでもないです！　わたしはクルト兄様が作ってくれたお菓子を組み合わせて味を調整しただけです。まだまだ、わたしじゃ一からレシピを考えるなんて無理ですから！」

			　ミルは手を大きくふる。

			　俺の教えたお菓子を組み合わせた？　こうして見ているだけでは、その意図がわからない。

			　まずは食べてみよう。そしたら、わかるはずだ。

			「……旨い」

			　タルト生地はサクサクと軽やか、中の緑のペーストは力強く滑らかで、生クリームの甘さも絶妙。

			　……これは確かに俺がミルに教えたお菓子を組み合わせたものだ。

			「なるほど、これはタルトだけどババロアで、俺が教えたお菓子だ」

			「はい！　いくら美味しいババロアを作っても、やっぱりお客様も、似たようなメニューが続くと、どきどきしないと思ったんです！　でも一からメニューを考える自信もなくて、クルト兄様のお菓子を組み合わせました」

			　この緑のペーストはババロアだ。

			　そして、ババロアのアレンジをする際、使う果実を変えるのではなく、ピスタチオというナッツを使っている。

			　力強く、コクがあるピスタチオとのバランスを取るために生クリームの割合を多くして洋酒を利かせていた。

			　ピスタチオを使ったババロアには、バヴァロアーズ・ピスターシュという老舗洋菓子店の看板メニューがある。それぐらいにババロアとピスタチオの相性はいい。

			　果物ではなく、ナッツをババロアに使うという発想、なおかつきっちりとピスタチオに合わせた仕上げをしてくるあたり、ミルは天才だ。

			「美味しいよ。想像以上だ。ただ、欲を言うとタルト生地と合わせるなら、もう少しババロアは柔らかくしたほうがいいし、ピスタチオクリームに火を通しすぎて香りが飛んでいる。それにピスタチオのババロアは重い。タルト生地のバターを控えめにしたほうが全体のバランスが整うよ」

			「あっ、たしかにその通りです。気付きませんでした！　作り直してみます！」

			「完成したら、自分の舌で俺のアドバイスが正しいか試してみてくれ。まさか、ババロアと歓迎会で出したラズベリータルトから、こんなお菓子を思いつくとはな」

			　……タルト生地とピスタチオを使うという発想。

			　その大(おお)本(もと)になったのは、孤児たちを村に招き入れた時に俺が振る舞った、ラズベリータルト。

			　栄養不足の子供たちのために、生クリームにたっぷりピスタチオクリームを混ぜたものを使った。

			　それを覚えていたからこそ、ミルはここにたどり着いたのだろう。

			「わたしにとって、クルト兄様が作ってくれたピスタチオクリームたっぷりのラズベリータルトは世界で一番美味しいお菓子です！　その時の感動が忘れられないんです！　だから、実は好きなメニューを作っていいって言われた時、まっさきにピスタチオが浮かんだんです。……さっきは偉そうにお客様のためって言ったけど、実はピスタチオのババロアを試しに作った時、それだけでも美味しいけど、もっと美味しくするためにはタルトと一緒のほうがいいって思いついて」

			　ミルが、まくしたてる。

			　彼女の言う通りピスタチオのババロアは美味しいが力が強すぎる。そのまま食べるよりもタルトのような生地と一緒のほうがいいだろう。

			「その思い付きが大事だ。これだけ応用力があるなら小手先のことを教えるより、もっといろんなお菓子を食べてもらって引き出しを広げたほうが良さそうだ。そっちのほうがミルは成長できる」

			　そういうと、ミルが目の前まで急接近してくる。

			　そしてぎゅっと手を握って胸の前に持ってきて、俺の顔を見上げてくる。

			「お願いします！　もっともっとクルト兄様のお菓子を食べたいです！　もっと新しいお菓子を知りたいんです！」

			　物怖じせずに懇願してくる様子に苦笑する。

			　その気持ちはわかる。

			　新しいお菓子を知れば知るほど世界が広がる。

			　ミルにはセンスはあるが、知識が足りない。実際に目で見て口にすることでどんどん成長していくだろう。

			「ああ、約束する。いろんなお菓子を作るから、きっちり学んでくれ」

			「うわぁ、楽しみだな」

			　口調が子供っぽくなっている。

			　まだ見ぬお菓子に夢中になっている。

			　楽しそうなところ悪いが、ミルに爆弾を放り投げよう。

			「ミルのために世界中の菓子を作って食べさせてやる。……その代わり、三年後にはエクラバの菓子店Arnold(アルノルト)をおまえに任せる。そのつもりで学んでくれ」

			「えっ、そんな、無理です。クルト兄様の代わりなんて」

			「大丈夫、ミルなら三年、俺から学べばできるようになるさ」

			　三年というのは菓子職人(パテイシエ)の修業期間としてはあまりに短い。

			　だけど、この子のセンスとやる気があれば可能だ。

			　その確信があった。

			「ううう、やっぱりできる気がしないです」

			「なら、ミルのために世界中の菓子を作ってあげるのはなしだね。俺のあとを任せられるからこそ、そこまでするんだ。俺の時間はそこまで安くないよ」

			　そういうと、ミルは大きく口を開いて、悩みに悩み、覚悟を決めた表情を見せた。

			「……クルト兄様、やって見せます！　だからお願いします！」

			　自信がないのは変わらないだろう。

			　この子は菓子作りの魅力を知ってしまった。だから、世界中の菓子を知るためにならなんでもする。

			　そして、これは根拠がない勢い任せの言葉じゃない。

			　できる自信はなくても、努力で埋める。死ぬ気で学ぶという決意の言葉だ。それが伝わるからこそ、俺はその想いに応える。

			「わかった。これから、村にいる間は一日一つ新しいお菓子を作ろう」

			「はい！　毎日学ばせてもらいます！」

			　俺のレパートリーは千近い。これで三年ほどは毎日違ったお菓子をミルに作る羽目になった。

			　だけど、可愛い弟子のためならその時間は惜しくない。

			　そして、三年経つころにはミルは名実ともに菓子店Arnold(アルノルト)を背負ってくれるだろう。

			　ミルに菓子店Arnold(アルノルト)を任せられれば、俺は最高の菓子職人(パテイシエ)になるという夢に、今よりのめり込める。

			　そんな日が来るのが楽しみだ。

			　そして、さっそくミルの作ってくれたピスタチオのババロアを使ったタルトを二人で改良していき、その後は早速ミルのために彼女の知らないお菓子、ミルフィーユを作り始める。

			　こうして、師弟の楽しい時間が過ぎていった。

		

	
		
			第15話　冬の匂いと大事な人たち

			　

			　なつかしい我が家に戻って来た。

			　ミルとの時間を思い返す。ミルのやる気はすごかった。

			　食い入るように、菓子作りの工程を見つめて、こまめにメモを取っていた。彼女はお菓子の材料や調理工程に出てくる単語だけは読み書きできる。

			　味わう際もしっかりと分析を行っている。工程の一つ一つの意味を自分で推察し、質問してくる姿勢は感心できる。

			　師匠としてミルのこれからが楽しみだ。

			　……次に教えるレシピを考えるだけで心が躍る。

			「ティナ、戻ったぞ」

			　声をかけると、足音が聞こえてきた。

			　キツネ尻尾を揺らしながらティナがやってくる。

			「おかえりなさい、クルト様。お疲れ様です」

			「ティナ、いい匂いがするな」

			「ふふ、楽しみにしてください。明後日のお祝いのために料理を仕込んでいるところです！」

			「本当にお祝いをやってくれるんだな」

			　微笑する。

			　村に戻って来る前、ティナが男爵になったお祝いを村で盛大にしようと言っていた。

			　祝い事は、いつも俺が取り仕切る。

			　しかし、今回はティナとクロエが俺に骨休みしてほしいから、準備は任せてくれと言ってくれている。

			　なかなか楽しみだ。

			　なにせ、自分で準備すると驚きがない。出し物も料理も全部わかっている。

			　なにより、運営が気になって純粋に楽しむ余裕がない。

			「もちろんです。それぐらいクルト様はすごいことをしたんですから！　村のみんなでお祝いをぱーっとやるんです！」

			「気持ちはうれしいが、先立つものが必要だろう。村の予算を使っていいぞ。自腹でなんとかしようなんて考えるな」

			　祝い事というのはそれなりに金がかかる。

			　小さな村とはいえ、数十人分の酒や食事を用意するのだ。

			　金庫の金を使ってもいいのだが、几帳面なティナのことだ。俺に無断で予算を使ったりしないはず。

			　ティナは、使用人としての給料をほとんど使わずにため込んでいるが、それを使わせてしまうのはあまりにも可哀そうだ。

			「大丈夫です。私のお金は使っていませんし、村の予算も必要ありません」

			　それでどうやって、予算と食材を確保しているのだろう？

			「ティナ、頼まれていたものを持って来ましたわ。クルト様の好物と聞きましたので、一級品を揃えましたの」

			　桃色の髪を揺らして、新たな来客が現れた。

			　俺の婚約者にしてフェルナンデ辺境伯の娘、ファルノだ。

			　おっとりしている彼女が珍しく張り切っている。

			　彼女の今の言葉でピンときた。

			「もしかして、今回のお祝いはファルノが金を出してくれたのか」

			「あっ、クルト様。もう、戻られていたのですね。うっ、失敗しちゃいましたわ。驚かすつもりでしたのに」

			　ファルノが、やってしまったという顔をしている。

			　ファルノとヴォルグは昨日のうちに戻ってきていたようだ。

			　俺が本村の屋敷に戻っている間にすれ違いになったのだろう。

			「ファルノ、気持ちはうれしいが村の祝いに金を出してもらう理由がない。さすがに受け取れないよ」

			　これはやりすぎだろう。

			　フェルナンデ辺境伯に、こういうことで借りを作りたくない。

			「いえ、受け取ってもらいます。男爵になったお祝いなのですから。婚約者の私としても何かしたいのです。……実働の部分ではあまり手伝えない分、できるところで手伝わせてください」

			「だが……」

			「あと、勘違いしないでくださいね。フェルナンデのお金ではありません。私、個人のお金です。実はクルト様の提供してくださった新しい農業の技術。その成功を見越して、とある大農場に投資していたんです。そのおかげで大儲けできました。クルト様のおかげで儲けたお金の一部を使うだけなので気になさらないでください」

			　春の終わりのことを思い出す。

			　俺は山梨の農家の生まれで、幼いころから農業に触れてきた。

			　過去の経験を活かし、たい肥の作り方を始めとしたいくつかの技術を村で実験し、成功したものを取り入れている。

			　その農業技術をフェルナンデ辺境伯に提供したことがある。

			　それで領内の農業のてこ入れだけでなく、投資までしているとは。

			　ファルノは計算には強いと言っていたのは誇張でもなんでもないようだ。

			「ファルノには驚かされるな」

			「いつも私を驚かせてばかりのクルト様には言われたくないセリフですわね。……今のうちにクルト様のためにできることはやっておきたいんです」

			　ファルノは寂しそうに笑う。

			　まるで、別れを悟っているように。

			　もしかしたら、もう俺の気持ちを見通してしまっているのかもしれない。

			　……ファルノとの婚約をフェルナンデ辺境伯が申し出た時、俺は断ろうとした。

			　その時ファルノは言ったのだ。一年間、この村で共に過ごし、俺がファルノに惚れたらその時には結婚。そうならなければ婚約解消と。

			　その約束をしたのは春。今は冬の入り口に差し掛かろうとしている。時間はもうない。

			　そして、春を待たずに俺の心は決まっていた。

			「では、クルト様。私はそろそろお暇しますわ。お互い、がんばりましょう」

			　何をがんばろうとは彼女は言わなかった。

			　去っていく背中に無意識に手を伸ばしかけてしまった。

			　女々しいな。

			　俺には彼女に手を伸ばす資格なんてないのに。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　屋敷に戻り、書類仕事を片付けてから村のなかを散歩する。

			　冬直前になると、村全体が慌ただしくなる。

			　すでに秋の収穫は終わっているので、開拓作業を行わない女性と子供は冬越えに精を出す。

			　広場で村人たちが何人も集まり共同作業をしていた。

			　冬が始まる前に、弱った山羊などの家畜を肉にし、保存食に加工するのだ。

			　冬になれば、家畜の餌も満足に手に入らないので備蓄分を切り崩していく。そうなると面倒を見られる家畜の数は限られる。だから、寒さに負けて冬を越せそうにない家畜から肉にしておく。

			　そして、肉は塩漬けにしてしまう。

			　そうすると、貴重な保存食になる。

			　こういうことが始まると今年も冬が来たと感じる。

			「うちも薪をたっぷりとため込んでおかないとな」

			　アルノルトの冬はたっぷりと雪が積もる。

			　雪山での薪拾いは自殺行為だ。

			　冬に薪が切れた時のことなんて考えたくない。

			　……今年は各家庭にたっぷりハチミツを配っておこう。冬にとれる貴重な栄養で食べる娯楽だ。

			　急に視界が真っ暗になる。

			　瞼に温かな手の感触。

			「だーれだ」

			　妙にしゃがれた声が聞こえた。

			　男か女かすらわからない声。

			「クロエだな」

			「うわっ、がんばって声を変えたのに、一瞬でばれた」

			「いくら声を変えようと、こんなことをするのはクロエしかいないからな」

			「ちぇっ、つまんないの」

			　視界が開く。

			　振り向くとエルフのクロエがいた。大きな籠を背負っている。

			「クルト、村を出るね」

			「……精霊の里に帰るのか」

			「あはは、まっさか。それともクルトは私に帰ってほしかったりする？」

			「そんなことは思ってない。クロエと一緒にいると楽しいしな。ずっと村にいてほしいよ」

			　クロエがからからと笑う。

			「お祝いのためにクルトが気に入ってくれたラママのお酒と、この時期にしか取れない果物を取って来るんだ」

			　ラママというのは米に似た穀物で、その酒は日本酒のように甘みがある酒で懐かしさを感じていた。

			　あれがまた飲めるのはうれしい。

			「楽しみにしてる」

			「楽しみにしておきたまえ。コルトおじさんの秘蔵のお酒をちょろまかしてくるから……あと、ついでに結婚を断って来る」

			「ごふっ、全然ついでじゃないだろ」

			　思わずむせてしまった。

			　人生の一大事じゃないか。

			「帰ってきたら、精霊の里から手紙が届いててびっくりしたよ。コルトおじさんがね。リューナっていう幼馴染が婚約を申し込んできたから、精霊の里に戻ってきて嫁げって言うんだよ」

			「……結婚をするかどうかなんて、そんなあっさり決めて良かったのか」

			「うん、いいの。わたしは、こっちにいるほうがずっと楽しいし。クルトとティナがいるからね」

			　結婚か。

			　クロエと結婚。今までまったく想像もしていなかった。

			　だが、クロエだってそういう年頃なのだ。

			「というわけで、行ってくるよ……ああ、へこむな」

			　クロエが、すねた口調で頬を膨らませてくる。

			「そんなに結婚を申し込まれたのが嫌か。むしろ、めでたいじゃないか。リューナっていうやつが嫌いなのか？」

			「そういうわけじゃないよ。リューナはいいやつだよ。結婚したら、ふつーに大事にしてくれるだろうし、ふつーに子供とか産んで、ふつーに幸せになれるとは思うよ……わたしがへこんでるのは、クルトがこれっぽちも嫉妬してくれないってことだね。わかっていたけどさ」

			　そこまで言うと、クロエは慌てて顔を隠して、そのまま背を向ける。

			「あっ、やばい。そろそろ出ないと暗くなっちゃう!?　ってわけで行ってくるね。ティナによろしく？」

			　クロエが、俺の返事も待たずに駆け出していく。

			　その背中を見送る。

			　今日は見送ってばかりの日だ。

			　空を見上げる。

			「……俺は幸せ者だな」

			　ティナもファルノもクロエも俺を祝うために全力で動いてくれている。

			　みんな、魅力的な少女だ。

			　こんな幸せ者、世界中のどこにもいないだろう。

			　今日は徹夜してでも、溜まっている書類仕事を全部終わらせるつもりだ。

			　そして、明日は森を一日中駆け回る。

			　ティナをイメージしたお菓子を作るために必要な食材がある。雪が降る前に手に入れておきたい。

			　もう一つ予定を増やそうと決めた。

			　みんなに、祝ってくれた礼をするためのお菓子を作るのだ。

			　領主として、村のみんなのため、お祝いを盛り上げるためのお菓子じゃない。クルトとしてティナとファルノとクロエに感謝と親愛を伝えるためだけのお菓子。

			　そんなものを作れば、せっかく俺を休ませるためにがんばっているティナたちに怒られてしまうかもしれない。

			　だけど、理屈抜きにそうしないといけない気がしていた。

		

	
		
			第16話　秋の恵みとパティシエの休日

			　

			　今日は久しぶりに丸一日休みとなっている。

			　ティナたちが気を利かせてくれたおかげだ。

			　その一日を無駄にしないために、今日しかできないことをする。

			　ミルに食べさせる教材用のお菓子とレシピをティナへと託したあと、森の中に足を踏み入れていた。

			　お菓子の材料集めのためだ。

			　秋のうちにどうしても、採取しておきたい材料がある。

			　ティナをイメージしたお菓子の材料になる。

			「今年もちゃんと実っているといいが……」

			　昨年、山を探索した時に自生していることは確認している。ただ、自生している場所が森の奥深くなので、こうして丸一日、休みじゃないと採取しに行くことができない。

			　久しぶりの森だ。

			　木々の匂いが懐かしく感じる。

			　土を踏みしめる感触が心地よい。

			　王都は素晴らしかった。衛生的で美しい。必要なものはなんでも買える。

			　アルノルトと比べてずっと文化的で快適な暮らしができた。

			　それでも、俺はアルノルトが好きだ。

			　アルノルトには足りないものばかり、森はけっして人にやさしくない。

			　しかし、付き合い方を間違えなければ恵みを与えてくれる友だ。何より、ここには大好きな人たちがいる。

			　好きだからこそ、もっと発展させていきたいと思う。

			「さて、そろそろ昼飯にするか」

			　ティナに、森に出かけると昨晩のうちに伝えていたこともあり、彼女は早起きして弁当を作って持たせてくれた。

			　ティナのお弁当も久しぶりだ。何が入っているか楽しみだ。

			　バスケットを開くとサンドイッチが詰まっていた。具は燻製鱒にティナの特製ソースをかけたもの。

			「さすがティナだ。昔、俺が褒(ほ)めたのを覚えてくれていたんだな。……旨い」

			　塩辛さとバターがよくマッチしている。

			　素朴だが丁寧な料理だ。実にティナらしい。力が湧いてきた。

			　さて、そろそろ出発しよう。早くしないと野宿する羽目になる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ずいぶんと森の奥まで来た。

			　ここまでくることは滅多にない。

			　去年、来た時も秋だった。

			　その時のことを思い出す。昨年は大変だった。もうすぐ、冬だという時期に、食料の備蓄も少なく金もなかった。

			　試算では数名分の食料が足りず、餓死者が出てしまうというところまで追い込まれていた。

			　だから、俺も領民たちも、限界まで山で狩りや採取をして食料をため込んでいた。

			　それにだって限界がある。

			　村に近いところでは、食べられるものは取りつくしてしまった。

			　だからこそ、魔力持ちで体力がある俺が、村のみんなが足を踏み入れられない危険な森の奥にまで踏み込んで食料を探す必要があった。

			　その甲斐あって、昨年の冬は全員乗り越えられた。

			　苦労も多かったが、そのおかげで素敵なものを見つけている。

			　それが、今日の採取に繋がっているのに運命を感じる。

			「今年もちゃんと実っているな」

			　目的のものがあって頬を緩める。

			　俺がほしかった秋の恵み。それは栗だ。

			　和菓子でも洋菓子でも使われる秋のお菓子の王様。

			　そのまま食べても美味しいし応用性も高い。

			　これを使う。

			　ティナをイメージした銀と金のお菓子の金にするのだ。

			　背負っている籠に詰めていく。

			　せっかく来たんだ。できるだけ持って帰ろう。お菓子に使う以外にも、冬に領民たちに配れば喜ばれるだろう。

			　栗は加工次第で保存期間が数か月はもつ。冬の甘味は凍てついた心を癒してくれる。

			　ぱんぱんになるまで栗を籠に詰めていく。

			　一つ、試しに割って、鬼皮をむいてみた。鮮やかな黄色で、大粒のいい栗だ。

			　この栗の周辺には木々が少ない。栄養を独り占めしているのだろう。

			　この栗なら、素敵なお菓子になってくれるだろう。

			　用事は済んだ。戻るとしよう。

			　籠の他にもポシェットもぱんぱんになっていた。

			　こちらには、栗以外の森の恵みもしっかりと詰まっている。

			　ここに来るまでにめぼしいものはしっかりと採取して、ポシェットに詰めていた。

			　目的の栗だけを拾って帰るのは寂しい。

			　これだけあれば、お菓子以外でもティナを喜ばせることができるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　トラブルもなく、日が暮れるころ、ようやく開拓村に戻ってくることができた。

			　弓矢は持っていなかったが、運よく見かけた兎を帰り道にナイフで狩り、夕食の確保までできている。

			　領民たちがせわしなく動き回っている。祭りの準備をしているようだ。

			　ティナとファルノがてきぱきと指示を出していた。

			　ティナが俺を見つけて手を振る。

			「あっ、クルト様。お帰りなさい、お菓子作りの材料は取れましたか？」

			「ばっちりとね」

			　背中の籠を見せつける。

			「これ、栗ですよね！　去年、クルト様が持って帰ってきてくれたのを覚えています」

			「あの時は仕留めた獲物優先であんまり運べなかったけど、今年はたくさん持って帰ってこれたよ」

			「うわぁ、楽しみです。ほくほくして、ほのかに甘くて、また食べたいと思っていました！」

			　ティナには、お菓子作りの材料を取りにいくとは言っているが、ティナのためのお菓子に使うということは秘密だ。

			　去年はただ、茹でて食べるだけだった栗をお菓子にすると驚くだろう。

			　ティナが昨年、美味しそうに食べていたのもティナのためのお菓子に栗を選んだ理由の一つ。

			「祭りの準備、忙しそうだな。手伝うことはあるか？」

			「ないです。クルト様、今回は私たちに任せてゆっくり休んでください！　みんなには悪いですが、明日のためのお菓子を作るとかもなしですよ！　その代わり、クロエが美味しい果物を振る舞ってくれますから！」

			　困ったな、明日はお菓子を作るなと釘を刺されてしまった。

			　ただ、あくまでみんなというのは村人だ。

			　ティナ、クロエ、ファルノのために作るお菓子は大丈夫だろう。そっちはちゃんと作ろう。感謝の気持ちをちゃんと伝えたい。

			　ティナに背中を押される。

			　これ以上、ここにいても、ティナの邪魔になるだけだ。

			　素直に退散しよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　屋敷に戻り、栗の下ごしらえをしていた。

			　とげとげがついた外側の皮をはがし、鬼皮がついたまま水に沈める。

			　虫食いのものはより分けておく。

			　虫食いはヤギたちの餌にする。ヤギたちはなんでも食べる。それこそ、木の皮すら。

			　だが、たまには栄養のあるものを食べさせないとやせ細っていく。

			　栗の下ごしらえは手間がかかる。

			　一時間ほど水に漬けないと、固い鬼皮を剥がせない。

			　手持ち無沙汰になってしまった。

			　ティナに仕事は禁止されているし……明日、ティナたちへの礼のために作る菓子のメニューでも考えるか。

			　椅子に座って目をつぶる。

			　なかなか、いい考えが浮かばない。今から材料を買いに行くわけにもいかず、村にあるものでは選択肢はそう多くない。

			　かといって妥協もしたくないのだ。

			　……なにかいい香りがしてきた。

			「ただいま！　ふう、さすがのわたしもこれだけ急ぐと疲れたよ！　お湯頂戴、体を拭かせて！」

			　この声、クロエだ。

			　俺は苦笑して、お湯を沸かして持っていってやる。

			「ずいぶんと早かったな」

			「まあね、クルトのお祝いにいないとクルト泣いちゃうでしょ？　だから急いできたんだ」

			「泣きはしないけど、さびしくはあるな」

			　クロエは重そうな籠を背負っている。

			　俺が昼間使っていた籠よりも大きい。こんなものを担ぎ一晩で戻ってくるなんて相当無茶をしたようだ。

			「とってきたのは、梨と日本酒か」

			「ナシ？　違うよ。これはナルナだよ。秋の味覚！　皮をむいて食べると美味しいんだ！　村のみんなも喜ぶと思うよ」

			「一つもらっていいか」

			「つまみ食いなんてクルトは食いしん坊だね。しょうがない、一個だけなら食べていいよ」

			「そういうクロエの口元がべたついているけど、どうせ帰り路でつまんだんだろ？」

			「うっ、クルト、女の子の口をじろじろ見るなんて、エッチだよ」

			　クロエが慌てて口を拭う。

			　相変わらず間抜けなやつだ。

			「ほら、荷物を下ろして奥の部屋で体を拭いて、着替えてこい」

			　無茶したせいで、だいぶ汚れているし汗もかいているようだ。

			　綺麗好きのクロエにとってはかなり辛い状況だろう。

			「覗いたら、責任取ってもらうからね？」

			「覗くか！」

			　心外だ。

			　俺は、今まで一度もそういったことはやっていない。

			「冗談だよ。お湯、ありがと」

			　クロエが奥の部屋に引っ込んでいく。

			　さっそく、梨に見えるナルナという果物の皮を剥いてから齧る。

			　きめ細かい果実。

			　しゃっきりとした一口目、二口目以降はショリショリとした歯ごたえ。

			　透明感のある上品な甘さと微かな酸味。

			「やっぱり、梨だな」

			　まさか、桃と葡萄に続いて梨まであるとは。

			　一口食べた瞬間、脳裏に一つのレシピが浮かぶ。

			　よし、決めた。

			　梨があるなら、あのタルトしかないだろう。

			「クロエ、作りたいお菓子があるんだ。もう三つほどナルナをもらっていいか？」

			「うん、べつにいいよ。でも、それ以上はだめだからね！　みんなの分がなくなっちゃうから」

			「わかっている。ありがとう。懐かしいお菓子が作れるよ」

			　タルトには山ほど種類がある。

			　その中でも、とくに人気があるものを作ろう。

			　きっと、ティナたちは喜んでくれるだろう。

			「ねえ、クルト？」

			「なんだ？」

			「……ちゃんと、断ったからね」

			　クロエが言ったのは、結婚の話だろう。

			　彼女は幼馴染に求婚されていた。それも、里帰りした理由の一つだ。

			「なにか、言ってよ」

			「安心した」

			「ぶー、なにそれ、微妙に反応に困るセリフだよね」

			「お互い様だ」
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			　安心した。これは過不足なく、本音だ。

			　……だめだな。クロエの結婚がだめになったのに、こんなことを言ったら。

			　クロエはそれ以上何も言わない。耳がいいせいで布スレの音が聞こえてしまい。妙に気になってしまった。

			　頬を両手で挟むようにして叩く。

			　気持ちを切り替えよう。

			　栗のほうもそろそろ、鬼皮が柔らかくなってきたころだ。

			　下処理が進められる。

			　やっぱり、お菓子作りは楽しい。

			　今回、作ろうとしているのは、仕事ではなく純粋に大切な人を楽しませるためのお菓子。

			　俺にとってこれ以上の休息はないだろう。

		

	
		
			第17話　小さな勇気と優しい祭り

			　

			　日本で秋のお菓子の材料と言って誰もが思い浮かべるのは、かぼちゃ、サツマイモ、栗。このあたりだろう。

			　どれも美味しいし、使い勝手がいい。

			　だけど、俺が何よりも楽しみにしているのは……。

			「やっぱり、梨だよな」

			　そう、梨だ。

			　すがすがしい香りに透明感がある味。

			　キメの細かい果肉は歯触りがサクサクとして、口の中に溶け込むように軽い。

			　日本らしい果物で、俺は好きだった。

			　梨のレシピはいろいろと存在する。

			　その中でもとっておきのものを作ろうと思う。

			　だけど、それは明日の仕事だ。あれは作ったその日に食べるのが一番美味しい。

			　きっと、ティナたちも喜んでくれるだろう。

			　今から、あれを作るのが楽しみだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　朝から仕事に精を出す。

			　夕方から、俺の男爵任命を祝う祭りが行われることになっているので、せっせと仕事を片付けていた。

			　なにせ、夕方までしか時間が使えない。

			　てきぱきとやらないといけない。

			　朝は、久しぶりに大厨房で指揮をとった。もちろん、限定菓子も作っている。

			　今週の限定のお菓子は、生クリームの求(ぎゆう)肥(ひ)包み。大福よりもずっと、口当たりが柔らかな求肥の生地を使い、軽やかな生クリームとピナルのコンポートを包んだお菓子。

			　俺の気に入っている創作菓子の一つ。

			　きっと、このメニューも、菓子店Arnold(アルノルト)で喜ばれるだろう。

			　一番弟子のミルも、限定菓子を気に入り、いつもよりも喜んでいた。

			　そして、屋敷に戻った俺はたまりにたまった書類仕事をする。

			　冬が始まる前に、今年の開拓状況と収穫を父に、そしてフェルナンデ辺境伯に報告をしないといけない。

			　この一年の集大成を報告するということだけあって、手の抜けない仕事だ。

			　熱も入る。

			「ティナ、お茶をもらえないか」

			　口に出してから、気付く。

			　そうか、ティナは祭りの準備で出かけていた。

			　俺にとって、ティナが近くにいるのは当たり前になっていた。……そして、そんな日々がずっと続けばいいと願っている。

			　お茶を自分で入れて気合を入れなおす。

			　さて、もうひと踏ん張りだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ここまでだな」

			　報告書はまだできていない。

			　だが、きりのいいところまでは来た。残りは後日がんばろう。

			　そろそろお菓子作りを始めないと、祭りが始まってしまう。

			　俺は席を立ち、厨房に向かう。

			　梨を使ったお菓子を作るためだ。

			　作るのは梨のタルト。

			　だけど、ただのタルトではない、タルトの王様とも言われるタルト・タタン。

			「さて、寝かせていた生地の具合はどうかな」

			　事前に作っておいた生地を取り出す。

			　完璧だ。

			　今回はいつもと違うタルト生地を作った。

			　いつものタルトはパートシュクレと呼ばれる生地を使うが、今回はパートプリゼを使う。

			　プリゼとは、フランス語でもろいという意味がある。

			　通常のタルト生地より、甘さを控えめに仕上げつつ、さくさくとした食感になる。

			　梨のきめ細やかな肉質、繊細な風味を考えると、甘みが強く、しっとりとした固い生地よりも、甘さ控えめでサクサクとしたパートプリゼのほうが良く合うのだ。

			　ただ、パートプリゼをうまく作るのは難しい。

			　小麦粉とバターをすり混ぜることで粘りを出さない、さくさくとした脆い生地になるが、一歩間違うとボソボソになるか、中途半端に固くなる。

			　パティシエの腕が試される生地なのだ。

			　梨を少しだけ厚めにカットしていく。

			　そして、フライパンに砂糖を投入し、火にかけてカラメル化させる。通常よりも砂糖を控えめにする。

			　香ばしい匂いがしてくればバターを入れて、よくなじませる。

			　ここでいよいよ梨を加えて、さらに酒を少々加えた。

			　梨から水分が出てきて、煮ているような状態になる。

			「この香りはやっぱりいい」

			　梨の柔らかな香りをたっぷりと楽しんで、水分がなくなり、とろみが出るまで待つ。

			　こうすることで、梨の旨味が濃縮される。

			　そこまで終われば、タルトの型に梨を敷き詰める。

			　そして、オーブンに投入。

			　オーブンで焼くことで梨の下準備は完成する。

			　さあ、次に行こう。

			　次はタルト生地。

			　寝かせておいたパートプリゼを取り出した。

			　生地をほぐしてから、3mm程度の厚さに伸ばしていく。

			　伸ばした生地にフォークで空気穴をあける。

			　さて、そろそろ梨に火が通った頃合いだ。

			　梨を取り出した。うん、いい感じだ。梨の周囲が透き通り、つやがある。最高の焼き上がりの証拠。

			　余熱が取れるのを待って、タルト型に敷き詰められたカラメリゼした梨の上に薄く伸ばしたパートプリゼを重ねる。

			　再び、オーブンへ。

			　これで、あとは焼成を待つだけ。

			「久しぶりに、タルト・タタンを作ったな」

			　実のところ、俺はタルト・タタンが好きではない。

			　タルト・タタンとは、型の中にバターと砂糖で炒めたリンゴを敷きつめてから、タルト生地を乗せて焼き上げたタルトだ。

			　ひっくり返してリンゴの部分を上にして食べる。

			　タルト・タタンの特徴は、しっかりと煮詰めて火を通し凝縮させた果実の旨味。

			　生地を焼き上げてから、クリームと新鮮な果物を乗せるいわゆる普通のタルトでは味わえない濃厚な味を楽しめる。

			　ただ、リンゴでタルト・タタンを作ると味がきつくなりすぎる。

			　リンゴというのはただでさえ強い素材だ。それが煮詰められることで強くなりすぎる。ましてや、甘くてしっとりとした重いタルト生地と合わせてしまうと、どうも野暮ったくなってしまうのだ。

			　なので、基本的には普通のタルトのほうが俺は好きだ。

			　しかし、梨を使った場合は話が別になる。

			　梨の場合、パンチ力が足りないため、この手法で作ることでちょうどいい強さになる。加えて、さくさくとして甘みを控えめにしたパートプリゼを使えば、全体のバランスがとれて旨味はたっぷりかつ上品で気品のあるタルトに仕上がる。

			　こうして生まれた、梨のタルト・タタンは俺の得意菓子の一つだ。

			「さてと、焼きあがったな。仕上がりは完璧だ。あとは冷やさないと。祭りが終わるころには食べごろだな」

			　俺は、にやりと笑って梨のタルト・タタンにカバーを被せて暗所に置く。

			　さて、着替えて家を出るとしよう。

			　そろそろ祭りの時間だ。

			　主役が遅れるわけにはいかないだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　村の広場に行くと、村中の机や椅子が並べられていた。

			　そして、驚いたのが……。

			「村のみんなが料理を作ってくれたのか」

			　並べられている料理が、ティナが作ったものだけじゃないことだ。

			　各家庭の自慢の料理が並べられている。

			　もちろん、ティナの料理もある。

			　面白いと思った。祭りでは、ずっともてなさないといけないと思い、食事などの手配は自分でやってしまっていたが、こういう村人たちも一緒に参加して盛り上げるパーティも素敵だ。

			　俺には思い浮かばない発想だ。

			「クルト様、なんとか間に合いました！」

			「ほら、こっちこっち！」

			「主役の登場ですわね。ささっ、お酒もありますわよ」

			　ティナはキツネ尻尾を揺らしながら、クロエはエルフ耳を若干赤くして、そしてファルノは風に揺れるふわふわのさくら色の髪を手で押さえて、俺を呼ぶ。

			「ああ、今行くよ」

			　俺がみんなのもとへ行くと、ジョッキが押し付けられ、エールが注がれた。

			　乾杯もまだだし、口をつけるのもどうかと悩んでいると、みんなが勧めてくるので飲み干す。

			　美味しい。

			　上等な酒ではないが、この空気のせいだ。

			　村中の人たちが集まり始めていた。もうすでに笑い声が響いている。

			　秋の終わり、冬直前にこんなふうに笑いあえる。

			　それだけで今までの努力が報われたと思える。

			「さあ、クルト様。少し早いですけど、もうみんな集まったみたいなので、始めちゃいましょう！」

			「クルト、挨拶は今日の最初で最後の仕事だよ。かっこよく決めてね」

			　ティナとクロエに背中を押されて、広場の中央に連れていかれる。

			　そんな様子をファルノが見て、くすくすと笑っていた。

			　俺も笑い返す。

			　これが今日の最初で最後の仕事か。

			　今回は本当に楽ができた。ティナたちに感謝だな。

			　広場の中央に行くと、みんなの注目が集まってくる。

			　ごほんっ、と咳払い。

			　そして、挨拶を始める。

			「みんな、今日は俺を祝うために集まってくれてありがとう。いろんな人たちのおかげで、俺は男爵になることができた。……そして、昨日父から正式に次期当主から当主になることが告げられた。俺が当主になり、男爵になったからには、今まで以上に豊かで夢が見れる、そんな暮らしを約束する！　だから、ついて来てくれ！」

			　俺の言葉に反応して、みんなの返事が聞こえてくる。

			　どこまでもついていく。

			　おめでとう。

			　この村に来てよかった。

			　これからもがんばる。

			　前向きで、明るい、そんな村人たち。……そんな彼らと一緒だから、辛い開拓も乗り越えられたと思う。

			「ありがとう。ここまでこれたのはみんなのおかげだ。今日は思いっきり飲んで、食って、騒いでくれ。大丈夫、これだけ食べても、冬を乗り越えられる備蓄はある！　それぐらいに今のアルノルトは豊かだ！」

			　俺の冗談に何人かが笑う。

			　手に持つジョッキを掲げる。

			　村人たちはジョッキを手に取り、酒を注ぐ。

			「アルノルト領の繁栄と、ここに住むみんなの未来に乾杯だ！」

			「「「乾杯!!」」」

			　勢いよくジョッキがぶつけられる。

			　そして、祭りが始まった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ティナたちのところに戻る。

			　すると問答無用で座らされて、料理が運ばれてくる。

			「クルト様、今日は徹底的にもてなさせてもらいますからね」

			「ふふふ、クルトのジョッキは空になんてさせないよ」

			「あっ、みんなの愚(ぐ)痴(ち)を聞いて回るとかもだめですわよ？」

			　俺に仕事をさせないと言っていたが、ここまで徹底するとは思っていなかった。

			　苦笑してしまう。

			　ティナたちと、歓談をする。

			　にしても料理が旨い。ティナが俺の好物を揃えると言っただけはある。

			　キジのローストのバターソースがけ。狩りが成功した時のごちそうで、俺の大好物にかぶりつく。もも肉をかみしめると肉汁が溢れる。それをエールで流し込むと最高だ。

			　そうしていると、ヨハンたち、元孤児のグループが現れた。

			「クルトのアニキ」

			「ヨハンたちか、祭りを楽しんでいるか？」

			「もちろんだぜ！　こんなふうに、旨いもんをたらふく食える日が来るとはな。夢でも見てんのかって気分だ」

			「なら、良かった。アルノルトに来て、おまえたちが不幸になったら、連れてきた俺の立場がないからな」

			　彼らは掘り出し物だ。

			　働き者で、大人たち顔負けの仕事ぶり。

			　物覚えもよく、下の子の面倒もよく見てくれる。

			　若いということは、これから家庭も作り子をなしてくれる。

			　今後のアルノルトの発展を支えてくれるだろう。

			「クルトのアニキには感謝しているんだ。一生かけて、恩を返していきたいと思ってる。クルトのアニキがいなけりゃ、俺たちは、いつか全員のたれ死んでた。それも、そんな遠くない未来に」

			「おおげさだな」

			「おおげさじゃねえよ。あの時の俺にはそれがわかっていた。だけど、どうしようもなかったんだ……クルトのアニキ、それで、今日はおめでとうって言いにきた。あと、これ、お祝いだ！　俺たちにはこんなものしか作れなかったけど、受け取ってほしい！」
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			　ヨハンが渡してきたのは瓶だ。

			　そこには乳褐色の液体が入っていた。

			　まさか、これは。

			「ローヤルゼリーか」

			「そうだ。クルトのアニキが話してくれたからな。がんばって、ちょっとずつ集めてた」

			　ローヤルゼリーとは、女王蜂が女王にする幼虫に与える特別な餌だ。

			　女王蜂とは、生まれた時からそうなると決まっているわけではない。

			　ローヤルゼリーを与えられることで、女王蜂になる。

			　ただの蜂を女王蜂にしてしまうローヤルゼリーは栄養たっぷりだ。健康にも美容にもよく、薬にもなり、非常に高価な値段で取引される。

			　だが、その分採取するのにひどく労力がかかる。

			　瓶いっぱいのローヤルゼリーを取るために、ヨハンたちはどれほどの労力をかけてくれたのだろうか？

			　瓶に詰められたローヤルゼリーがとてつもなく尊く思える。

			「ありがとう。すごく、すごく、うれしいよ。大事に使わせてもらう」

			「そうしてくれ。……それとな、クルトのアニキ。いくら、クルトのアニキでもミルに手を出したら、本気で怒るからな！　ティナみたいなすっげえ美人の恋人がいるんだから浮気なんてすんなよ！」

			　急に名前を出されたティナが顔を真っ赤にする。恋人と言われて照れているようだ。

			　そして、もう一人顔を真っ赤にした者がいる。

			「もう、ヨハン、なんてことを言うんだよ！　そんなのじゃないから！　クルト兄様が勘違いしちゃったら……ああ、もう、ヨハンなんて大っ嫌い！」

			　ミルだ。

			　可愛い弟子が、声をあげて怒っている。

			「ミル、その悪かった。けどよう」

			「ヨハンなんて、知らない。どっか行って」

			「明日の晩御飯、肉を一切れやるから」

			「どっか行って!!」

			　ヨハンが涙目になりつつ、退散していく。彼と一緒にほかの孤児たちも去っていった。

			　ヨハンはミルのことが好きだったのか。なかなかほほえましい光景だ。

			　一人残ったミルが俺のほうを向く。

			「あのっ、クルト兄様。クルト兄様のこと、そんなふうに見てないですから！　クルト兄様は、優しくて、頼りになって、理想のお兄ちゃんで、尊敬できて、あこがれで、その、あの、そういうのじゃないですから！」

			　真っ赤になりつつ、必死に言葉を重ねる。

			　可愛らしい。

			「ああ、わかっているよ。ミルは兄として師匠として慕ってくれている。俺としても可愛い妹と弟子が同時にできてうれしいんだ。……ヨハンを許してやってくれ。好きな女の子のことになると男はバカになるからな」

			　俺もティナがミルと同じように、他の男、それも自分よりも立場が上で、金がありそうなやつに懐いていたら穏やかでいられないだろう。

			「えっ、あっ、はい」

			　誤解が解けたのに、ミルはどこか残念そうだ。

			　ミルはぶんぶんと首を振って、気合を入れなおし、小さな包みを渡してくる。

			「あの、これ。わたしからのお祝いです！　あとで食べてください。クルト兄様への気持ちを込めて作りました！　クルト兄様が好きって言ってたブルーベリーをたっぷり使ってます！」

			　そして、俺が受け取ると慌てて立ち去って行った。

			　感謝の言葉ぐらい言わせてほしい。

			　やはり、小さな子はよくわからない。

			「あっ、あのクルト様。もしかして、本当に今のは素ですか？」

			「これ、鈍感ってレベルじゃないよね」

			「……クルト様にもこんな欠点があったんですね。驚きですわ。これ以上、ライバルが増えても悲しいので、安心しましたが、ちょっと可哀そうです」

			　三人が言っている意味がわからない。

			　あとで、いろいろと考えてみよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから、たっぷりと祭りを楽しんだ。

			　完全に日が落ちると解散になる。

			　誰もが笑いながら帰っていく。

			　俺はティナ、クロエ、ファルノを呼び止めた。

			　今日のお礼をするためだ。

			　三人のために作った梨のタルト・タタン。ぜひ、味わってもらおう。

			　そして、三人に伝えたい言葉があるんだ。

		

	
		
			第18話　梨のタルト・タタンとクルトの決心

			　

			　俺の男爵就任を祝う祭りは無事に終わった。

			　酒と材料をファルノが提供してくれ、ティナと各家庭の女性が得意料理を作り、クロエが精霊の里から梨に似た果実を持ってきてくれた。

			　けっして、豪華できらびやかな祭りではないが、どこか心が温まるいい祭りだった。

			　厳しい冬を迎える前に、こういう集まりができてよかったと思う。

			　祭りが終わると、俺は屋敷に今回の祭りでがんばってくれたティナ、ファルノ、クロエを招いていた。

			　彼女たちに食べてほしいものがある。

			　祭りは彼女たちががんばってくれたので、お礼に今度は俺が彼女たちをもてなすのだ。

			　お茶を淹れて、居間に向かう。

			「みんなのために、お菓子を作っておいたんだ。今から切り分けてくる。お茶を飲みながら待っていてくれ」

			「うわぁ、クルト様のお菓子、楽しみです」

			「あっ、もしかして私が持ってきたナルナをお菓子にしたの？」

			　ティナとクロエが身を乗り出す。

			「そうだよ。クロエにもらったナルナがないと作れない自信作なんだ」

			　こっちで梨を見ることなんてありえないと思っていたので、梨のタルト・タタンを作れたのはうれしい。

			　和の食材の洋菓子は俺が得意としていた。

			　いいことを思いついた。

			　切り分けて持ってくる間に、お茶菓子を楽しんでもらおう。

			　俺はミルからもらった小包を取り出す。

			　中身はクッキーだ。

			　食べてみると、ブルーベリーのジャムが口の中に広がる。ただのクッキーじゃない。ソフトクッキーだ。

			　ブルーベリージャムと合わせるのなら、ソフトクッキーのほうがいい。生地とジャムがよく絡んでくれる。

			　ソフトクッキーの作り方なんて教えていない。クッキーはさくさくしたもの。その固定概念を壊して、自分でソフトクッキーを編み出す。ミルはすごい才能の持ち主だ。

			　これなら、みんなも喜ぶだろう。

			「待っている間に、このクッキーを摘まんでおいてくれ。ミルがくれたお菓子だ。なかなか、面白くて美味しいよ」

			　俺がそういうと、ティナは苦笑し、ファルノはやれやれと肩をすくめる。

			　そして、引きつった顔でファルノが口を開く。

			「それは、クルト様が食べてください。美味しそうですが、それを私たちが食べてしまっては、ミルが可哀そうですわ」

			　ティナとクロエが頷く。

			　ミルが可哀そう？

			　よくわからないが、そういうものなんだろう。

			　俺は小包を片付ける。あとで大事に食べよう。

			　そして、キッチンに戻り梨のタルト・タタンを切り分ける。

			　よく冷えている。

			　あつあつのタルトも美味しいが、梨のタルト・タタンは冷えてこそ真価を発揮するお菓子だ。

			　ナイフを入れた感触でタルトの出来はわかる。

			　うん、いい手ごたえだ。もろく崩れていく儚さ。これなら、梨の食感を活かせる。

			　さて、さっそくみんなのところへ持っていこう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　梨のタルト・タタンが乗った皿をみんなの前に置く。

			「すごくいい香りです」

			「ちょっと焦げて、きらきらしてる。美味しそう」

			「クルト様のタルトはいつも素敵ですわ。今度のはどんな味がするのでしょう」

			　全員、楽しみにしてくれているようだ。

			　その期待に添えるだけのものは作った。

			　精霊の里の果実は素晴らしい。生まれ変わる前にも、これだけの果実を手に入れることは難しかった。

			「さっそく食べてくれ。今までのタルトといろいろと違うから、新鮮だと思うよ」

			　俺が笑いかけると、待っていましたとばかりに、彼女たちはタルトを食べ始めた。

			　ティナとクロエは手づかみで、ファルノはナイフでカットしてフォークで口に運ぶ。

			　その違いが面白い。

			　俺は手掴み派だ。

			　タルトは手で食べたほうが美味しいと思う。ショートケーキではできない、手が汚れないタルトならではの楽しみ方。

			　ティナの口元を見る。

			　タルトが儚く、崩れていく。

			　そして、カラメリゼした梨と一緒に咀嚼される。

			「この、タルト。儚くて、ほろほろして。面白い歯ごたえです」

			「中のナルナもすごいね。ナルナは美味しいけど、ちょっと物足りたりないって思っていたんだ。火を通すとこんなに美味しいんだ。ナルナってこんなにすごかったんだ」

			　梨は、煮詰めることで食感が変化するし、淡い味がしっかりする。

			　生には生の魅力がある。梨の清涼感は生が一番いきる。

			　だが、タルトとしては生のままでは弱い。火を通すことで濃縮させたほうが美味しくなるのだ。

			「一番すごいのは、このタルトとこの果物を合わせたことですわ。いつものタルトも素敵です。ですけど、あの固くてさっくりした歯ごたえの生地ですと、ナルナの歯ごたえは楽しめません。本当にクルト様のお菓子は、びっくりさせてくれます」

			　さすがはファルノ。舌が肥えている。

			　俺があえて、パートプリゼを作った意味がわかったようだ。

			　イチゴやブルーベリーなど、歯ごたえのない果実を使う場合、食感はタルトだけで演出しないといけない。その場合、パートプリゼの生地では物足りない。

			　だが、今回は梨を使う。梨の歯ごたえも楽しまないともったいない。だからこそのパートプリゼだ。タルト生地と、火を通してざっくりしっとりした梨の食感が二重奏を奏でる。

			　俺も食べてみる。

			　我ながらよくできている。二種類の歯ごたえが絶妙だ。

			　カラメリゼした梨をかみしめると、清涼な果汁が溢れてきて、砕かれたタルト生地にしみ込む。

			　味の一体感がいい。

			　これを菓子店Arnold(アルノルト)のメニューに出せば大好評だろう。

			　お祭りで、たくさん食べたあとなのにティナたちはあっという間に平らげてしまった。

			　紅茶のお代わりを淹れにキッチンに向かう。

			「クルト様。ごめんなさい、気が利かなくて。私が行かないといけなかったのに」

			「いや、いいよ。このお菓子とお茶はがんばってくれたティナたちへのお礼だからね」

			　これぐらいはやらせてもらわないと申し訳がない。

			「……それと食べ終わってから。少しだけ、みんなの時間がほしいんだ」

			　大事なことを話したい。

			　ティナだけに話そうと思ったが、それはずるい気がした。

			　ちゃんと、全員に話しておきたい。

			　お茶を持って戻る。

			　しばらく経ち、お茶を飲んで落ち着いたところで口を開く。

			「まずは、祭りをがんばってくれてありがとう。最高の祭りだった。純粋に祭りを楽しめたのは久しぶりだよ。いつもは楽しむどころじゃなかったからね」

			　ティナは照れて、クロエは胸を張り、ファルノは微笑を浮かべる。

			「このお菓子はみんなへのお礼だ。そして……伝えたいことがある」

			　緊張してきた。

			　喉が渇く。王家の方々にケーキを振舞った時にもここまで緊張しなかった。

			　らしくないな。

			　さあ、勇気を出そう。

			「俺は、男爵の位を授かった時、同時に最高のケーキの褒(ほう)美(び)を王子からもらっているんだ。王子は俺が望むものでいいと言ってくれた。……俺が望んだものは」

			　あの時のことを思い出す。

			　最後の最後、褒(ほう)美(び)を言わないといけない直前に思いついた答え。

			　ここにいるみんなが注目する。

			「俺の愛を貫かせてください。そう頼んだんだ」

			　そう言った瞬間、誰よりも先にその意味を悟ったファルノが悲しそうな表情に変わる。

			「この国では、貴族は平民と……とくに亜人と結ばれることは許されない。それは、俺の力ではどうしようもないことだ」

			　俺はほしい物は自分で手に入れる。

			　だけど、それだけはどうしようもない部分だ。

			　だから、頼んだ。その願いがもっとも俺らしいと思って。

			「愛を貫かせてくれというのは、ティナと結ばれるという願い。そして、王子が認めてくれた。……ティナ、俺は君にプロポーズする。三日後、ティナのために、ティナだけのお菓子を作るよ。もし、そのお菓子を気に入ったら結婚してくれないか」

			　ティナが口元を押さえる。

			　そして、涙をぽろぽろと流し始めた。

			「いいんですか、私で」

			「だから、こうして頼んでいるんだ」

			「うれしいです。すごく……でも、そんなこと言われたら、どんなお菓子を出されても、美味しいって言っちゃいそうです」

			「ティナ」

			「わかってます。クルト様が、そういうのを一番嫌うって。今まで食べたお菓子で一番美味しくないとだめって言います」

			　かつての俺が相手か。

			　手ごわいな。

			　だけど、ティナのためだけのお菓子ならそれができる気がする。

			　燃えてきた。

			　複雑な表情でクロエは苦笑している。そして、おめでとうと口にした。

			　俺は、ファルノのほうを向く。

			「ファルノと結ばれるのが一番自然で、みんなが幸せになれる。だけど、俺はティナを選びたい。それが俺の心が出した答えだ。ファルノには今までずっと助けてもらった。その恩は絶対に返す。俺にできることならなんでもする。許してくれとは言わない。だが償いはさせてくれ……すまなかった」

			　ファルノは俺を支え続けてくれた。

			　彼女の力があったから、ここまでやれていた。

			　その恩は忘れないし、かならず返すつもりだ。

			「クルト様、そろそろ私はお暇しますわ。……ごめんなさい。こういう日がくると覚悟はしていましたが、やっぱりだめですね。落ち着いたら、また来ます。その時にゆっくりと話をしましょう……クルト様、最後に一言だけ。あなたが知っての通り、私は諦めが悪いのです」

			　ファルノが帰っていく。

			　送っていこうと思ってやめた。

			　きっと、彼女はそれを求めていない。それにヴォルグがついている。

			　彼がいれば安心できる。

			　ティナとクロエが心配そうにファルノの背中を見ていた。

			　喪失感がある。だけど、後悔はしていない。

			「二人とも、ファルノのことは心配しないでくれ。……今日は、もう寝よう。明日からまた忙しくなる」

			　精いっぱい、それだけを口にする。

			　もう、止まれない。

			　だから、俺はやり遂げる。

			　ティナに今までで一番美味しいと言ってもらえるお菓子。

			　それを作るのだ。

			　それだけでなく、ファルノとちゃんと向き合おう。それが彼女を傷つけた俺の責任だから。

		

	
		
			第19話　美しくて儚くて、でも温かい雪

			　

			　ティナにプロポーズをすると宣言した。

			　ティナのために、世界でたった一つのお菓子を作る。

			　そして、ティナが今まで食べたどんなお菓子よりも美味しいと認めてくれれば、晴れてティナと結ばれる。

			　ハードルは高い。

			　なにせ、ティナには今まで俺の作ったお菓子を食べさせてきた。

			　……今回の相手は過去の俺となる。

			　最高傑作を作らない限り、ティナは頷いてくれない。

			　そして、ティナにプロポーズしたことはエルフのクロエ、婚約者のファルノにも伝えてある。

			　ファルノは、気持ちの整理ができたら、きっちりと話したいと言っており、まだ連絡はしてこない。

			　ファルノには悪いことをした。

			　献身的に尽くしてくれたファルノを裏切ってしまったのだ。

			　だけど、後悔はない。

			　悩み抜いた上で、俺はティナを選んだ。理屈ではなく、感情で。……彼女が望むならどんな償いでもするつもりだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　厨房でお菓子作りをしていた。

			　数日かけて、栗のお菓子を作っているところだ。

			　俺が作っているのはマロングラッセ。

			　日本語で言うと栗の砂糖漬けとなる。

			　そう聞くと簡単そうに聞こえるが、マロングラッセはかなり手間がかかる。

			　殻をむいた栗を糖度の高いシロップで煮て、二日ごとに濃度をあげるという作業を数日間繰り返す。

			　今回はハチミツを使い、洋酒の香りを利かせていた。

			　最終的に糖度を三十度まで上げたあとに、好みの糖度に落として仕上げとなり、普通に作れば二週間ほどかかる。

			　だが、マロングラッセには手間に見合うだけの価値がある。

			　砂糖の衣に包まれて表面はパリッとし、栗の甘味と旨味は深まり、口の中で崩れる食感はマロングラッセにしないと味わえない。

			【回復】による、代謝の促進により作業工程を縮めることで、なんとか三日で作ることができた。

			「うん、いい色合いが出ている」

			　綺麗な黄金色だ。

			　本来、マロングラッセは茶色に仕上がる。

			　しかし、黄金色にするために皮をしっかりと剥いて、クルナワという黄色の色素を持つ花と一緒に煮ることでこの黄金色を演出した。

			　この色合いがほしかった。

			　マロングラッセそのものをティナへのお菓子として出すわけじゃない。これはお菓子の飾りつけに使う。味はもちろん見た目の美しさが必要だ。

			　一粒食べてみる。

			　栗の生命力を感じる。手を加えたことでより栗の輪郭がくっきりする。クルナワの花の香りもいいアクセントになっている。

			　上出来だ。

			　瓶詰めして、しっかりと保管しよう。

			　さて、これでようやくティナのためのお菓子の材料がそろった。

			　試作を始めていこう。

			　ただ、美味しいだけじゃなくて、ティナをイメージしたお菓子。

			　ティナを例えるなら、温かい雪だ。銀色の彼女には雪が良く似合う。

			　ティナのためのお菓子と言われた時に、まっさきにそんなイメージが浮かんだ。

			　綺麗で儚くて、俺の心に降り積もり包んでくれる。

			　でも、見た目の儚さとは裏腹に芯は強くて温かい。

			　だから、そんなお菓子を作る。

			　……名前はもう決めてある。

			　ティナ・シュネークライト。

			　ティナに捧げる雪のドレス。

			「さて、やろうか」

			　ずっと温め続けたアイディアを形にしていく。

			　まずは卵を割り、泡立てシロップを加えつつメレンゲをつくる。

			　そのシロップはマロングラッセを作った時の糖液を使用する。

			　こうすることで一体感が生まれる。

			　さらに、隠し味程度にレモンの果汁を加える。

			　入れすぎると、栗の風味と喧(けん)嘩(か)するが少量を加えることで味を引き締める効果がある。

			　そのメレンゲに葛を溶かしたものを加えてく。

			　俺が作っているのはギモーヴと言われるお菓子だ。

			　別名をフランス風マシュマロ。

			　正統派の工程ではメレンゲを使わないが、雪を表現するためにあえて使っている。

			　マシュマロと比べると、より柔らかく、さらっと溶けて口当たりがいい。果実の風味を利かせることが多いなどの違いがある。

			　今回は、その特徴をさらに強調するように葛を使い、より柔らかくふわふわ感を強調し、口の中で溶けやすいように工夫する。

			　特製ギモーヴを使うことでふんわりとして優しい純白の雪を表現する。

			　メレンゲに葛が馴染んだのを確認してバットに入れて冷やす。

			　十分に冷えれば、雪のギモーヴが完成だ。

			　冷やしている間に次の工程に入る。

			　マロングラッセとは別の糖液で数日かけて味をつけた栗の実を取り出す。

			　これで、モンブランなどに使われるマロンクリームを作る。

			　栗を潰して調味料で味を調えるよりも、こうして味つけをしてから潰したほうが仕上がりが良くなる。

			　だからこそ、マロングラッセとは別にマロンクリームを作ることを前提にした調味液で数日間かけて仕上げた。

			　店で出すのなら、ここまで手間はかけられないが、ティナのために最高のお菓子を作るならここまでする。

			　栗をすりつぶしてペーストにして、生クリームと隠し味を加えてマロンクリームを作り上げる。

			　食感を演出するため、マロングラッセを細かく刻んだものを混ぜ込む。

			　こちらも、マロングラッセと同じように黄金色に仕上げるように工夫してあった。

			　こうして黄金のクリームが完成。

			　白くて儚い雪に隠されたティナの強さと温かさを黄金色のマロンクリームで表現した。

			「さて、ギモーヴは無事にできているかな？」

			　冷やしておいたギモーヴを取り出す。

			　純白のギモーブをつつくと儚く震えた。

			　理想的な柔らかさで仕上がっている。

			　端を切り取って、口に入れる。

			　まずは洋酒の香り、そして微かなレモンの香りが鼻孔に届いた。

			　ふんわりとしていて、それでいて舌触りは滑らか。

			　噛むと柔らかく歯を押し返し、すぐに溶けて儚く消えていく。

			　……狙い通りの出来だ。

			　この食感と儚さを出すのが、今回のお菓子を作る際の最難関だった。

			　これなら次の工程に進める。

			　パットから取り出して、ギモーヴを丸くくり貫く。

			　そして、丸くくり貫いたギモーヴの上にマロンクリームを塗って、さらにギモーブを重ねる。

			　真っ白なギモーヴと黄金のマロンクリームの対比が美しい。

			　だけど、まだ完成じゃない。

			　昨日のうちに作っておいた特別な材料を取り出す。

			　それは、粒の大きな白い粉だ。

			　ただの粉砂糖のようにも見える粉によって、このお菓子は俺の最高傑作へと生まれ変わる。

			　雪を降らしていく。

			　白いギモーブの上にパウダースノーが振りかけられ、より、ティナのイメージである温かな雪に近づく。

			　最後に、黄金色に仕上げたマロングラッセを乗せて完成。

			　美しく儚い純白の雪。でも、その中には芯の強さと温かさが詰まっている。

			　これこそが、ティナをイメージしたお菓子……ティナ・シュネークライト。

			　このお菓子をもって、明日はティナにプロポーズする。

			　外を見ると、夜は明けていなかった。

			　……ティナにお菓子を振る舞うまで、まだ時間はある。

			　実食し、そして少しでもよりよいものが作れないか、最後の一秒まで考え抜こう。

			　絶対に後悔することがないように。

			　心の底から、美味しいとティナに言ってもらい結ばれるためなら、俺はどこまでだってがんばれる。

		

	
		
			第20話　世界で一番、甘くて幸せなものは……

			　

			　ティナのためのお菓子を昨晩試作し、明け方まで改良を続けた。

			　材料は試作時から変えていない。

			　水分量や、甘さのぎりぎりの見切り。クリームの滑らかさや濃さの調整。

			　そういった細部を詰めていく。

			　自分の舌を信じ、今までのティナの好みを思い出しつつ改良を重ねていく。

			　すべては、ティナがもっとも喜んでくれるお菓子を作るために。

			　意識が遠のいていくが、彼女の笑顔を信じて踏ん張る。

			　そして……。

			「ようやく完成だ。今の俺のすべてを込めたお菓子」

			　まぎれもない全力。

			　すべてを絞り出した。

			　少し、仮眠しよう。

			　そして、ティナにこのお菓子を食べてもらうのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ティナにお菓子を食べてもらうのは夕方だ。

			　その前に一つ用事ができて外出していた。

			　ファルノから手紙が届いていたのだ。今すぐ話をしたいと書いてある。

			　俺は彼女を傷つけた。

			　大事なプロポーズの前といえども断ることはありえない。

			　むしろティナにプロポーズをする前だからこそ、ファルノは俺を呼び出したのかもしれない。

			　なおさら、逃げるわけにはいかない。

			　真(しん)摯(し)に向き合おう。それが俺の責任だから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ファルノの屋敷にたどり着き、いつものように中へ案内してもらった。

			　一つ変化があった。

			　いつも使用人たちは俺をご主人様と呼んでいた。

			　だが、今日はクルト様と呼んだ。

			　きっと、ファルノがそうするように指示したのだろう。

			　そして、そのことからファルノが何を考えているのかがわかる。

			　案内されたのは彼女の部屋だ。

			　実のところ、ここに来るのは初めてだ。

			　使用人が扉をノックすると、ファルノの入ってほしいという声が聞こえた。

			　使用人が扉を開き頭を下げる。

			　そうして、ファルノの部屋の中に足を踏み入れた。

			「クルト様、呼び出してしまって申し訳ございません」

			「いや、いいさ」

			　苦笑する。

			　お互い、妙に他人行儀だ。ずっと一緒にやってきたとは思えない。

			　ファルノはアルノルト領に来て、ただの客人として振る舞っていたわけじゃない。

			　経理関係を一手に引き受けてくれて、最近では他の領地との交渉までやってくれている。

			　アルノルトの経済は、ファルノが来てからずっと良くなった。

			　ふと視線を移すと本棚が目に入った。

			　あの本たちは……。

			「クルト様、気付かれましたか？」

			「ああ、俺が翻訳した本たちだ」

			　まだ、次期当主になる前に資金集めと教養を深めるために、本の翻訳の仕事をしていた。

			　エクラバは港町だけあって世界各地から貴重な本が集まる。それを翻訳することで、金をもらいながら勉強ができていた。

			　初めて、ファルノと会った時に彼女は俺のファンだと言った。

			　ファルノは原文であろうと読める。

			　だけど、あえて俺の解釈を見たくて本を買っていると言っていた。

			　だけど、ここまで大量に持っているとは思ってなかった。

			「私の宝物です。クルト様の翻訳している本が好きなんです。クルト様の人柄と頭の良さと思いやりに触れられて、ずっと、ずっと、本を読みながら、クルト様に憧れていましたの」

			「実物に会ってがっかりしてないといいけど」

			「その心配はありませんわ。あなたと実際に会って、こうして共に働いて、もっと好きになってしまいましたの。胸が張り裂けそうなほどに……」

			　その気持ちには気付いている。

			　いつも真っ直ぐにファルノは好意を向けてくれた。

			　きっと、彼女と結ばれれば幸せになる。

			「すまない、その想いに応えられなくて」

			「謝らないでください。そういう一途なところも含めて好きなのですから。……クルト様、知っておりますか？　いい女はいつまでも過去を引きずらないのです。見るのは過去ではなく、未来。だから、クルト様。今日は未来の話をするためにお呼びしました」

			　過去ではなく、未来か。

			　実にファルノらしい。

			　そういう彼女だから、貴族の娘に生まれても、ただの政略結婚の道具にならずに、実力を身に付けていた。

			「クルト様は、一生かけて償うとおっしゃってくれました。だから、少々難しいお願いをするつもりですわ」

			「言ってくれ、その言葉を曲げるつもりはない。ファルノのためならなんだってしよう」

			　そういうと、ファルノが微笑む。

			　どこか悲し気な微笑みだ。

			「二つあります。一つ、ティナとの結婚ですが私との約束の期限。婚約からの一年が経つまで、公表しないでくださいませ。夫婦として振る舞ってもかまいません。ただ、それを表に出さないでください」

			「それはいいが、理由を聞かせてもらっていいか」

			「お父様にぎりぎりまで気付かれないようにするため。いろいろと根回しをしないとひどいことになりますから、その時間が必要ですわ」

			　まさか、ファルノを振った俺にまだ力を貸してくれるつもりなのか。

			「そんな顔をしないでくださいませ。クルト様のためだけではないですわ。私のためでもあります……それから、もう一つ。私はフェルナンデを捨てて、ただのファルノになります。ですから、従者として雇ってください。クルト様の右腕になりますわ」

			「ファルノはアルノルトにとって必要な人材だ。うれしい申し出だけど、それでファルノは幸せなのか？」

			　ファルノの能力は素晴らしい。

			　経営能力も、交渉能力もある。

			　複数の言語を扱え、見目麗しく、礼儀作法も完璧。

			　ファルノがいれば、他の領、他の国と交易を結ぶ時は非常に助かる。

			　これほどの人材を得られることはない。

			　だが、それでファルノは何も得ていない。フェルナンデを失っただけだ。

			「ええ、幸せですわ。クルト様は、これからますますアルノルトを発展させていきます。私の知らない景色を見せてくれます。せっかく、ここまで一緒にやってきたのに、途中で投げ出すなんて絶対に嫌ですの。ただのファルノとして、私の力を全力で振るう贅沢。フェルナンデでは絶対にできませんわ。……だからクルト様、夫婦にはなれませんでしたが、パートナーとして私を選んでくださいませ」

			　ファルノは手を差し出してくる。

			　真っ直ぐな目だ。

			　それは共に夢を追う、パートナーとしての目。

			「すまない。いや、ありがとう。ファルノ、君の力を貸してくれ」

			「ええ、これからもがんばっていきましょう。さて、これから忙しくなりますわ。うまく根回ししないと、お父様に妨害されますもの。クルト様、これからもよろしくお願いします」

			「頼む」

			　それだけしか言えなかった。

			　ファルノの伸ばした手をしっかりと握って、固く握手をする。

			　感情が胸に溢れている。

			　裏切った俺と、一緒に夢を見たいと言ってくれたことが、嬉しくて、申し訳ない。

			「クルト様、一言申し上げておきます。私はこう見えて、欲深くて、諦めが悪いのです。過去は振り返らない主義ですが、より良い未来は常に見据えていますからね。私に気を付けてください。ティナを泣かせることになるかもしれません」

			「……ファルノでも冗談を言うんだな」

			「冗談ではありませんわよ？」

			　それからは、ただ雑談を続けた。

			　思えば、ファルノとはこういう何気ない話をすることは今までなかった。いつも仕事の話ばかりだ。

			　これからはこういう時間を取ろうと思う。

			　パートナーとして。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ファルノと別れた。

			　そろそろティナとの約束の時間だ。

			　ティナと会う場所は決めている。

			　お菓子を入れたバスケットを持って向かう。

			　ティナを探す。

			　いた。

			　シートを広げて、そこからの景色を眺めている。

			　ラズベリー畑と、養蜂するために作った木箱。

			　俺たちの夢の始まりだ。

			　初めて甘い物を得た場所であり、ティナと二人、ゼロから始めて作り上げた場所。

			　ここが俺たちの原点だ。

			　ティナにプロポーズするならここだと決めていた。

			「ティナ、待たせたな」

			「いえ、クルト様はちゃんと時間通りに来ました！」

			　ティナの声と動きが妙に固い。

			　緊張しているのだろう。

			「そんなに緊張しているとお菓子の味なんてわからないぞ。とは言っても、俺もかなり緊張しているけどね」

			　ティナの腕をとり、俺の心臓の位置に当てさせる。

			「クルト様の、心臓、すごくどくどく言ってます」

			「王族にケーキを振る舞った時も、ここまで緊張しなかったよ」

			　そういって笑いかけるとティナの表情が少しだけ柔らかくなった。

			　少しは緊張がほどけたみたいだ。

			「クルト様も緊張するんですね」

			「ああ、人生の一大事だからね。ティナ、改めて言うよ。俺はティナのために、世界で一つだけの最高のお菓子を作った。もし、このお菓子を気に入ったら、結婚してほしい」

			「はい、その、よろしくお願いします」

			　ティナが顔を真っ赤にして頷く。

			　俺は微笑んで、バスケットの中から皿に盛られた、ティナのためだけに作ったお菓子を取り出す。

			「ティナをイメージして作ったんだ。生涯、ティナ以外に食べさせることがない特別なお菓子……ティナ・シュネークライト」

			　純白のギモーヴで、黄金のマロンクリームを挟み、淡雪を降らしたお菓子。

			　冷たくて綺麗な雪。だけど、その内側には温かさと芯の強さを隠し持ったティナを表した。

			　今の俺に作れる最高のお菓子だ。

			「うわあああ、真っ白で綺麗なお菓子です」

			　ティナが目を輝かせる。
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			　そして、フォークで二つに割った。

			　すると、中の黄金のクリームが露わになり、白と金のコントラスを作り出す。

			　ティナは、震える手で一口サイズに切ったティナ・シュネークライトを口に運ぶ。

			　柔らかくぷるぷるに仕上げた白いお菓子に震えが伝わり揺れている。

			「美味しい、美味しいです、すごく。ふわふわで、中のクリームが滑らかで、一つになって、溶けていく。すごく優しくて温かい味。それに、ほんのわずかに酸味と苦みがあって次の一口が止まりません」

			　ティナは二口目を食べる。

			「それに懐かしい味」

			「ティナ・シュネークライトは砂糖を使ってない。俺たちの夢の始まりのハチミツに拘(こだわ)った。だから懐かしい味なんだと思う。その酸味の正体も実は蜂なんだ」

			　ティナが驚いた顔をする。

			　俺は、最後に降らした淡雪の原料を取り出す。

			　それは小瓶に入っており、白くどろっとした液体だ。

			「ローヤルゼリー、女王バチになる幼虫に与えられる、最高の栄養。ヨハンたちが必死になって集めてくれた、これを使った」

			　ローヤルゼリーは凄まじい栄養が含まれている。

			　味のほうは、酸味と苦み。

			　そのまま食べれば、美味しい物ではない。

			　だけど、他の材料とまぜて淡雪にすることで、わずかな酸味と苦みが味を引き締めてくれる。

			　甘いだけのお菓子というのは飽きやすい。酸味や苦みというのは最高のアクセントになってくれる。

			　ハチミツを主体にした甘さづくりをしているからこそ、相性もいい。

			　これがあることで、ティナ・シュネークライトは一つ上の味になる。

			　ティナはすべてを食べきる。

			　そして、涙を流し始めた。

			　必死に、涙をぬぐおうとする。

			「ティナ、だめだったか？」

			「違うんです、美味しくて、美味しすぎて、今まで食べたどんなお菓子より美味しくて。それに、クルト様が私のためだけにこんなにも素敵なものを作ってくれたのがうれしくて、涙がとまらないんです」

			　どんなお菓子より美味しい。

			　そう聞いた瞬間、感情が爆発した。

			「そうか、美味しかったのか」

			「クルト様、あの、その、ふつつか者ですが、どうかよろしくお願いします。こんなお菓子を食べさせてもらえた私は、世界で一番の幸せ者です」

			　そういったティナをぎゅっと抱きしめた。

			　そうしないではいられなかった。

			　ティナの涙が俺の首筋を濡らす。

			「きゃっ、クルト様痛いです」

			「ごめん、だけどがまんできない。こうさせてくれ」

			「クルト様もわがまま言うんですね。今日は知らないクルト様がたくさん見れました」

			「俺はわりとわがままだ」

			　わがままだからこそ、こうして夢を諦めずに走り続けてきた。

			　ティナを選ぶという決意をした。

			　ようやく気持ちが落ち着いて、ティナから離れる。

			　ティナの顎に手を当て上を向かせる。

			　いつのまにか、ティナはこんなに美人になっていたのだと、今更ながら気付く。

			　心臓の音が高鳴る。

			「ティナ、いいか？」

			　何をとは言わない。

			　きっと伝わるから。

			「……はい」

			　ティナが返事をくれた。

			　俺はティナの唇に自分の唇を合わせる。

			　初めてのキス。

			　唇を離す。

			「クルト様とキスしちゃいました。夢みたいです。ずっと、ずっとあこがれてて」

			　ティナは泣き止むどころか、よりいっそう顔をぐしゃぐしゃにする。

			「俺も、ずっとティナとキスをしたいと思ってた」

			　無防備なティナの前で、紳士的に振る舞うのにどれだけ苦労させられたか。

			　好きな女の子が目の前にいるのに手を出せない日々は拷問だった。

			　だけど、それも終わりだ。

			「ティナ、これからこういうことをたくさんすると思う。結ばれた以上、がまんしないからな」

			「はい、どんどんしてください。私も、ずっとずっとそう思っていましたから」

			　さっそくもう一度キスをした。

			　直前にお菓子を食べていたからか、ティナとのキスは甘い味がした。

			　いや、それだけじゃない。もっと特別な甘さだ。

			　ティナとのキスは、俺が味わった中で、もっとも幸せな甘さだった。
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			第21話　砂糖の夢と婚約と父と

			　

			　ティナと気持ちが通じて結ばれた。

			　ずっと、ずっと望んでいた夢が叶った。

			　目を覚ます。

			　隣ではティナが眠っている。生まれたままの姿で。

			　こうして、結ばれるまで絶対に手を出さないと決めていた。

			　ティナが俺のことを好きなのは気付いていた。だけど、いろいろなしがらみで彼女と添い遂げられない恐れがあった。

			　それなのに、ティナに手を出し、俺に縛り付けてしまうのが怖かった。だけど、いろいろな機会が与えられ、ようやくティナと結ばれることができる状況を勝ち取った。

			　ティナの頭を撫でる。

			　さらさらの銀色の髪と、キツネ耳の感触が愛おしい。

			　ティナが目を覚ました。

			「クルト様がちゃんといる。良かった。夢じゃなかったんですね。クルト様と結ばれるなんて幸せすぎて、起きたら、全部夢だったらって。そんなことばっかり考えちゃってました」

			　ティナが涙を流す。

			　そんなティナが愛おしくなって、ぎゅっと抱きしめる。

			「夢じゃないよ。夢だったら悲しいな。せっかくティナと結ばれたのに」

			「私も夢だったなんて絶対嫌です。だから、信じさせてください」

			　ティナがキスをせがんでくる。

			　その願いに応えて、ティナと口づけを交わした。

			　ティナのぬくもりを確かに感じる。

			　これが夢であってたまるものか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、いろいろと燃え上がった。

			　お互い、恥ずかしくなり昼食を兼ねた朝食はまともにお互いの顔を見れなかった。

			「ティナ、今日は仕事を早めに切り上げて本村に行きたいと思う。父さんに俺たちのことを伝えたい。一緒に行ってくれるか？」

			「はい！　私のお父さんになる人ですから。ちゃんと挨拶しないと！」

			　ティナがぎゅっと握りこぶしを作る。

			　気合を入れすぎだ。

			　だけど、そんなところも可愛らしい。

			　心なしか震えている。

			　きっと、俺たちの結婚を反対されるのが怖いのだろう。だけど、その心配はない。

			「父さんはきっと反対しない。それに、反対されたとしてもそれぐらいで俺は諦めない」

			「クルト様」

			　ティナに微笑みかけて震えるティナの手を俺の手で包む。

			　しばらくするとティナの震えが止まる。

			　少しでも安心してくれてよかった。

			　ティナにはこれから、俺の妻としていろいろな苦労をかける。貴族の妻として学ばないといけないこともいくらでもある。できるだけサポートしていこう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　今日は外に出て、開拓状況の監督をしていた。

			　今年の開拓は今週いっぱいで終了だ。

			　そろそろ雪が積もり始める。

			　そうなれば開拓どころじゃない。しっかりと手入れをし、今年の成果をまとめておく。

			　冬は開拓も農作業もできない。雪が強いと竜車の運行もできないし、そもそも材料の仕入れが難しくなり菓子店も開店する日が少なくなる。

			　だけど、やることがないわけでもない。

			　来年度のアルノルト領の経済活動や開拓の方針をきっちりと固めて予算を組み立てる。

			　冬の間にどれだけきっちりと先を見据えた計画ができるかどうかで、来年の成果が決まる。

			　一緒にやってきた領民、一人ひとりの話を聞く。

			　この時期の俺はみんなの要望を一通り聞いておき、その要望を活かした計画をする。

			　そうすることで、少しでも民の暮らしをよくする。

			「みんな、今日はここで切り上げよう」

			　冬の備えをする時間を与えるため、この時期は仕事を早く終わらせる。

			　男たちは山に登り、狩りをしたり山菜や木の実を集めたりする。

			「長(おさ)、今年はだいぶ開拓が進みましたね。ただ、開拓が進みすぎて、俺たちだけじゃこれだけの広さの農地はもてあましちまいそうだ」

			　俺の不在時に長の代理を務めるソルトが相談してくる。

			　彼はすでに一労働者じゃなく、経営者側の視線で見ている。

			「そのことについては考えているさ。人が余った土地から移民を募集してる。なんとかなりそうだ」

			「人はいいとして、何を育てるかも悩みますな。小麦は村で食う分は十分あります。どうせ売るなら、高く売れるもんって欲が出ちまいます」

			　俺も同意見だ。なかなか鋭い意見で驚く。

			「それなんだがな、うちの村で砂糖を作れないかを試したい」

			「砂糖って、あの砂糖ですかい!?　あれはあったけえ国じゃねえと作れねえって話ですぜ」

			「サトウキビから作る砂糖はそうだ。いろいろと手を尽くして探している作物がある。それならこの村でだって作れる。うまくいけば、うちの村で砂糖を大量生産だ。そうなれば、凄まじい金が動く」

			　中世ヨーロッパでは砂糖は非常に高価だった。

			　航海技術が拙く、南の国から砂糖を運ぶのは命がけ、そもそも砂糖づくり自体が非常に労力がかかり、南の国だってそこまで労力を割けずに大量生産はしていない。

			　だが、いつの時代も人は甘味を追い求める。

			　砂糖を仕入れるために、わざわざ一つの国を植民地にして国営農園を造ってまで砂糖を手に入れようとした時代があった。

			　そんな貴重な砂糖が大量に出回ることになったのは、一つの発見があったからだ。

			　砂糖大根。もともと甜(てん)菜(さい)と呼ばれて馬の飼料に使われるほどありふれた作物。

			　その根を使い砂糖を作る方法が見つかった。

			　甜菜は寒い土地、痩せた土地でも育ち、ヨーロッパでも砂糖の生産が可能になった。

			　サトウキビよりもずっと楽に育てられ、出来上がる砂糖の質がいい。近年ではむしろ砂糖大根を使った砂糖が主流になっている。

			「そいつはすげえや。砂糖を作るなんて金が地面からざくざく噴き出すようなもんじゃねえですか」

			「今はその準備をしている段階だ。失敗するかもしれない。だけど、エクラバの菓子店のおかげで失敗してもいい余裕ができた。仕掛けるなら今だと思っている」

			　今までは、不作と村民の餓死はほとんどイコールで、大胆な実験ができなかった。

			　だけど、今は失敗してもいいだけの余裕がある。

			　砂糖大根が全滅しても、民を食わせられる金がある。

			　チャレンジしてみたい。

			　貴族たちの出るパーティでそれとなく情報を集め、西のほうで馬の飼料に使っているのが甜菜らしき作物であることはわかっている。

			　それを仕入れるための手回しは終わっていた。

			　明後日、竜車を使って受け取りにいく。

			　実際に手に取り、それで砂糖が作れるなら、春には開拓地がまるまる甜菜畑になるだろう。

			　砂糖の大量生産というのは、村を一気に豊かにするための希望であり、同時に砂糖を自由自在に使うというのは菓子職人(パテイシエ)としての長年の宿願だ。

			　まずは、アルノルトで大量生産を成功させ、そしていずれはこの方法を広めてしまいたいと思う。

			　どれだけ隠そうとしてもいずれは絶対どこからか漏れる。

			　そもそも、領地で砂糖の大量生産していることがばれようものなら、俺より上位の貴族が権力にものを言わせてその方法を知ろうとする。砂糖は富の象徴だ。

			　だから、ある程度アルノルトが儲けて、砂糖の大量生産が見つかった段階でいっそのこと積極的に情報を開示し、誰もが砂糖を安く手に入れられるようになる。そんな世界を作ろうと決めていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　一通り仕事が終わり、本村にたどり着いた。

			　ティナと二人で実家に向かう。

			　ティナは手持ちの服で一番いい服を選んでいた。

			　俺がエクラバで買い与えたものだ。ティナは大事に大事にその服を使ってくれている。

			「ティナ、このタイミングになっちゃったけど、渡したいものがあるんだ。右手を出してもらっていいかな」

			「はっ、はい」

			　ティナがおずおずと手を出す。

			　彼女の右手をとる。

			　ティナの手は働き者の手だ。この手が大好きだった。ティナの小指に指輪を嵌める。

			　ティナにプロポーズをすることは王都で決意した日のうちに、指輪を買い求めた。

			　王都の物は質がいいがとても高い。それでもティナのためなら散財も惜しくなかった。

			「クルト様、これ」

			「婚約指輪だよ。父さんに挨拶する前に付けたほうがいいかと思ってね」

			「うれしいです。すごく。すっごく。この指輪をずっと、ずっと大事にします」

			「喜んでくれるのはうれしいけど、泣いちゃだめだよ。化粧が落ちちゃう」

			　珍しくティナは化粧をしていた。

			　化粧なんてしらないティナの面倒を見たのはクロエだ。

			　クロエは祭りで巫女を務めることもあり、そういうことがちゃんとできるし、精霊の里で使う特殊な化粧を持っていた。

			　複雑な表情をしていたが、おめでとう。がんばれとティナを励ましてくれた。

			「そんなことを言われても無理です。うれしすぎて泣いちゃいます」

			「昨日からティナは泣いてばかりだな」

			「クルト様のせいです」

			　結局、ティナは大事そうに婚約指輪を付けた手を左手で包み、泣きじゃくってしまった。

			　せっかくの化粧は全部流れてしまい、顔を洗って素顔のまま父と会うことになった。

			　それはそれでいいと思う。ティナは化粧なんてしないでもとびっきり魅力的なのだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ティナが泣き止むのを待ってから屋敷に戻ってきた。

			　父に夕方、ティナと共に挨拶しにくることは伝えてある。

			　父の執務室に案内された。

			「クルト、よく来たな。我が息子ながらフェルナンデ辺境伯の娘との婚約を断り、平民、それも亜人を選ぶとは驚きだ」

			　父はどこか苦い顔をしていた。

			　アルノルトの先代当主として、父として当然の反応だ。

			「父さんは反対ですか」

			「反対だ。貴族として、領民を守る者としての自覚がまるでない。フェルナンデ辺境伯の好意を足蹴にして無事に済むと思っているのか？　これまでさんざん力になってくれたあの人が敵に回る意味が本当にわかっているのか？」

			「わかっています。すべて覚悟をした上で選んだ道です」

			　俺をとりまく、ありとあらゆる状況がファルノと婚約するべきだと示している。

			　それでも、俺が好きなのはティナだ。

			　ファルノと結ばれて、ティナを愛人にするという道もあっただろう。

			　ファルノはそれでも許してくれたと思う。

			　だけど、そんな不義理なことはしたくなかった。

			「クルト、おまえのせいでアルノルト領に住むすべての人々の生活が脅かされるのだぞ」

			「そうはなりません。俺の力でフェルナンデ辺境伯から得られるはずだった恩恵以上のものを領民に与えてみせます。そのための力を身に付けた。だからこそ、この決断をしました。俺にはアルノルトの民を幸せにする力と覚悟がある」

			　そうなのだ。

			　民を不幸にしてまでティナを選んだわけじゃない。

			　民を今まで以上に豊かにする自信があるからティナを選んだ。

			　父は薄く笑う。

			「……ならばいい。クルト、おまえはすでにアルノルト領を私が何十年もやってきた以上に豊かにした。初代から悲願だった男爵になるという夢を果たした。ここからはお前の時間だ。民を蔑(ないがし)ろにしないのであれば、私が言うことはない」

			「父さん、ありがとう」

			「おまえが私にわがままを言うのは二度目だったな。たった二度のわがままぐらい通させてやりたい。それぐらいの親心は私にもある。微力ながら、おまえたちとアルノルトを守るために力を尽くそう……それから、ティナと言ったかね」

			　突然、話を振られてティナがぴくりとした。

			「はい、私がティナです」

			「君を選ぶことがクルトにとって、アルノルト領にとって、どれだけのマイナスを生むかわかっているかね？　わかった上でクルトのプロポーズを受け入れたのか、何も考えずに浮かれているのか、君はどっちだ」

			　父がまっすぐにティナを見つめる。

			　父の眼光はするどい鋭い、大の大人でもすくみ上がる。

			　助け船を出そうとして、止めた。

			　その視線をティナは受け止めていた。

			「考えました。私と結婚することでクルト様が不幸になると思って、怖くなりました。だけど、クルト様が私と結婚することが一番の幸せだって、そうなるようにして見せるって言ってくれて、だから、私もクルト様を信じることにしました。クルト様が選んだ道を、クルト様を支えながら歩いていくって決めたんです」

			　力強い言葉だ。

			　ティナも悩みに悩んで決断してくれた。

			　ティナは昔から、俺の幸せを第一に考えてくれた。そんな彼女だからこそ、生涯を共にしたいと思った。

			　ティナとなら夢を追いかけ続けられる。

			　父が立ち上がり、ティナの前に立つ。

			　そして、頭を下げた。

			「息子を頼む」

			　あの父が頭を下げる。それがどれだけ重いことか俺にもティナにもわかる。

			「私こそお願いします」

			　ティナも頭を下げた。

			　空気が少し柔らかくなる。

			「クルト、ティナ。食事を用意している。今日は食べていきなさい。クルトの嫁になる女性だ。ゆっくりと話をしたい」

			「はい、お願いします！」

			「息子はいい子を妻に選んだ」

			　父がティナを認めてくれた。

			　これで正式にティナはアルノルトの婚約者になる。

			　ファルノとの約束の一年という期間が終わればティナと結婚する。

			　その日が来るのが今から待ち遠しかった。

		

	
		
			エピローグ　お菓子職人の成り上がり

			　

			～二年後～

			　

			　あれから、二年経った。

			　この二年間は本当に忙しかった。

			　ファルノとの約束の期限が来た日、正式にファルノとの婚約破棄を行った。

			　フェルナンデ辺境伯は激怒した。謝罪し、いくつかの技術・権利の譲渡を提案しても怒りは収まらなかった。

			　父が仲裁、なによりファルノ自身が俺をかばってくれたおかげで前のようにはいかないまでも、今でもなんとかやっている。

			　アルノルトはこの二年で人口が三倍になった。

			　その要因はいろいろとある。

			　開拓が進み農地が増えたこと。

			　菓子店Arnold(アルノルト)がエクラバ以外にも支店を増やし収入が増えたこと。

			　近代養蜂の規模を大きくしたこと。

			　広大な土地を活かして大規模な酪農を始めたことなどなど。

			　何よりも大きな変化は、アルノルト領の収入の九割をたたき出す大産業ができたことだ。

			　今はその大産業を支える畑を身に行くところだ。

			「ティナ、大丈夫か」

			「大丈夫です」

			「やっぱり、家でじっとしておいたほうが良かったか？」

			「だめです。せっかく、クルト様と一緒にいられる日なんですから！」

			　ティナに向かって手を伸ばす。

			　その手をティナはぎゅっと握った。

			　若干、顔が赤い。結ばれてから二年経ったというのにティナからは初々しさが抜けない。

			　それがティナの可愛いところでもある。

			「悪かったな。ずっと留守にしていて」

			「寂しかったです。でも、ちゃんとわかってますから。今がすっごく大事な時期ってこと」

			　ティナの頭を撫でてやる。

			　ここ二年ほどは嵐のような忙しさだった。

			　去年から立ち上げた新事業の絡みと、菓子店Arnold(アルノルト)の支店がらみでアルノルト領を留守にすることが多かった。

			　いつもならアルノルト領を留守にする時はティナも連れていくところだが、彼女を連れていけない理由があったのだ。

			　二人で村のはずれへと移動していく。

			「もうすぐ、この村ともお別れだな」

			「寂しいですが、いつかそんな日が来ると思っていました」

			　俺たちは来週から本村へと住居を移す。

			　その関係で今年の夏から村長代理のソルトを村長に任命していた。

			　これからは本村でアルノルト全体を見ることになる。

			　一から作り上げたこの村から離れるのは名残惜しい。

			　だけど、ティナの言う通りいつまでも甘えてはいられない。俺はもうアルノルトの領主なのだから。

			「ティナ、もう少しそばに。何かあったら大変だ」

			「もう、クルト様は心配しすぎです」

			「心配するに決まってる。ティナ一人の体じゃないんだ」

			　俺が外での仕事にティナを連れていかなかったのはティナが身ごもったことだ。

			　ゆったりした服を着ていて目立っていないが、少しずつお腹が膨らんできている。

			　ティナが肩が触れそうな距離まで近づく。

			「少し、恥ずかしいです……でもうれしい。絶対元気な赤ちゃんを産みますね」

			「頼む。俺もできる限り協力するから」

			　俺はもうすぐ父親になる。

			　まだ、実感はわかないが生まれてくる子供は大切にしたいと思う。

			　できるなら、俺が育て上げたアルノルト領を継いで発展させてほしい。だけど、本人が別の道を進みたいなら応援してやるつもりだ。

			　こんなことを考えるには早すぎるか。

			　でも、どうしても考えてしまう。俺はいい父親になれるだろうか？

			　できれば、性格はティナに似てほしい。俺に似てしまったらいろいろと苦労することは間違いない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　目的地に来た。

			　そこは小高い丘だった。

			　ティナがシートを広げて、俺は弁当を詰めたバスケットを取り出し、お茶を淹れる。

			　ここなら、アルノルトをさらに発展させたものが一望できる。

			　ティナと並んで、丘からの景色を楽しむ。

			「うわああああああ、ここから見ると一段とすごいです。一面青々として。これ全部が砂糖になるんですよね」

			「そうだ。甜菜……砂糖大根の畑だよ」

			「ふふっ、これのおかげで去年はすっごくたくさんの収入がありましたよね。砂糖を作るのは大変でしたが、むしろ作ってからのほうがずっと大変でしたよね」

			　アルノルトは砂糖の大量生産に成功して巨万の富を得ている。

			　二年前、秋のうちに他の領地で家畜の飼料として栽培されていた甜菜を買い込んでおき、冬のうちに試行錯誤を経て砂糖づくりに成功した。

			　思ったよりずっと難しく、冬はすべてそれに費やした。

			　甜菜での砂糖づくりに成功したため、春には大量に苗を買い付け、他の領地で甜菜を栽培していた農民たちを多額の金を払って引き抜いた。

			　それだけでは人員が足りなかったので、移民募集で来た人員すべてつぎ込んで全力で栽培した。

			　初年度なので、いろいろと失敗があって見込みよりは収穫量が落ちたもののたっぷりと甜菜が収穫でき、それを砂糖にして売り払い巨万の富を得た。

			「ティナの言う通り、作った後のほうが大変だったね。市場を混乱させないように流通量を絞ったり、いろんな都市に分散して売るように気をつけてはいたんだがな。金の匂いを嗅ぎつけた商人や貴族たちが押し寄せてきて、ひどいことになった」

			　砂糖が寒い土地でも作れるようになる。

			　そのインパクトは俺の想像よりもずっと大きかった。

			　噂はどんどん広まっていき、連日連夜、手紙や来客の嵐。

			　砂糖に目を付けた者は正面から来るとは限らない。砂糖の製造方法を盗もうとアルノルト領に忍び込む者や、領民に金を握らせて情報を得ようとする者、様々な手で砂糖を奪いに来た。

			　ある時など、ティナを攫って人質にしようとした者まで現れた。

			「でも、なんとかなった」

			　久々に槍のアルノルトとしての力も振るう羽目になったこともある。

			　そのことで、変な武勇伝や二つ名が出来た。

			　その二つ名を初めて聞いたとき、俺は眼を丸くしてクロエなんかは爆笑した。【百人殺しの鮮血菓子職人(ブラツデイ・パテイシエ)】。

			　社交界に出るたびにこの名で呼ばれるので、たまに死にたくなる。

			　貴族絡みのいざこざはレナリール公爵やフェルナンデ辺境伯の力を借りつつ、危機を乗り越えた。

			　とくにフェルナンデ辺境伯には頭が上がらない。

			　不義理をした俺を助けてくれたのだから。

			「今となってはいい思い出ですね」

			「二度目はごめんだけどな」

			　俺とティナは笑いあう。

			「ティナ、最近忙しかったのは、エクラバに大きな工場を作るからなんだ」

			　フェルナンデ辺境伯は、ただで助けてくれたわけじゃない。

			　大規模な砂糖工場を共同で作ることを条件にした。

			　その結果、砂糖で得る利益の三割ほどがフェルナンデ辺境伯に渡ることになるが、悪くない話だ。

			　甜菜を砂糖に加工するのは重労働。

			　去年は領民総出で、なんとか収穫した甜菜を砂糖に変えたがぎりぎりだった。

			　甜菜の栽培は去年の教訓を生かして生産効率をあげ、新たな開拓地も甜菜畑にしたおかげで収穫は倍増する。

			　今年は砂糖の生産が破綻することは目に見えていた。

			　だからこそ、大規模な工場を作る。

			　効率的な手法で機械を利用し、多数の人員で流れ作業を行う。

			　これなら、収穫が倍増した甜菜をすべて砂糖に変えられる。

			　工場はアルノルト領に作るよりはエクラバなどに作ったほうがいい。

			　人手が集まりやすいし、砂糖を流通させる上でも有利だ。

			　来年からはアルノルト領だけじゃなく、フェルナンデ領も甜菜を栽培し、その分も一緒に工場で砂糖にする。

			　フェルナンデ辺境伯との取り決めではアルノルトで生産した甜菜で作った砂糖の利益配分はアルノルトが七分でフェルナンデが三分。

			　フェルナンデで生産した甜菜の砂糖の利益配分はアルノルトが五分でフェルナンデが五分となる。

			　そして、十年後にはこの契約は期限切れだ。

			　あとはお互い、勝手に砂糖を作ることになる。

			「せっかく、クルト様が砂糖の作り方を見つけたのに。儲けを取られちゃうなんてもったいないです」

			「いや、いいんだ。守ってもらった上に力を借りてるし、大量生産しつつ加工法をほかの領地に隠すなんてアルノルト単体では無理だ。安全に十年も莫大な報酬が入ってくる。かなり良心的な契約だと思うよ。フェルナンデ辺境伯には不義理をした分の補填もしたかったしな」

			　今回の件はフェルナンデ辺境伯への罪滅ぼしにもなる。

			　砂糖によって莫大な収入が彼の手元に入るのだ。

			「……そもそもだ。ティナ、俺の目的を忘れたか」

			「クルト様の目的は……あっ、みんなが甘いお菓子を好きに食べられるようになることでしたよね」

			　ティナは俺の言いたいことに気付いてくれたようだ。

			　砂糖が大量に出回るようになれば、甘いお菓子は今までよりずっと身近なものになるだろう。

			　アルノルトだけでは限界があるが、フェルナンデ辺境伯領でも甜菜を育てれば一気に生産量はあがり、砂糖の値段はより下がるだろう。

			　それこそが俺の望みだ。

			「そんな日が来るのが楽しみですね」

			「ああ、そうだな」

			　ティナと二人、丘で甜菜畑を眺めながら昼食を楽しむ。

			　ティナがもたれかかってくる。

			　ティナと二人でゆっくりピクニック。

			　俺はこういう優しい時間が何よりも好きだった。

			「実はな、砂糖作りを急いだのはもう一つ理由があったんだ」

			「教えてもらってもいいですか？」

			　俺は笑って、ポケットの中から小包を取り出す。

			　小包の中には長方形のソフトクッキーが入っていた。

			　それをティナの口の中に入れる。

			　ティナはいきなり口の中にお菓子を入れられて驚いたが、俺がこういういたずらをたまにしていることもあり、すぐに我を取り戻して咀嚼する。

			「すっごく柔らかくて、優しい味のクッキーです。それに体がぽかぽかする」

			「このクッキーは離乳食なんだ。柔らかいし栄養がたっぷり、風邪をひきにくくなる。俺たちの子供に食べさせるために作ったお菓子だ。知っているか？　ハチミツは赤ん坊には与えられない。砂糖がないと俺のお菓子を子供に食べさせてやれない。だから、がんばっていたんだよ」

			「おかしい。クルト様って、たまにすごく変なことを考えますよね」

			　ティナがくすくすと笑う。

			「変なことじゃない。世界で二番目にお菓子を食べさせたい人に食べてもらえないなんて、菓子職人(パテイシエ)にとっては一大事だ。砂糖ぐらい作って見せる」

			「そんなのクルト様だけです。だけど、そんなに愛されているこの子は世界で一番幸せ者です。クルト様、来てください」

			　ティナが膝を叩く。

			　ありがたく膝枕をしてもらう。

			　俺はティナの膝枕が好きだ。ティナの柔らかさと温かさと匂いに包まれていると疲れも苛立ちも消えていく。

			「クルト様、ちなみに一番食べてほしい人は誰ですか」

			　ティナは答えなんてわかっているのに聞いてる。

			「もちろんティナだ」

			　俺がそう言うと、ティナが微笑んで、それから唇を俺の唇に押し当ててきた。

			　ティナとのキスはいつもお菓子の味がする。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それからはとりとめのない話をした。

			　日が暮れてきたので、片づけをして家路につく。

			「クルト様、ティナ。こんなところにいましたの!?　探しましたわ！」

			「うわぁ、相変わらず年中アツアツだね。いつまで新婚気分が続くんだろ」

			　桃色の髪の美少女ファルノとエルフのクロエの二人だ。

			　ファルノは成長してよりいっそう魅力的になった。家名を捨ててアルノルト領に来てくれて、アルノルト領の経理と対外交渉を一手に引き受けてくれている。

			　彼女の力なしに、エクラバの砂糖工場の設置や、さらなる菓子店Arnold(アルノルト)の支店の成功はなかっただろう。

			　クロエはエルフ特有の老化の遅さで二年前と見た目はほとんど変わっていない。

			　だが、中身はずいぶんと成長している。

			　彼女は今も精霊の里とアルノルトの橋渡しをしてくれており、人間の世界に興味をもった亜人たちをアルノルトへ案内をすることもある。

			「二人とも、そんなに息を切らせてどうしたんだ？」

			「どうしたじゃないですわ。今日はクルト様とティナの結婚式じゃないですか。そろそろ着替えないとまずい時間です」

			　そのことか。

			　俺もティナもちゃんとわかっている。

			　だから、ピクニックを切り上げて帰ろうとしていたのだ。

			「大丈夫、今から戻ればちょうどいい時間だ」

			「ですね。クルト様の言う通り、まだ慌てるには早いです」

			　今日は俺とティナの結婚式。

			　結婚したのはずいぶんと前だが式自体は後回しにしていた。

			　大事な人に祝ってもらえるようになってから式を開こうと決めており、今日になった。

			　今日の結婚式には今までお世話になった人たちがくる。

			　フェルナンデ辺境伯もだ。

			「うわぁ、昔のティナからは考えられないセリフだ。昔のティナなら、きっと私たちより慌ててたよ」

			「クルト様に毒されておりますわ」

			　ファルノとクロエの二人が苦笑している。

			　そうだ、大事なことを言ってなかった。

			「俺はティナとの結婚式を世界で一番幸せな結婚式にしたい。来てくれたみんなが来て良かったって思ってもらいたい。だから、今日のウェディングケーキは気合を入れた。お菓子を使ってみんなを幸せにするのはズルかもしれないが、菓子職人(パテイシエ)の特権だ。期待していてくれ」

			　ファルノとクロエ、そしてティナまでも目を輝かせる。

			　今回のウェディングケーキは自信作だ。

			　飛び道具のチョコレートなどは封印し、ありきたりな材料を使いつつも、誰も食べたことがない最高のものを作り上げた。

			「ファルノ、美味しそうだね。祝いに来てくれた精霊の里のみんなも、きっと喜ぶよ」

			「クルト様の自信作ですもの。お父様の心を溶かしてくれるかもしれません」

			「でも、わたしたちは味わえるかな。実はちょっと不安」

			「ですわね。せっかくの美味しいケーキなのに残念ですわね」

			　ファルノとクロエは最近妙に仲が良い。

			　よく二人で飲んでいる。

			　この前、どうして急に仲良くなったのかと聞いたら失恋同盟と言っていた。

			「ティナ、ファルノ、クロエ、急ごう。こうして話をしているうちに本格的にまずい時間になってきた」

			「「「誰のせい（ですか）！」」」

			　俺は小さく笑う。

			　ティナとの結婚式を待ち望んでいた。

			　みんなに祝福されてティナと結ばれる日がやっと来たのだ。

			　渾(こん)身(しん)のウェディングケーキを食べるみんなの表情を見るのも菓子職人(パテイシエ)としての楽しみだ。

			　たぶん、俺は世界で一番の幸せ者だろう。

			　甘いお菓子と優しい人々に囲まれて生きている。

			　夢が絶たれて失意の底に落ち、ようやく幸せの絶頂にようやくたどり着いた。

			　今日の結婚式は俺の人生の節目だ。

			　今までのことが脳裏に現れては消えていく。

			　今までの人生を一言で表すならなんと言えばいいのだろうか？

			　しばらく、考えてみる。

			　ふと頭に浮かんだ。

			　あまりにも、そのままで、飾り気がない言葉で笑ってしまいそうになる。

			　そう、俺の人生を一言で表すならこれしかない。

			　

			　……お菓子職人の成り上がり。

		

	
		
			エピローグ２　クルトとティナの結婚式

			　

			　初夏が近づいてきた。

			　あれから、いろいろあった。春にはアルノルト領に弟のヨルグが戻ってきた。それも可愛らしい妻を連れてだ。

			　ヨルグの妻は素直で働き者でいい子だ。

			　アルノルトにすんなりと馴染み、今ではなくてはならない存在になっていた。

			　かつて、親の威光を笠に着て好き勝手やっていたヨルグがアルノルトに受け入れられたのは、彼自身の成長もあるが、彼女の力も大きい。

			　そして、ヨルグ本人も別人のように変わっていた。

			　体が一回り大きくなり、日にやけ、よく笑うようになった。それも嫌味がない笑みで。

			　ヨルグに悪感情を持っていたティナなどは久しぶりに会った時、驚きのあまり『誰？』と呟いてしまい、俺は声を出して笑ってしまった。

			　先月、ヨルグの結婚式がアルノルト領内で盛大に執り行われた。

			　その際には、約束通りにウェディングケーキを作った。

			　それが俺にできる最大限の祝福だ。ヨルグも、その妻も喜んでもらえて良かった。

			　そして、今日はヨルグの私室で紅茶を飲みながら打ち合わせをしていた。

			　今のアルノルトは俺とヨルグが共同で運営している。

			　ヨルグは実務面でも大きく成長しており、アルノルト領内の運営のほとんどはヨルグに任せ、俺は新規事業と菓子店の運営に集中できている。

			　兄弟二人でアルノルトを盛り上げていく姿をみた父は、自分はもう必要ないと言い残し引退してしまった。

			　きっと、父は自分が引退したほうが俺たちが早く成長すると考えたのだろう。

			　そして、今日の打ち合わせの内容は……。

			「兄さんの結婚式についていろいろと決めないと。まさか王都でやるなんてね。王都での結婚式なんて、全貴族の憧れだよ。名のある大貴族だって、そうそうできはしない」

			　今日の議題は俺とティナの結婚式だ。

			　アルノルト領で、可能な限り規模を小さくして行うつもりだったが、横やりが入り王都で行うことになった。

			　王都での叙勲式を終えた後、先の一件ですっかり、王家の方々に気に入られ、王家の催し事があると呼ばれて腕を振るうようになった。

			　……その際、菓子を振舞う相手は他国の人間が多く、国外でもArnold(アルノルト)の名は広がり、しまいには王家に他国からArnold(アルノルト)の菓子を食べたいと指名がくるようになっており、半ば宮廷菓子職人(パテイシエ)みたいなポジションになっていた。

			　今回、王都で結婚式を行えるのはその礼ということなのだろう。

			　すでに第一王子と第二王女は参列表明をしており、貴族社会では、それに関する噂で盛り上がっている。

			　王家とのつながりを内外にアピールできるのは、貴族社会を生き抜く上では強い。

			　それは理解しているのだが……。

			「俺は身内だけでこぢんまりとやりたかったんだがな。名誉なのはわかるが、とんでもない金と手間がかかる。……それに、一番祝ってほしい人たちを呼べない。正直、ありがた迷惑だと思っているぐらいだ」

			　参列する相手が相手だけに、衣装も提供する食事も酒も、手配する従業員も超一流のものを揃えないといけない。

			　それだけでなく、あそこに入れるのは選ばれた者たちだけ。

			　少人数だけなら、俺の従者としてねじ込むことができるが、俺と一緒に開拓をしてきた仲間たちや、子供たちまでは連れていけない。

			　付き合いのある貴族たちでも、呼べるのはごく一握りだけだ。

			　フェルナンデ辺境伯と、ヨルグが世話になったフレンヘッツ男爵ぐらいだろう。

			「兄さんは相変わらず欲がないね。兄さんじゃなかったら、今頃ぎらぎらした目で、王都でコネを作る貴族たちをリストアップしているさ。参列する王子様と一緒に話しかければ、どんな大貴族とだって太いパイプが作れるよ。うまくやれば、さらに爵位をあげることだって可能だ」

			「そういうのはもういい。これ以上、出世したいとも思わない。それとも、ヨルグは男爵じゃ満足できないか？」

			　ヨルグが小さく笑う。

			「いや、十分だ。アルノルトはこれでいい。民が飢えることなく、ちょっぴりの贅沢ができる」

			「……ヨルグがそういうことを言うとはな。昔のヨルグなら、もっと旨い酒、もっといい女をよこせって言っていたはずなのに」

			「僕だって、成長する。それに気付いたんだ。幸せが何かってね」

			「その言葉が本物だってことは、今のお前の働きぶりを見ればわかるよ」

			　こんな彼だから、アルノルトの運営を任せられる。

			「兄さん、そろそろ具体的な話をしようか。兄さんが王都に向かっている間、僕はアルノルトに残るよ」

			「いいのか？」

			「僕か父さんかどちらかが残らないと、火急の際に対応できない。なら、残るべきは僕だ。父さんは息子の晴れ姿を見るべきだからね」

			「留守を頼む」

			「ああ、いつものことだ。僕が守って、兄さんが攻める。それが今のアルノルトだろ。兄さんが作ってくれたリストに、僕が必要だと考えた相手のリストがこれだ。兄さんが良ければ、招待状と当日の迎えの手配を進める。それから、兄さんたちが止まる王都の宿の手配に……」

			　抜かりなく、必要事項を報告してくれる。

			　俺が口を出すまでもない。今のヨルグは、どこに出しても恥ずかしくないできる男だ。

			「ただ、どうしても金銭面がきついよ。借金しないとどうにもならない」

			「そっちはいい。菓子店Arnold(アルノルト)の収益から出す」

			「いいのかい？　領主の結婚式は領地の運営費から出すべきだと思うけど」

			「王都でやることになったのは、菓子店Arnold(アルノルト)の事情だ」

			「わかった。じゃあ、途中まで確保した予算はアルノルト領内でやるほうの結婚式に流用しよう」

			「ちょっと待て、なんだその話は」

			「兄さんを祝いたい連中が、この領内にどれだけいると思っているんだ？　自分がどれだけ慕われているか自覚するべきだ。外で勝手に終わらせたって言ったら、暴動が起きるよ。兄さんだって、顔もよく知らない偉い貴族より、そっちのほうがうれしいだろう？」

			　照れくさそうに頬をかきながらヨルグが言った。

			「……ありがとう」

			　本当に彼が帰ってきてくれて良かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　王都の結婚式のための準備をしていた。

			　今は金の工面だ。

			　今回の結婚式にはとにかく金がかかる。

			　ましてや、王都で開催するのだから生半可なものは使えない。

			　衣装からして、目玉が飛び出るような値段がかかっている。参列者に連絡をし、招待するのにも多額の金。

			　当日、式のあとの披露宴にもさらに金。

			　……と頭が痛くなる。

			　菓子店Arnold(アルノルト)での収益がなければどうしようもなかっただろう。

			　もっとも、王都で最上級の式場を借りるともなれば、これらの金額すべてをあわせた以上の金がかかる。

			　その金額はアルノルトの年間予算に匹敵する。

			　そこは王家が負担してくれるし、そこで働く従業員も好きに使っていいとのことだ。甘えさせてもらう。

			　はっきり言ってしまえば、俺の使用人たちじゃ、王族や大貴族相手に対応するのは不可能だ。

			　そして、自室に戻る。

			　俺は今、本村の屋敷にティナ、クロエと共に移り住んでいた。

			　すでに開拓村は村長代理のソルトを正式に村長に任命してある。

			　ソルトはよくやってくれている。

			　元から村長代理で村を指揮することが多く、目立った混乱もなかった。

			「あっ、クルト様。衣装が届きましたよ」

			「いいな。わたしもいつかこんな綺麗なドレス着てみたいよ」

			　部屋に入るなり、キツネ耳美少女のティナと、エルフのクロエが出迎えてくれる。

			「そうか。間に合って良かった」

			　ファルノの紹介で、エクラバにある服飾店に結婚式の際に使うタキシードとドレスを発注していた。

			「可愛いドレスです。早く着たいです」

			「すぐに着てみるといい。型をとってもらう時にサイズの確認はしてもらったが、実際に着てみないとわからないこともある。今なら手直しもできるしな」

			「はいっ！　すぐに着てみますね」

			「これ一人じゃ着れないよね。着付け、手伝うよ」

			　よほどウエディングドレスを着るのが楽しみだったようだ。

			　もふもふのキツネ尻尾を振りながら、純白のドレスを抱きしめた。

			　フリルがたくさんついた可愛らしいドレスはティナによく似合うだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ティナのドレスの試着を見てから、俺は本村に作った菓子工房に移動する。

			　菓子工房は冬の間に作ったものだ。

			　どうしても、今までは設備的な制限があり作れないお菓子が多く悔しい思いをしていた。

			　加えて、現状の設備では生産可能な菓子の量に限界があった。だからこそ、腕のいい大工を集めて、俺の指揮の下、この世界の技術で可能な限りの大厨房を作りあげた。

			　作れるレパートリーが増えただけでなく、生産性も味も良くなっている。

			　おそらく、この世界でもっとも菓子を作るのに適した場所だ。

			「あっ、クルト兄様。いらっしゃい」

			「こんにちは。ミル」

			　一番弟子のミルが俺を出迎える。

			　彼女は菓子工房の完成と同時に、本村のほうに引っ越してきている。

			　俺がこの菓子工房のパティシエ長で、ミルがその補佐でありナンバー２となっている。

			　ここの菓子工房にいるのはミルを始めとした元々菓子工房で働いていた面々、そして外からやってきた職人たち。

			　職人たちは、菓子店Arnold(アルノルト)の味にほれ込んで、弟子入り志願してきた者たちだ。

			　……まあ、大半はミルのような少女の指示に従うのに拒否反応を起こして辞めていったが、残っている者も多い。

			　彼らの場合、一生Arnold(アルノルト)に骨を埋めるつもりではなく、技術を盗めば辞めて自分の店を持つつもりだろうが、それはそれでいいと思う。

			　そういった形でもArnold(アルノルト)の味が世界に広まっていけばいい。それこそが俺の目的なのだから。

			「試作品ができたんです。食べてみてもらっていいですか？」

			「もちろんだ。ここに来たのは進捗確認のためだしな」

			　ミルが緊張した様子で、カットされたケーキを差し出してくる。

			　一見、何の変哲もないショートケーキに見える。

			　口にして、その生クリームの軽やかさとふんわりしたスポンジ生地に驚く。

			　材料自体も軽やかさを重視するものに変わっているが、生地への空気の含ませ方、生クリームの泡立て方。そういう基本的なところが成長している。

			　ミルはまた一つ腕が上がった。

			「どうでしょうか？」

			「美味しいよ。披露宴の場ではこれぐらい軽いほうがいい。よくがんばったね」

			「ふう、合格で良かったです。なら、これを土台にして、本番用のケーキを作ります。……でも、本当に良かったんですか？　私なんかがクルト様のウエディングケーキを作るなんて」

			「ミルだから頼みたい。菓子店Arnold(アルノルト)の看板パティシエのミルにな」

			　看板パティシエと呼ぶと、ミルが頬を染めた。

			　王都を始め、出張パティシエの仕事が増えた俺に替わり、店の味を守っているのはミルだ。

			　今のミルは名実ともに看板パティシエとなっている。

			「とても、うれしいです。でも、私が作るより、クルト兄様が作ったほうが……」

			「自分のウエディングケーキを自分で作ってもつまらないだろう？　それに、ミルに祝ってほしいんだ。だめか？」

			「クルト兄様はずるいです。祝いたいに決まっているじゃないですか！　私にできる全部をケーキに込めますね」

			　可愛らしい弟子の仕草を見て頬が緩む。

			　ミルに任せたのは、ミルを成長させるためでもある。

			　きっとミルは最高のウエディングケーキを作り上げ、今まで以上のパティシエになってくれる。

			　それは、菓子店Arnold(アルノルト)の未来のために必要なことだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そして、あっという間に式の前日になった。

			　それまで地獄のような忙しさを経験した。王都に多数の貴族を招いての結婚式ゆえに、やらないといけないことは多岐にわたる。

			　……一生に一度の経験というのが救いだ。二度とこんなことはしたくない。

			　今は式の会場の設営を見学していた。

			　てきぱきと指示を出しているのはファルノだ。

			　フェルナンデ辺境伯の娘として、幼いころからセンスのいいものに触れている彼女だからこそ、適切な指示を出せる。

			「クルト様、任せてくださいませ。明日の結婚式までに最高の舞台を整えて見せますわ」

			「悪いな、こんなことまでしてもらって」

			「私がやりたいからやるのです。それに、いい練習になります」

			「練習？」

			「自分の結婚式のためのですわ。……知ってます？　貴族ってけっこう離婚や再婚をするのですよ」

			「それは知らなかった」

			　冗談に聞こえないのが怖い。

			　いや、たぶん冗談ではないのだろう。

			「クルト様、そろそろ出なくていいんですか？」

			「そうだな。もう次へ行かないと」

			　王都での挨拶回りも多い。

			　ここに来たのも忙しい時間の合間にだ。

			　ファルノが背中を向けた。

			「クルト様、お幸せに。幸せにならないと、私、変な気を起こさない自信がありませんの」

			「その心配はないさ、俺は世界一の幸せものだから」

			　ティナと一緒になれた。

			　だから、幸せになれないなんてことはない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　式場を出た俺は一番面倒な挨拶先に訪れていた。

			　ヘルトリング公爵のところだ。

			　俺を自分のものにしようとし、第三王子すら操って見せた男。

			　できれば、結婚式前に会いたくなかったが、どうあっても断れないように根回しされた。

			　四大公爵が本気になれば、逃げ場なんて簡単にふさがれる。

			　そんな彼と陽日が差し込むテラスで向かい合っていた。

			　この場所を指定したのは彼だ。

			　相変わらず、洒落た服を身にまとい、キザに決めているが、それがまったく不自然じゃない。

			　生まれながらの貴族というのは、この人のためにあるような言葉だ。

			「おや、可愛いキツネちゃんは一緒じゃないのかい？」

			「ティナは家で休んでいます。式の前日ぐらいは休ませてやりたい。……式の後は、アルノルト男爵夫人として連れまわすことになる。今日が自由にしてやれる最後の日だ」

			「殊勝だね。いい愛妻家になる」

			「どうして、わざわざ私を呼んだのでしょうか？」

			「言うならば、けじめかな。今まで僕は手に入れたいと思ったものは全部手に入れてきた。もちろん、君もそうするつもりだった。だけどね、諦めようと思う」

			　言いたいことを言い、紅茶をすする彼を見て呆気にとられる。

			　あれだけ俺に執着していたというのに。こんなに簡単に諦めるなんて。

			「信じられない。私を油断させるために言ってるのでは？」

			「ははは、そんなくだらないことはしないさ。だいたい、こんなことを言って、油断してくれる相手なんているのかな？　僕は、君を油断させるために、こんなことをする愚(おろ)か者に見えるかい？」

			　変なツボに入ったようで、彼は笑う。

			「もともと不思議には思っていたのです。グランタ王子にケーキを振る舞う際、あなたはあれだけ根回しをしていたのに、あっさりとケーキの美味しさを認め、何も妨害工作をしなかった。あまりにも、潔すぎた」

			　紅茶を机の上に置き、ヘルトリング公爵は遠くを見るように視線をさまよわせる。

			「……実をいうとねあの時に、僕は君を手に入れることを諦めたんだ。あれだけ嫌がらせをして、不利な状況に追い込んだにもかかわらず、それでも君は真っ直ぐに最高のケーキを作ることだけを考えていた」

			「それは、それ以外の選択肢がなかったからで」

			　ヘルトリング公爵は首を横に振る。

			「もし、僕が君なら、最高のケーキを作るのに全力を注がない、いろんな政治工作をしただろうね。なにせ、美味しいかどうかなんて、主観だ。どうとでも言える。人の気持ちを買うためにがんばるべきだ。なのに君は馬鹿正直にケーキ作りに全力だった……そして、僕はそんな君のケーキをどうしてもまずいと言えなかった。息を吐くように嘘をつく僕が。気付いたんだ、こんな菓子馬鹿を操るなんて不可能だって。……そうだ、もう一つだけ言いたいことがあった。あの時のケーキ、本当に美味しかったよ」

			　それで話は終わりだとばかりに、ヘルトリング公爵は立ち上がり歩き去って行く。

			　彼のことは好きになれない。

			　だけど、嫌いではなくなった。

			　彼も、彼なりの美学があり、筋が通っている。

			　きっと、これからもどこかで、彼と俺の人生は交わる。

			　その時は、また彼を唸らせるだけのケーキを作って見せよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　次々に挨拶周りを終わらせ、最後に会うのはレナリール公爵のところだ。

			　ここを最後にしたのは、彼女とは個人的な友人でもあり、ゆっくり話す時間がほしかったからだ。

			　次の予定が詰まっていれば、時間を気にして話を楽しめない。

			　王都にある彼女の別宅に訪れ、使用人に応接間に案内された。

			「お久しぶり、クルト。ひどく疲れた顔をしているわ。タフなあなたも、さすがに参っているようね」

			「まあな。こんなに疲れたのは、テレサに無茶ぶりをされて、晩餐会のフルコースを作った時以来だ」

			　俺とレナリール公爵は笑いあう。

			　人目があるところでは、アルノルト男爵、レナリール公爵と呼び合っているが、二人きりの時はこうして名前で呼び合っていた。

			「お祝いしたい気持ちと、悔しい気持ちが混ざりあって不思議な気持ち。結婚すること自体はずっと前から聞いているのに。いざ、結婚式となると改めて、胸が痛くなるわ」

			「それを新郎の前で言ってどうする」

			　茶化すような口調で返事をする。

			「この前に言った、後継ぎ作りだけ手伝ってもらうというの、考えてくれたかしら？」

			「断ったはずだが」

			「残念。気は変わらなかったみたいね。よくよく考えてみたら、そういうあなただからこそ好きになったかもしれないわ」

			「よく、そういうことを平然と言えるな」

			「こういうことが言えるのは今日で最後だからよ。とにかく……結婚おめでとう」

			　絞り出すようにレナリール公爵が祝福の言葉を受け取り、俺は頷いた。

			　その後は、カカオの輸入ルートと、チョコレートの製法を開示する際のロイヤリティという、レナリール公爵家とアルノルト男爵家の話をした。

			　お互い、これ以上、テレサとクルトとして話すのはだめだとわかっていたからだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　結婚式が終わる。

			　参列者の前で俺とティナが愛を誓い合い、ここにいる全員から祝いの言葉を受け取る。

			　ティナが泣いていたので、その涙を拭う。

			　この結婚式にはさんざん苦労させられたが、それでもこうしてみんなの祝福を受けながら結ばれて良かったと思う。

			　式が終わり、披露宴が始まる。

			　ミルが自分の背丈以上のケーキを台車を使って運んできて、どよめきが起こる。

			「クルト様、みんなが呼んでますよ」

			「そうだな、行こう。ティナも一緒だ。今日から、ティナはアルノルト男爵の夫人だからな」

			「はいっ！」

			　二人で、俺たちを呼ぶ人たちのもとへ行く。

			　しばらく談笑していると、ケーキ入刀をしてくれとミルに呼ばれた。

			　ティナと一緒にナイフを手に持ち、ケーキに刃を入れて、お互い照れくさくなって、赤い顔をしてはにかんだ。

			　拍手と歓声が鳴り響く。

			　甘いお菓子と、甘い人々に囲まれた俺の人生は続いていく。

			　そんな未来がやってくる。

			　そして、それは続いていくのだ。

			　これからもずっと。
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			　クルトたちが選んだ結末を見届けてあげてください。

			　ここまで付き合ってくださった皆様に感謝を。
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